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　男がその家に忍しのびこんだ理由は依い頼らいを果はたすためだった。下調べとして何度か事前に侵しん入にゆうしていたためか、家人のいない室内を勝手知ったる顔でうろついている。時間に余よ裕ゆうがあれば、台所でお茶の一いつ杯ぱいも楽しんでいそうなほどだ。男は居い間まのテーブルに載のっていた瓶びんを手に取り、中から飴あめを一粒つぶ摘つまんで口に放りこむ。選ばずに取った飴はアセロラの味がした。

　ソファに座すわりこんでから、男が庭の方に目をやる。ガラス越ごしに見える庭先には物もの干ほし竿ざおがかかっているが、ぐずついた天気のためか洗せん濯たく物ものは干ほされていない。ネズミ色の雲ではあるが、気温の低さから雨ではなく雪が降り出しそうに思えて、男は上じよう半はん身しんを震ふるわせる。

　寒い、とその口が動く。隅すみのストーブに目が行く。男は腰こしを浮かしかけて、しかしそこまで図ずう々ずうしいのもどうかと思い留とどまり、座り直す。男は家人のいない時間を調査して人知れず入りこんだ後、次はその家の人間が帰ってくるのを待またなければいけない。その二度手間にも思える長い仕事の時間を思って、男は憂ゆう鬱うつそうな白い息いきを吐はいた。

　廊ろう下かの方へと目をやる。男は美術に関心があるわけでもないが、この家には一ひと目め見て気になるものがあった。廊下の途と中ちゆうに飾かざってある壺つぼだ。作者の名前も知らないが、雲を描えがくような絵え柄がらと手て触ざわりが気に入っていた。仕事が終わったら持って帰ろうかと考えるほどだった。だが、あんなめだつものをどこに隠かくせばいいのだと男はその発想に笑ってしまう。

　それから、テレビでも観ようかと前まえ屈かがみになり、テーブルに手を伸ばした。

　それとほぼ同時だった。

　ぼごぉ、と庭の地面が盛り上がる。

　男が目を丸くすると、冷静になる間も与あたえずに人間の頭とシャベルの先せん端たんが飛び出した。

　中年の男性が、土にまみれながらモグラのように現れたのだ。

　これには今まで余よ裕ゆうを通していた男も驚おどろきを露あらわにする。まさか地面から這はい出てくるとは、常じよう識しき外はずれの登場だった。土まみれの中年の方も、見知らぬ男が家の中でくつろいでいる様よう子すを見て固まる。お互い、見てはいけないものを見てしまった気分に陥おちいる。しかしそんな冷静な見つめ合いはすぐに終わり、中年の方が穴あなぼこから飛び出す。シャベルを構えて、男へ険けわしい声をかける。男はソファから立ち上がった後、それには応えず無む言ごんで目を細めた。

　庭にいる中年は、この家の家や主ぬしである。なぜ庭で穴掘ほりなどしていたか、理由は定かではない。しかし家の鍵かぎは持っているだろう。だがそちらへ回れば男に庭から逃げられる。庭から居間へ入ろうとしても、男が開けるはずもない。そんな葛かつ藤とうがあってか、中年はシャベルを構えたまま動こうとしない。男の方も中年の動どう向こう次し第だいで行動を決めなければいけないので、目を離はなすわけにはいかなかった。口の中にはまだアセロラ飴があって、甘あまさが歯に染みる。

　膠こう着ちやくが続く。このままでいれば不利となるのはどちらかも判断しづらい。いずれ他の家人も帰ってくるだろうが、そうなれば男は挟はさまれる形になる。だが同時に、人ひと質じちを取る良い機会でもある。しかし人質を取って移動すると、足あし枷かせになって行動が鈍にぶる。相あい手ての覚かく悟ご次し第だいで、利の奪うばい合いは不ふ透とう明めいとなることを男は察していた。

　中年は携けい帯たい電話を持っていないのか、それとも連絡すると不ふ都つ合ごうのある身の上なのか。余よ所そへ連絡する素そ振ぶりはなく、シャベルを握にぎりしめている。そして、そのままじりじりと近寄る。中年が動き出して、男はその意い図とを見み極きわめようと後ご手てに回ってしまう。中年がシャベルを振り上げたところでなにをしようとしているかに気づき、走って玄げん関かんの方へ引き返し始める。

　中年がシャベルで窓まどを叩たたき割った。そして鍵かぎを開けて、土ど足そくのまま飛びこんでくる。男はそのとき既すでに居い間まの入り口近くまで離はなれていた。男の動きを止めようと、中年がシャベルを全力でぶん投げる。男はその投とう擲てきに気づいて、振り向きながら身体からだを捻ねじって、敢あえて足を滑すべらせて転んだ。柄えと肘ひじがぶつかって激しい痛みはあったものの、シャベルの先せん端たんが直ちよく撃げきするのは避さけることに成功する。男が肘を押さえながら床ゆかに膝ひざをつくのと同時に、中年がテーブルの上のものを次々に投げつけてくる。飴あめ玉だまの入った瓶、リモコン、新聞と見み境さかいがない。

　男がそれを手で払はらっている間に中年がテーブルを飛び越こえて、投げたシャベルを拾う。そのままガラスを割る延えん長ちようのように、男へとシャベルを振り下ろす。男は転がり続けることでなんとかその一いつ閃せんを回かい避ひして、廊ろう下かに飛び出した。そこで壁かべ際ぎわまで移動してから、飴を吐はき出す。

　舐なめだしたばかりでほとんど溶けていない飴を口から出して、追いかけてきていた中年の目を狙ねらって投げつける。それは目にこそ当たらなかったが眉み間けんにぶつかり、中年の勢いを止めるのに十じゆう分ぶんな効こう果かを発はつ揮きした。目を瞑つむったその瞬しゆん間かん、男が中年の下か半はん身しんにめがけて体当たりする。

　中年を壁かべにぶつけながら引きずり倒たおす。その際、棚たなに手が引っかかって倒れそうになった。結果、棚は斜ななめを向いて中ちゆう途と半はん端ぱな位置で落ち着く。

　中年がその衝しよう撃げきに目を回しているのを好こう機きと見て、男が立ち上がろうとする。だが振り回したシャベルで足を強く払はらわれて、激げき痛つうに思わず膝を突つく。中年はがむしゃらな抵てい抗こうが思いの外ほか、効こう果かがあることに歓かん喜きして立場を逆転させようと、先に起き上がろうとする。

　男が片かた目めを強く瞑りながら顔を上げると、目の高さに丁ちよう度ど、倒れかけた棚と今にも滑り落ちそうな壺つぼがあった。

　男はその壺を咄とつ嗟さに持ち上げて、そして、中年の頭部めがけて振り下ろした。
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『05／31日（木）19：56』

　男が開いた携けい帯たい電話にはそう表ひよう示じされていた。それを確かめてから、男は上を向く。駅えき内ないに無数に存そん在ざいする時計の一つを見上げて、その時じ刻こくを電話のそれと見み比くらべる。デジタル時計の橙だいだい色いろで示された時間は、男の持つ携帯電話より五分ほど遅おくれていた。売店と大型電気店を背はい景けいにしながら、男は立ち止まる。その横を新しん幹かん線せんの改かい札さつから続く長い流れがすり抜けていった。

　男は携帯電話を操そう作さし、時間を調ちよう節せつする。そうしたズレが気になるタチらしい。黄おう土ど色いろの帽ぼう子しを被かぶって耳を隠かくし、その脇わきから伸びた髪かみがちらばるように飛び出ている。赤白の横よこ縞じま模も様ようが入った七しち分ぶ丈たけのシャツと、赤いズボンで露ろ出しゆつは少ない。服ふく装そうは古ふる臭くさく、肩に紐ひもをかけた鞄かばんも年ねん季きが入ってくたびれていた。年ねん齢れいは三十代前半で、目の向く方向に統一感がなかった。

　男はその日、六件の取引を済ませて帰き宅たくする最さい中ちゆうだった。男の仕事は拳けん銃じゆうの販はん売ばいであり、当然、その取引は売る方も買う方も違い法ほうである。そしてその違法性をお互たがいに自じ覚かくしながらも、それを仕事とする生活が成立していた。数年続ける内、男は犯はん罪ざいであるという感かん覚かくも麻ま痺ひした状じよう態たいとなり、人混みの中にあっても気き負おう様よう子すはない。悠ゆう々ゆうと、時計の調整を終える。

　電話を片づけてから、男は急ぎ足で電車の改札に向かう。男は個人輸入業というわけではなく、拳銃の販売を担たん当とうする構こう成せい員いんにすぎない。注ちゆう文もん受付もネット、直接問わず管理しているが、それは中部近辺に限られた。更さらに厳げん密みつ化かするなら、名な古ご屋やの周辺がほとんどを占しめた。

　今日も名古屋駅近辺、町外れと一日中移動しての仕事だった。取引の日時がそこまで被ることは珍めずらしい。注文が重なったので仕方なかったが、男としては一いつ刻こくも早く家へと帰り、一ひと息いきつきたいところだった。注文した相手と直接会うわけにもいかないが、郵ゆう送そうも不安が残る。そんな注文相手とは互いの都つ合ごうのいい場所を選定し、代金と拳銃を指定した時間に交換することとなっていた。その中の一件に山奥が含まれていたこともあり、足あし腰こしを苛さいなむ疲ひ労ろうが酷ひどい。

　終点豊とよ橋はし行ゆきの電車に他の会社員と一いつ緒しよに乗りこみ、男は壁かべに頭を添そえる。誰だれかの隣となりに座すわることを生せい理り的てきに嫌きらい、男は空くう席せきがあろうと車内で立つことを選ぶ。走り出した電車の窓まどガラスに浮かぶ、闇やみ夜よの町を彩いろどるイルミネーションのような灯あかりに男が目を細めた。

　今日もこの町で、六人が拳銃を手に入れた。彼ら、彼女らがどういった理由で非ひ合ごう法ほうな凶器を手にしようと決意したか、男は時々思いを馳はせる。

　憎にくい誰かを撃うち殺すのだろうか？

　単たん純じゆんに本物の拳銃を手に持ってみたかった、好こう奇き心しんからなのか？

　商売の中で触ふれすぎて感覚の麻痺した男には、拳銃という『可か能のう性せい』への思いを感じ取る力が希き薄はくとなっていた。

　男自じ身しんは拳銃を所有していない。それは店員が店の売り物に手をつけるようなものだと考えていた。代わりにハッタリのために、鞄かばんには常つねにモデルガンを携けい帯たいしている。弾たまなど出ない玩具おもちやだが見た目は精せい巧こうで、重量もある。素人しろうとには本物と勘かん違ちがいされるし、専門家ならすぐに見抜かれる。丁ちよう度どいい塩あん梅ばいの玩具だった。それをなんの気なく覗のぞいて、そこで男の顔色が変わった。

　普ふ段だんから取り扱っている商売道具だけあり、すぐにその違い和わ感かんに気づく。肩かたの紐ひも越ごしながら意識することで感じる重量と、特有の空気感に男の目がざわつく。周しゆう囲いの客の目を気にしながらも鞄に手を突つっ込んでモデルガンを握にぎりしめて、確信する。

　男はしばらく固まる。電車が次の駅えきに到着して止まり、乗客が入れ替わるのを横目で眺ながめながら、ようやく口を開く。駅と電車の中でずっと黙だまっていたせいか、声が潰つぶれていた。

「やべぇ」

　言こと葉ばと裏うら腹はらに表おもて向むきは落ち着いていた。男は実物の拳けん銃じゆうの重さを感じながら目を泳がせる。

　男の侵おかした失敗、それは販はん売ばい品ひんの取り違ちがえ。

　今日取引した六人の内、一丁ちようだけ、本物とモデルガンを間ま違ちがえて売ってしまった。
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　黒くろ田だ雪ゆき路じは緊きん張ちようしていた。普段はだらしなく緩ゆるんでいる口もとも引き締しまり、目め尻じりが細かく震ふるえている。一回り大きく作ってしまい、肩の部分がだらしなく垂たれてしまっている背せ広びろも今は肩が上うわ擦ずることで、丁ちよう度どよくなっていた。両手の指を絡からませたまま、ジッと俯うつむいている。

　開業初日から客が押しかけてくる可か能のう性せいは低い。理解しつつも、今日から一いつ国こく一いち城じようの主あるじという気き負おいもあって、黒田は過か剰じような期待と不安を抱いていた。手て汗あせを膝ひざで拭ふき取る。

　雑ざつ居きよビルの６Ｆの一室を借りて、黒田が始めた仕事は『殺人』だった。黒田雪路という男は殺し屋であり、既すでに別の事務所に在ざい籍せきして多くの実績を上げていた。数年ほど勤つとめていたが今年になって独立の意思を固めて、その半年後にこうして開業にこぎつけることとなった。

　勤めていた事務所から開業祝いわいはなかった。この業種は近きん隣りんに同業者が現れると共きよう存ぞん共きよう栄えいとはいかずつぶし合いになる確かく率りつが高い。まったく歓迎されることがないのも当然だった。

　その代わりに、友人から送られた派は手でな花が入り口を飾かざっている。大々的に表おもてには置けないので、事務所の中を賑にぎやかにしていた。絢けん爛らんな花はな束たばの中には送り主ぬしの名前があり、『木き曽そ川がわ』とあった。その名前を一いち瞥べつして黒田は同業の友人の軽けい薄はくな笑え顔がおを思い出す。最後に会ったのは二ヶ月ほど前だろうか。

「これは、あれかな。あいつが事務所でも開いたときのお返しを催さい促そくされているわけか」

　その友人とは議論の末に『最初の依い頼らい人にんはちょっと訳わけありの美女がいい』という結論に合意した。『贅ぜい沢たくを言えば次も、その次も美女がいい』という結論も出た。ようするに美女ならいつでも歓迎ということである。二十代前半の黒田としては、当たり前の意見だった。

　だがまずそんな妄もう想そう通りに行かないだろうとは思っていた。事務所を見渡せば現実がある。

　黒色のデスクと、ビルに入っている別の事務所から譲ゆずり受けた中古の書しよ棚だなだけではどうにも美女を招まねくのに相応ふさわしい華はながない。壁かべに少々の絵画か観葉植物でも飾かざる予定だったが、業界への宣せん伝でんやその他諸もろ々もろの出費で貯ちよ蓄ちくのほとんどを出し尽つくし、そちらに回す余よ裕ゆうがなかった。

　正面に建つマンションの所せ為いで、窓まどからの景色も面おも白しろみがない。だが愚ぐ痴ちをこぼすわけにもいかない。そのマンションには黒田の借りている部へ屋やがあるからだ。２Ｆの隅すみにある部屋は窓から見下ろしても覗のぞけないが、そこの住人である以上は文もん句くを言うわけにもいかないだろう。

　雑居ビルの６Ｆには黒田の他に、企き画かく申もうし込みの代理会社がお隣となりさんとして入っている。黒田が先月にデスクやらを運び込んだ際は、陶とう芸げい教室の参加者を募ぼ集しゆうしていた。現げん在ざいは激げき痩やせを謳うたい文もん句くにしたヨガ教室の申し込み広こう告こくを表に貼はっていた。更さらにその隣には、本当に小さなスペースに画が商しようが入っている。黒田が挨あい拶さつに行ったら危うく壺つぼを売られそうになったので、慌あわてて逃げてきた。ただ人数も少なく、騒さわがしいわけではないので黒くろ田だとしても特に文もん句くはない。その他事じ務む所しよについて細々とした不満を除のぞいて一つ大きなものがあるとすれば、高さだろうか。ここしか都つ合ごうのよい場所が借りられなかったのでやむを得ないとはいえ、６Ｆというものは黒田に不満と、大きな不安を与える。ようするに高いところが苦手なのだ。

　座すわっているのも限界となった黒田は立ち上がって落ち着きなく事務所内を歩き回り、借りたときから備わっていた日ひ捲めくりカレンダーを捲めくる。これで世せ間けん同どう様よう、事務所にも６月１日が訪れる。31日を手の中で握にぎり潰つぶして、黒田はまたうろうろと、デスクの側を行き来する。

　窓まど際ぎわからちらりと下の様よう子すを覗のぞくと、歩道を行く女性が見えた。だがその直後にくらりと目め眩まいのようなものが訪れて、慌あわてて身体からだを引いた。窓は開いていないが、それでも恐ろしい。

　まだ空からっぽの書しよ棚だなの奥にしまってある仕事道具を引っ張り出す。散さん々ざん悩なやんだ末すえに拳けん銃じゆうを使うことにして、やはり仕事道具にはこだわるべきだろうと思い、黒田は開業前に一いつ式しき購こう入にゆうすることを決めた。知り合いのツテで紹しよう介かいされた男から渡されたそれの包み紙を外して、事務所の緑色のソファに乱らん暴ぼうに腰こしかけながら確かめる。光こう沢たくの少ない、暗い藍あい色いろのそれを天てん井じようの照明に透すかすように掲かかげて、構える。指を引き金にかけて、撃うつ真ま似ねをした。

　黒田は刃は物ものの類たぐいを一いつ切さい使わない。そんな前時代的な殺人などやっていられないという信念の持ち主だった。そういう点では友人である木き曽そ川がわとソリが合わないため、よく口論になる。今までは事務所から借り受けたものを使っていたが、これからは専用のものが必ひつ要ようとなる。

　また滑すべりだした手のひらを拭ふいた後、客に出すお茶と菓か子しの確かく認にんをしようと、黒田が拳銃を放り出す。テーブルにそれら一式を置きっぱなしのまま、事務所の流し場に忙せわしなく移動した。

　小さな冷れい蔵ぞう庫こを開けて、茶ちや菓が子しの包みを取り出す。ぽんと客に渡すのも失礼だろうと、茶色いお盆ぼんに並べておくことにした。最初ぐらいは奮ふん発ぱつしようと、松まつ坂ざか屋やの地下に出店する『とらや』で買ってきたもなかを丸いお盆に並べる。甘あま党とうの黒田としてはすべて自分で食べてしまいたいぐらいだったが、三色のもなかに唾つばつけることなく並べ終える。客が来なかったら数日後には、黒田の昼食となっているだろう。その機会がないほど繁はん盛じようすることを期待しながら、黒田がお茶の葉とインスタントコーヒーの用意が万ばん全ぜんであることを確認した。ついでに昼前でそろそろ飯めしの時間だなぁ、なにを食べようなぁと思いを巡めぐらす。社会人となってから、黒田の楽しみは食べることぐらいしかなくなっていた。

　あまりに汚かった流し場は黒田が三日かけて掃そう除じし終えた。その清せい潔けつさを指でなぞって満足しながら、またソファにかけ直す。今のところは一度も稼か働どうしていないファックスを一いち瞥べつした後、電話の電源がちゃんと入っているかとコンセントを目で追う。入っていた。息いきを吐はく。

　黒田が住むのは名な古ご屋や駅えきのほど近く。外に出て少し歩けば、不満を堪こらえるような顔つきの人が日々溢あふれている。それだけの人がすれ違ちがい、誰だれかと関わり、顔を上げないようにして生きているのだ。だから、殺人の依い頼らいぐらいすぐ来るだろう。黒田は楽らつ観かん的てきにそう考えていた。

　そしてその甘あまい見通しは、意外にも実現することになる。

　次はなにをチェックしておこうかと黒くろ田だが首を捻ひねったところだった。扉とびらを外からノックする音が聞こえて、肩が上着の余あまりと共ともに跳はね上がる。慌あわてて立ち上がった黒田が「はい」と返事をして駆かけ出そうとするが、「おっと」とデスクの上を見て一いつ旦たん止まる。

　お茶ちや菓が子しにかまけてしまい忘れていた拳けん銃じゆうを上着の内側にしまった後、黒田が入り口に小走りで向かう。鍵かぎなど元もとよりかけていない扉を開けると、背せ筋すじの伸びた女性が立っていた。

　この人が、事務所の最初の依い頼らい人にん。

　いや、本当に依頼人なのだろうか？　ぬか喜よろこびしないように慎しん重ちようになって確かく認にんを取る。

「ご依頼の方、でしょうか？」

「はい」

　女性がはっきりと頷うなずく。初の依頼人であることが確定して、黒田が思わず笑え顔がおとなる。

　細ほそ身みな女性なので、隣となりと間ま違ちがえているかどうかは確かめる必ひつ要ようがない。激げき痩やせエステとは無む縁えんだろう。

　しかも黒田の要よう望ぼう通どおり、美女だった。多た少しよう歳としは行っているようだが、衰おとろえを感じさせない、知ち性せいの滲にじんだ美び貌ぼうを伴ともなっている。落ち着き払はらった女性に会え釈しやくされて、黒田も恐きよう縮しゆくしたように頭を下げる。下げた頭が隠かくす顔は、絨じゆう毯たんもなく素そっ気けない床ゆかを見つめてにやけていた。

　これは、神が開業祝いわいをよこしてくれたに違ちがいない。

　黒田は柄がらにもない信しん心じん深さを抱いだきながら、その女性を意い気き揚よう々ようと緑色のソファに案内した。







[image: 岩谷カナ]

　気づくと意識が遠とお退のきそうになっていた。頭ががくんと傾かたむく度たび、フッと、途と切ぎれそうになる。カナとしても意い地じを張らずに寝ねてしまいたい気持ちはあったが、昨日きのうの朝からずっと寝ていないことを思い出してつい、勿もつ体たいなく感じてしまう。なにが勿体ないのか、冷静になると意味は分からないのだがカナは冷静になどならない。なったらそのまま寝てしまうからだ。

　岩谷カナは今日も徹てつ夜やで朝を迎えて、そのままずっと起きている。だがその間、生産的なことはなにもしていない。一日、そして一ひと晩ばん中じゆうネットを巡めぐっていた。オンラインゲームの類たぐいに参加するわけでもなく淡たん々たんと時間を過ごしていた。時々動画を見て、ふと思いついた単たん語ごを検けん索さくして、その豆まめ知識に見入る。そんなことだけで時間を延えん々えんと潰つぶして、今に至いたる。

　カナは今年で六年生を迎えている。当然ながら小学校ではなく、大学での六年目だ。四年生になってからほとんど通わず、単たん位いはまったく足りていない。四月からこの二ヶ月間、一度も大学には行かず、履り修しゆう登とう録ろくも行っていない。後期に最大単位まで取れば一応は卒業できるが、カナの関心はそこになかった。留りゆう年ねんした段階で学がく費ひや生活費の仕送りも実じつ家かから打ち切られて、家族には迷めい惑わくをかけていない。損そんをするのは自分に無む償しようで金を出している物もの好ずきだけだった。

　頬ほお杖づえで重い頭や瞼まぶたを支えるのも限界が訪れて、カナが立つ。動画を再さい生せいしっぱなしにしたままパソコンから離はなれて、物が所構わず置かれた部へ屋や内ないをそろりそろりと歩く。ソファの上には脱ぬぎ捨てた服や下着が放置されて、床ゆかには読み終えた漫まん画がやペットボトルの塔とうができている。真まっ白なテーブルの上にはコンビニの袋と、そこに突つっ込まれた雑ざつ多たなゴミで敷しき詰つめられている。一ヶ月に一度は大おお掃そう除じをするよう努めているし、肝かん心じんの本体はちゃんと毎日風ふ呂ろに入っているので、問題ない。そうしたカナの見解は、口うるさい友人にいつも否ひ定ていされる。

　その友人がカナの部屋を訪ねてきたのは、顔を洗ってから清せい潔けつなタオルを選んでいる最さい中ちゆうだった。チャイムを鳴らされて、カナは咄とつ嗟さに選んだ緑のタオルで顔の水すい滴てきを拭ふき取った。

　今のカナの部屋へやってくるのは一人しかいない。外を確かく認にんもせずにカナが扉とびらを開ける。

　マンションの廊ろう下かには予想通り、よれよれのパジャマ姿のカナと対たい照しよう的てきにきっちりとした、紺こん色いろの服ふく装そうの女性が立っていた。タカシマヤの店員の制服を着た、少し化け粧しようの濃こい女が腰こしに手を当ててカナを見下ろしていた。

「おー、ギャッピー。おはようちゃん」

　カナが廊下の眩まぶしさに目もとを覆おおいながらも、もう片方の手をあげる。ギャッピーと呼ばれた女はそのあだ名らしきものが気に入らないのか、眉み間けんにシワが寄る。ただ慣なれているらしく、反論することもなく靴くつを脱ぎ出す。カナの靴とサンダルが一足ずつしかないため、玄関だけは綺き麗れいなものだった。ただ、その靴は履はき潰つぶれてボロボロで、見るに堪たえないものとなっている。犬いぬか猫ねこに悪戯いたずらされてズタボロになった、と説明されても納なつ得とくできる有あり様さまだ。

「いい加か減げん、靴ぐらい買ったら？　不ふ動どう産さん屋やの横に靴屋あるじゃない」

「あー、まだ潰れてなかったの？　がんばるねぇ、えらいえらい」

　カナのふわふわとした独どく特とくの喋しやべり方に、ギャッピーがまた剣けん呑のんな顔つきになる。

「いつから引き籠こもってんのよ、まったく」

「えぇ、出かけたよぉ。えっと、ビッグカメラんとこもうちょっと向こう行って、がーっと歩いたとこにある王おう将しようまで行った。あそこはお昼時いっつもいっぱいだから、わざわざ並んだんだよ。コンビニの隣となりんとこのすき家でもよかったんだけど、昨日きのうはチャーハンの気分だったの」

「そのパジャマで？」

「上にジャージだけ羽は織おっていったよ」
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　カナの保有する服は大まかに分けて、パジャマとジャージの二種類しかない。大学に通っていた頃ころの服は放っておいたらボロぞうきんのようになってしまった。見かねたギャッピーが『勿もつ体たいない』と縫ぬって本当にぞうきんにしてしまい、流し場をカラフルに彩いろどっている。

　リビングに引き返しながら、カナがへらへらと笑う。後ろを行くギャッピーが首を傾かしげた。

「よかったねぇ」

「なにが？」

「え、だってあたしがいなかったら、ギャッピー無む駄だ足あしだったよ」

　大学に行っていないことを正せい当とう化かしようとする友人に、ギャッピーが黙だまる。しばらくの沈ちん黙もくの末すえ、「アホ」とカナの額ひたいを叩たたいた。それ以上に適した形容が思いつかなかったようだ。

　カナは叩かれたことに唇くちびるを尖とがらせながらも、床ゆかのペットボトルと服を適てき当とうに蹴けり飛ばして、ギャッピーの座すわる場所を作る。それからソファの上に転がっていた、枕まくら代がわりのクッションを置いた。ギャッピーは遠えん慮りよなくそこに座る。カナは服の山の上に膝ひざを立てて座りこんだ。

　カナとギャッピーは同い年だが、纏まとうものは大きく異ことなる。ギャッピーの方は服ふく装そうに加くわえて髪かみ型がたも後ろで纏めて、顔に照てりがあった。幼おさなさに乏とぼしい切れ長の目つきは生せい来らいのものだが、大人として十じゆう分ぶんに機能しているのが伝わってくる。逆にカナは化け粧しようもせず、髪かみも自分で適当に切ったので統とう一いつ感かんのない長ちよう髪はつとなり、更さらに日に当たらないせいか高校生のような、成せい熟じゆくしていないあどけなさがつきまとう。背が低いこともあり、座っていると子供そのものだった。

「今日お仕事休み？　じゃないよね、その格かつ好こう」

「上う手まく抜け出してきてる。ご飯はん食べたらすぐ戻るわよ」

　ギャッピーが鞄かばんから弁べん当とう箱ばこの包みを出す。それを見てカナがアシカのように手を叩いた。

「すげー。まだお弁当作ってんだ」

「早起きが苦くじゃないから。あんたの昼ご飯は？」

「大だい体たいはすき家かコンビニ。駅えきの方行って左行ったところのナントカうまし？　もたまに行く」

　指ゆび折おり数えながらカナが答える。駅えきの近くに住んでいるということもあり、ギャッピーの働はたらくタカシマヤにも冷やかしに行ったことはあるが、働く姿を見られるのが恥はずかしかったのか『二度と来るなこの野や郎ろう』と追い返されて以来、駅の中へ入っていくことがなくなった。

　予想通りの答えにギャッピーがしかめ面つらとなる。その顔をどう判断したのか、カナが笑え顔がおで促うながした。

「後で行くから気にしないで食べてよ」

「気にしてはいないけど」

　ギャッピーが小さな弁べん当とう箱ばこを箸はしでつつき出す。気にしないでと言いつつカナは側で食べる姿を凝ぎよう視しして、いかにも目め線せんで『なにかくれ』と訴うつたえている。その視し線せんに気づきながらも、ギャッピーは無む視しを決め込む。一度やり出すと際さい限げんがなくなるのを知っているのだ。

「……あなたは鳩はとに餌えさをあげない人ですか？」

「鹿しかに煎せん餅べいもあげない人。……なにこれ、玩具おもちや？」

　ギャッピーがふと目に留まった、テーブルの脇わきにあるものを拾う。それはどう見ても『拳けん銃じゆう』と呼ばれる形状のもので、持ち手がいやに黒く、人の目を引き込む。ギャッピーがなんの気なく、玩具として扱いカナに銃じゆう口こうを向ける。カナは思わず尻しりが浮きそうになったが、見えない位置で足を抓つねって平静を保つ。

「うんまぁ、そんな感じ。通つう販はんで買ってみた」

「またムダなお金を使って。あんた、どこからお金が出てくるの？」

「内ない緒しよ」

　カナは短く答えて目を逸そらす。ギャッピーは、親の仕送りが止まっていることを知らない。しかし仕送りだけでどうにかならないとは分かっているようで、カナのことを疑っていた。

　ギャッピーが拳銃を床ゆかに放り捨てた後、あたりを見回す。

「お茶は？　ある？」

「うんあるある。冷れい蔵ぞう庫こから取ってきちゃっていいよ」

　カナが促うながすと、ギャッピーが立ち上がる。無む論ろん、弁当箱は持って流しに向かった。

　舌した打うちした後、カナはギャッピーが無む造ぞう作さにほっぽった銃じゆうを拾い上げて、「んー」と首を捻ひねる。

　それが本物か否いなか、まったく知識のないカナには判別がつかなかった。

　岩いわ谷やカナはこの拳銃を購こう入にゆうしたわけではない。偶ぐう然ぜん、拾ってしまったのだ。

　昨日きのう、マンションから少し離はなれた場所にある駐ちゆう車しや場じようを自転車で横おう着ちやくに横切ったとき、夜間だったせいで地面に転がるそれに気づかず、車輪で踏ふんでしまった。危うく転びかけたカナは憤ふん慨がいしながら地面を睨にらみ、そしてこの拳銃を見つけてしまったという次し第だいである。

　拾ったときは模も造ぞう品ひん、玩具だと思ったのでそのまま拾ってきた。だが部へ屋やに戻ってその重みや質しつ感かんから、『あれ、本物かも』と疑念が湧わいた。そうなると厄やつ介かいなことになりそうだった。

　引き金を一度引いてしまえば答えは明らかになるが、カナにその勇気はなかった。

　一人きりになると、忘れかけていた眠ねむ気けがすぐ押し寄せる。試ためしに、拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを自分の鼻に向けると欠伸あくびが一いつ瞬しゆんで吹ふっ飛んだ。威い圧あつ感かんに押されたように仰のけ反ぞって、拳銃を床ゆかに置く。

　これは眠気覚ましに最高だ。引きつり笑いと背中の冷ひや汗あせに不ふ快かいを覚えながらも、カナが頷うなずく。拾ってしまったものがもし本物だとしたら、警察に届けてもややこしいことになる。何度呼び出されて事じ情じよう聴ちよう取しゆされるか分かったものじゃない。最さい悪あく、持ち主ぬしと勘かん違ちがいされて銃じゆう刀とう法ほう違い反はんというやつに引っかかるかもしれないのだ。それぐらいなら、自分で有ゆう効こうに活用してしまおう。カナなりに精せい一いつ杯ぱいに前向きとなった結果、拳銃への対応はそう決まった。

　緑りよく茶ちやのペットボトルを脇わきに挟はさんで、ギャッピーが戻ってくる。黙もく々もくと弁べん当とうを食べ進めるが、冷れい凍とう食品のエビ寄せフライを、最後に一つカナの口もとに差し出す。カナは嬉き々きとしてそれに飛びつき、箸はしごと噛かむ。その食いつきのよさに、ギャッピーの整った顔もほころぶ。

　カナのふにゃふにゃした笑え顔がおに、ギャッピーは弱い。不ふ思し議ぎと人当たりがよく、周しゆう囲いに許されるものがあった。カナ自じ身しんは、それを自じ覚かくすると魅み力りよくが薄うすれることまで理解していて、敢あえてぼかしたまま日々を生きるようにしていた。幸こうか不ふ幸こうか、カナの頭はある日を境さかいに常つねに靄もやがかかり、なにかを考えるのが難むずかしくなっていた。それが無む気き力りよくの原げん因いんでもある。

　ギャッピーが食べ終わって弁当箱を片づけるのを見届けてから、カナが動く。ソファの上の下着や脱ぬぎ散らかしたパジャマを窓まど際ぎわに放り投げて、寝ね床どこを作る。

「一いつ緒しよにお昼ひる寝ねでもする？」

　カナが誘さそうと、ギャッピーがしかめ面つらで拒きよ否ひした。

「すぐに仕事。大学生が羨うらやましいわ」

　嫌いやみを込めてカナを一いち瞥べつする。カナはそれに対しても動じない。

「うん。いいよねぇ、学生」

　しみじみとカナが言う。ほのぼのと、場にそぐわぬほど暢のん気きな態たい度どにギャッピーが呆あきれる。

　カナも以前は漫まん画が喫きつ茶さで働はたらいていたのだが、その店が今年の三月末に閉へい店てんしてしまった。隣となりの古い映えい画が館かんが取り壊こわしとなって、それとあわせて店を畳たたむことになった。以来、カナはなにもせず自じ堕だ落らくに過すごしている。働くことも、大学へ行くことも、率そつ先せんして遊ぶこともない。

　誰だれとも出会わず、カナのことを心配して訪れる友人はギャッピーだけだ。

「ところで、今日はなにしに来たの？」

　身みを案じてくれるのはいいが、余よ計けいなお節せつ介かいまで焼く性格なのでそれを警けい戒かいしていた。カナが及および腰ごしと曖あい昧まいな笑顔で尋たずねると、ギャッピーが冷れい淡たんに答える。

「あんたに履り歴れき書しよを買わせるため。ほら、一緒にコンビニ行くわよ」

「えぇー」

　カナが露ろ骨こつに不ふ服ふくの声をあげる。身みをひいて逃げ出そうとするカナを軽々と捕つかまえて、ギャッピーが立つ。まるで躾しつけの悪い子供を叱しかるようだった。捕まえたまま、ギャッピーが顎あごで入り口の扉とびらを指す。カナは床の拳銃を見下ろしながら、しかしやはり無気力な態たい度どを崩くずさない。

「非ひ生せい産さん的てきな人間にならないように」

「ぎゃっぴー」

　友人のあだ名ではなく、悲ひ鳴めいのようにカナが口にする。

　そのまま猫ねこのように首くび根ねっこを掴つかまれたカナは渋しぶ々しぶ、ボロボロの靴くつに足を通した。
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　登とう校こう前まえ。授業を待まつ間。授業中。常つねに肌はだに直接触ふれるその冷たさに、思わず身み震ぶるいする。

　教室にずっといながら、誰だれの声も曖あい昧まいだった。後方の席せきに座すわる首しゆ藤とう祐ゆう貴きにとって、昨日きのうから変わりなく続く現実など、今や色いろ褪あせて見えていた。祐貴の意い識しきはたった一つの道具によって大きく変へん遷せんし、未いまだその渦うずが不安定に刺し激げきしている。少し前まえ屈かがみとなり、服の上から脇わきを押さえている姿は傍はたから見れば腹ふく痛つうを我が慢まんしているようにしか見えないが、今の祐貴に客きやつ観かん性せいを求めるのは酷こくというものだった。

　高校三年生、今年で十八歳さいになる首藤祐貴の懐ふところには拳けん銃じゆうがあった。今までの貯ちよ金きんをすべて吐はき出して購こう入にゆうに踏ふみ切り、昨日、遂ついに受け取ったそれを祐貴はずっと手放せないでいた。昨さく晩ばんは就しゆう寝しん時じですら、枕まくら元もとに添そえていたほどだ。それほどまでに意い識しきし、そして愛いとおしかった。

　祐貴は凡ぼん百びやくという言こと葉ばの似につかわしい高校生だった。大半の学生と同どう様よう、特別ななにかに秀ひいでているわけでもない。一いち念ねん発ほつ起きして勉強にいくら時間を費ついやしても勝てない相あい手てはいて、部ぶ活かつ動どうに青春のほとんどを捧ささげても活かつ躍やくすることは叶かなわない。祐貴は剣けん道どう部ぶに所しよ属ぞくして以来一度も練習を休んでいないが、団体戦に彼が選ばれる気け配はいはまったくなかった。

　そうして挑いどみ続けてきた結果、祐ゆう貴きは他の同どう級きゆう生せいよりも『才さい能のう』の壁かべを知っている。努力ではどうにもならない特別なものが人にはあり、それが人と人との間に隔へだたりを生む。あらゆる争いには才能の優ゆう劣れつが関わり、また動機のすべてであると祐貴は思いこんでいた。

　そう信じるのは、もう一つの理由があった。

　首しゆ藤とう祐貴には奇き妙みような縁えんがある。

　彼は才能ある者と巡めぐり会うという、奇き縁えんに恵めぐまれていた。

　幼よう稚ち園えんに通っていたときからそれは発はつ揮きされていた。彼の友人は皆、幼よう少しよう期きから類たぐい希まれな才能を発揮して注ちゆう目もくされる者ばかりだったのだ。ピアノでも、暗あん算ざんの類たぐいでも、変わったところではけん玉で素晴らしい技術を見せて特集された者もいる。そうした才能を開かい花かさせていく様よう子すを間ま近ぢかで見せつけられることが、小学校、中学といつまでも続くことから、祐貴は己おのれの運うん命めいがそういうものであると悟さとった。祐貴自じ身しんに才能はないが、才能と出会うことはできるのだと。

　無む論ろん、本人にとってはまったく歓迎できないことだ。周まわりの人間が大たい成せいしたところで、素直にそれを喜んでばかりいられるほどの度ど量りようはない。それにそうした人間は祐貴に言わせれば、器うつわが大きいのではなく『鈍どん感かん』にすぎなかった。相あい手ての才能をただ受け入れるだけでは、自身がそれをバネにして成長する機き会かいを失う。勝しよう負ぶと優劣にこだわる祐貴は、そう考えていた。

　しかし祐貴自身、バネにして成長するどころか才能に屈くつするばかりだった。理解もできず、受け入れず、みっともなく嫉しつ妬とするばかり。そうした自分の在あり方を嫌けん悪おしながらも今まで抜け出せないでいた祐貴を救ったのは、愛あいでも友情でもない。拳けん銃じゆうだった。

　今や自分は普通の高校生などではない。拳銃という、人の命を奪うばうことすら容易たやすい道具を、普通の人間が手にする機き会かいなどまずないものを、肌はだ身み離はなさず持ち歩いているのだ。祐貴は才能と鉢はち合あわせる自身の性せいを呪のろいと捉とらえていたが、遂ついに自らもその才能に対たい抗こうするものを手にした。

　興こう奮ふんで目がぎらつき、落ち着かないのも当然といえた。

　祐貴は拳銃を買ったなどと思っていない。特別を手にしただけなのだ。

　目め下した、この教室にもいる。祐貴が常つね々づね羨うらやむほどの才能を有ゆうした同級生が、一人。

　その同級生の背中は目の前にある。いつもはそれを見るのを嫌きらい、俯うつむいてばかりだ。

　だが、今は違ちがう。祐貴は外側から与えられる勇気に支えられて、ここにいる。

　劣れつ等とう感かんも、今は耐たえられる。俯くことなく背はい筋きんを伸ばして、笑うことさえできる。

　なにしろ祐貴は今、『特別』を手にしているのだ。







[image: 時本美鈴]

　給食を班はんのみんなと一いつ緒しよに食べている間、時とき本もと美み鈴すずはずっとワクワクしていた。

　放課後になったらいの一番に走って、『六位』を殺す予定だったからだ。それを実行に移すのを想そう像ぞうするだけで、普ふ段だんは半分ほど残してしまう黒パンも食しよくが進む。その食べ方と勢いに、普段の猫ねこを被かぶった美鈴を知る班はん員いんは意外なものを見る目になっていた。

　母親譲ゆずりの自然にふわふわと曲まがる髪かみは美鈴の自じ慢まんである。それをボブに切り揃そろえていると、髪かみ型がただけは大人びた印いん象しようになる。だが背せ丈たけは小学六年生の平へい均きんよりずっと低く、背の順になるといつも先頭に立つことになる。美鈴はそれを苦くにしていない。チビにはチビなりに得とくなことがあるのを学んでいるのだ。

　たとえばあと二年ぐらいは、小学生料金でバイキングに行けるとか。主おもに料金の方面だった。

　黒パンを一ひと口くち分ぶん残して、美鈴が別の皿さらを取る。トマトビーンズを箸はしで一粒つぶずつ摘つまんでは口に運んでいく。その間も班員たちとは朗ほがらかに会話を交かわし、無ぶ難なんに受け答えしている。だが美鈴の関心はあくまで放課後にあり、自分がなにを話しているのかもほとんど聞き取っていない。

　今日の美鈴の青いランドセルの中には拳けん銃じゆうとノートがある。溜ため込んでいたお年玉や、祖そ父ふ、祖そ母ぼから貰もらえるお小こ遣づかいをすべて支し払はらうことで拳銃を購こう入にゆうしたのだ。ネットで拳銃を買えることを知ったのは偶ぐう然ぜんだが、知るやいなやの行動だった。美鈴には拳銃の明確な使い道があった。

　それは、嫌きらいな人間を殺していくという分かりやすいものだった。

　記き録ろくとしてつけ始めたのは今年の三月で、まだ三ヶ月弱じやくしか経たっていない。しかし既すでに七冊さつ目めとなるノートには、日ひ付づけと人の名前が繰くり返し並んでいる。彼女が毎日、宿題のついでに更こう新しんしているそのランキングは『嫌いな人』の順番で、十位まで名前が埋うまっている。日々のちょっとしたことで大きく変動するそのランクを日々書き連ねて、美鈴は自分の気持ちというものをはっきりさせて生きていた。それが彼女の小さいなりの哲てつ学がくでもある。

　そしてその表れた気持ちに従したがうと、嫌いな人間を始し末まつするという答えに繋つながってしまう。

　嫌いな人間などいない方が絶対にいい。だけど、生きている限りは絶対に生まれる。でもいない方がいいというのだから、努力はするべきだ。美鈴は自じ身しんの内面を偽いつわるのではなく、環かん境きようの方にその努力を働はたらきかけることにした。それが、嫌いな人間を消してしまうというものだ。

　本当は十位から順番に殺していきたいのだが弾たまが六発しかないので、六位から狙ねらうことにした。余よ分ぶんな弾を買う貯ちよ金きんはなかったのだ。だから一発ずつ、弾を外はずすことなく、確かく実じつに仕留めないといけない。美鈴はそこに強い意い気き込ごみを見せて、緊きん張ちようの類たぐいは一いつ切さいない。

　どんな苦く難なんや逆ぎやつ境きように対しても、悪い意味で前向きになれるのが時本美鈴という少女だった。

　ニコニコしたまま、美み鈴すずがさりげなく別の班はんに目をやる。その視し線せんの先で牛乳パックをストローで吸っている女子は、身み内うちが狙ねらわれていることなど一いつ切さい気づかずに給食に没ぼつ頭とうしている。

　今日の美鈴が狙うのは、同級生の小こ泉いずみ菜な々な実みの姉だった。
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「あぁ……嘆なげかわしい」

　コンビニの雑ざつ誌し棚だなを前にして、花はな咲さき太た郎ろうは頭を振る。被かぶっている緑色のベレー帽ぼうを押さえたまま、大げさに嘆いた。帽ぼう子しに加くわえてベストと長なが袖そでの組み合わせ、そこに白はく銀ぎんに輝かがやくジュラルミンケースを握にぎる姿は異い国こくの人間のように映る。それこそ、英えい国こくの探たん偵ていのようだった。

　事実、その青年花咲太郎は探偵事務所に勤つとめている、れっきとしたという言い方も妙みようだが探偵だ。主おもに迷まい子ごとなった犬いぬや猫ねこの捜そう索さくを担たん当とうし、時々浮うわ気き調ちよう査さも行う。殺さつ人じん事じ件けんなどには絶対に関わりたくない、推すい理りなどしたくないというのが探偵としての信しん念ねんという青年だった。

　黙だまっていれば女性に評ひよう価かされる見た目を持ち合わせているが、女の趣しゆ味みを語らせれば三秒で唾つばを吐はかれる歪いびつな性せい癖へきを持つ。故ゆえに太郎の好このみに準じゆんじた『かわいい女の子』が表ひよう紙しを飾かざる雑ざつ誌しは一つもないのだ。あるはずもないのだが、それは世間の都つ合ごうである。太郎の知ったことではない。

　昼ひる飯めし時どきを迎えて、周しゆう辺へんのビルの勤め人や予備校生、専門学校生が各々、昼飯を抱かかえて長ちよう蛇だの列を作っている。その分空あいている雑ざつ誌し棚だなの側で太た郎ろうは立ち止まり、その列を観察していた。

　時とき折おり、メモ用紙のようなものを取り出してそれに目をやる。そこに書かれている文字に目を通した後、離はなす度たびに溜ため息いきが漏もれていた。太郎は昼ひる飯めしを買いに来たわけでも暇ひまつぶしでもなく、仕事のためにこのコンビニへやって来ているのだった。

　今朝、朝一番に太郎が探たん偵てい事じ務む所しよへ向かうと既すでに客が待まっていた。目の下に青あお痣あざを作った中年で、篠しの崎ざき達たつ郎ろうと名乗った。その篠崎達郎という男が依い頼らいしてきたのは、『紛ふん失しつしたモデルガンの捜そう索さく』だった。遺い失しつ物ぶつの捜索も太郎の仕事の内だったが、モデルガンというのは初めてだ。

　篠崎達郎曰いわく、昨さく晩ばんに酔よっぱらいに絡からまれていつの間にかなくしたとのことだった。そんなものを持って夜間に出歩く理由については言こと葉ばを濁にごし、口ごもった。そもそも篠崎達郎は喧けん嘩かでもしたように頬ほおを腫はらし、湿しつ布ぷをべったりと貼はっていたのだ。更さらに絡んだ相あい手ての特とく徴ちようを聞いても、『派は手でな感じな気がした。金きん髪ぱつで、確か若い。生なま意い気きそうなやつだった、と思う』。

　自信がないところやバツの悪い態たい度どを見ると篠崎自じ身しん、泥でい酔すいしていたようである。絡まれたという証しよう言げんの信しん憑ぴよう性せいも怪あやしいものだった。酔った篠崎が喧嘩を吹っかけた可か能のう性せいも十じゆう分ぶんある。

　一いつ刻こくを争あらそう、どうしても見つけて欲ほしいと訴うつたえる篠崎の熱意に押し切られる形で、太郎はその日から動くこととなった。遺失物の捜索は犬いぬを見つけるよりずっと困こん難なんなので、太郎としては敬けい遠えんしたかったが同どう僚りようは浮うわ気き調ちよう査さの真まっ最さい中ちゆうだった。手が空あいている所員は太郎だけなのだ。

「モデルガン、ねぇ……」

　篠崎曰く絡まれたという共きよう同どう駐ちゆう車しや場じようも当然、ここに来る前に確認してきたがなんの痕こん跡せきもない。その駐車場を利用する関係者についてはまだ聞きこみ調査していないが、恐おそらく無む駄だ足あしになるだろうと考えていた。そこでなくしたかどうかも定さだかじゃないのだ。篠崎はそのときに落とした、盗ぬすまれたと断定していたが、太郎はすぐに決めつけない。固こ執しつすることで生まれる死し角かくに探さがし物が入りこむとずっと見つけられないことを経けい験けん上じよう、危き惧ぐしていた。

　篠崎は断られることを考えてこなかったのか、モデルガンの実物のコピー画が像ぞうを使って紙で銃を自作して、事務所まで持じ参さんしてきた。多た少しよう皺しわがめだってグリップも短いものの、素人しろうとの作品にしては器き用ようと評ひよう価かするのに十じゆう分ぶんだった。それを太郎に預けて、捜索の参考にしてくれと言ってきた。

　その紙の銃は太郎の持つジュラルミンケースに収められている。だがこの銃じゆう口こうなきペーパークラフトを相手に向けて、『これ見ませんでした？』と気軽に人に聞くことはできない。

　そもそも、篠崎達郎の紛ふん失しつしたものが本当に玩具おもちやかも定さだかではないのだ。

「まさか、本物じゃないよな……」

　太郎が目を細めて呟つぶやく。まさかと言いつつも、その可能性を『アリ』に含めていた。いくら精せい巧こうで、高こう価かな玩具だとしてもよほど訳わけありでなければ探偵を動かそうとしない。それも朝一番に正せい座ざして待ってなどいないだろう。それに篠崎達郎が付け加くわえた条じよう件けんがまた胡う散さん臭くさい。

『引き金は引かないでください』

　おいおい、と太た郎ろうは嫌いやな想像しかよぎらなかった。

　しかも篠しの崎ざきはそれからすぐ、仕事があるからと走って逃げてしまった。仕事の依い頼らいについて契けい約やくは交かわしたが、詳しよう細さいを尋たずねる暇ひまもなかった。太郎は証しよう言げんを纏まとめた紙とレジに並ぶ若者を見比くらべて、雑ざつな仕事をしていることへの落らく胆たんと、疲ひ労ろうに肩を落とす。

　篠崎の証言には大だい体たいの若者が該がい当とうしてしまう。金きん髪ぱつは多いし、若いやつは大たい概がい生なま意い気きだ。

　篠崎の頬ほおの腫はれ具ぐ合あいと、どちら側が怪け我がしているかを思い出して若者の左手を注ちゆう視しする。篠崎は右の頬に湿しつ布ぷを貼はっていた。確かく証しようにはならないが、絡からんだ若者は左利ききとも考えられる。

　勢いよくぶん殴なぐれば、殴った方の手も無ぶ事じでは済すまない。指に湿布でも巻いていないだろうかと期待したが、そういう分かりやすいのには出で会くわさない。しばらく眺ながめていたが幸こう運うんに頼たよるのを諦あきらめて、外のゴミ箱の中なか身み回収に走って向かったアジア系けいの店員の後を追う。太郎のいるコンビニは共きよう同どう駐ちゆう車しや場じようの目の前にある。店員なら深しん夜やの喧けん嘩かを目もく撃げきしているかもしれない。

　袋を持ってゴミ箱ばこをひっくり返す店員の横に太郎が並び立つ。

「すいません、ちょっといいですか」

「ハイ……」

　不安げな外人店員に営えい業ぎよう用ようの笑え顔がおを向けながら、太郎が仕事を開始する。
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　町外れの山と森林の中に潜ひそむように、古い家がある。築ちく四十年を越こして、遠くから眺めた者には廃はい屋おくと見み間ま違ちがわれる。屋や根ね瓦がわらは幾いく度どとなく訪れた台たい風ふうで何枚も失われて、残るものも色いろ褪あせている。だが中に住む人間は雨あま漏もりさえなければいいと考えて、外見には無む頓とん着ちやくだった。

　自じ宅たく兼けん工こう房ぼうとなっているそこに、籠こもりきっている人がいる。中は蒸むし暑く、少しくたびれている窯かまの前で汗あせは幾いく筋すじも流れていた。半ズボンに半はん袖そでのシャツと子供のような格かつ好こうで、頭にはタオルを巻いていた。その人物は緑みどり川かわ円えん子じという。

　下の名前は『えんじ』と読むのだが、大たい抵ていは『まるこ』か『えんこ』と誤ご読どくされる。古くは小学校から続いているので既すでに慣なれているが、性せい別べつまで誤ご解かいされるのは頂いただけない。誤読しなかった者は、その言こと葉ばの響ひびきから緑川を男と思うのだ。緑川円子は妙みよう齢れいの女性だった。取り立てて秀ひいでた容よう姿しではないが、コンプレックスを持つほど酷ひどくもない。

　引っかかる箇か所しよの少なそうなすらりとした顔つきは中ちゆう性せい的てきで、男女どちらからも取っつきやすさを持たれる傾けい向こうにある。肌はだと髪かみのどちらも浅あさ黒く焼けたような色合いだが、日の下にいる時間はさほど多くない。彼女は大たい抵ていの場合、工房に籠こもって仕事に没ぼつ頭とうしていた。

　緑みどり川かわ円えん子じは陶とう芸げい家かである。活動を始めてから六年ほど経たつが、名は多た少しようながら売れるようになっていた。緑川の父は陶芸と無む縁えんの会社員だったが、ある日、友人と協力しあって窯かまを作り始めた。四ヶ月ほどかけて完成させたのはいいが、二、三度使うだけで飽あきてしまい、以来、何年も火が灯ともることはなかった。それを勿もつ体たいないと思ったのが、緑川の人生を大きく左右した。

　大学を卒業後、親の貯たくわえを食い潰つぶして五年ほどろくろを回したあたりでぽつぽつと評ひよう価かされ始めた。そして今に至いたる。両親は既すでに死し去きよして、兄妹の類たぐいもいない。親しん戚せき付き合いもまったくなく、仕事相あい手て以外とは一いつ切さい、口を利きかなくなった。しかしそうした環かん境きようを好このむからこそ、緑川はこの職しよく業ぎようを選んだ部分がある。自みずからを社会不ふ適てき合ごう者しやと理解しているのだ。礼れい節せつも、敬けい意いも欠けた不ふ遜そんなやつ。人付き合いにまったく価値を見出せない。孤こ独どくを苦くにしない性しよう分ぶんだった。

　最近はそれなりに依い頼らいも来る。受けた中で大きな仕事としては、菓か子し屋やのプリンを入れるのに使う陶とう器きの原げん形けいを作成するというものがあった。黒い陶器を大量生産する際さい、参考になるものを作ってほしいと頼たのまれたことがある。なぜそれを自分に依頼するのか、緑川としても謎なぞだったが作品自体の出で来き映ばえには満足していた。後日、工場で生産されたその陶器を見てほとんど再さい現げんされていないことに落らく胆たんしたのも、今となっては良い思い出だった。

　窯から取り出してきた壺つぼや、依頼されている水差しの出来映えに満足いかないらしく、緑川の表情は暗い。自分用の新しい飯めし椀わんにと作った器も、釉ゆう薬やくが溶けすぎて板の下に張りついてしまっている。下絵付けに時間をかけた作品だったので、無む言ごんながらも落らく胆たんが見て取れた。

　以前は気に入らなければどれも庭に捨てていたのだが、転がしておいた壺の中に山の雀すずめ蜂ばちが巣すを作り、大だい繁はん殖しよくして以来放置するのは止めていた。

　淡たん々たんと割り、黙もく々もくと欠片かけらを片づける。これが再利用できればなぁと、緑川はいつも惜おしい気持ちになる。粘ねん土ど代だいだってバカにならない。金が足たりないときは山を無む許きよ可かに掘ほり返して集めてくるのだが、一日かけての作業となる。その上、足あし腰こしが筋きん肉にく痛つうとなって二日は仕事にならない。その時間と手間も惜しく感じていた。

「師し匠しよう、そろそろ出かける時間ですよ」

　住み込みの弟で子しが外から顔を覗のぞかせる。緑川はまだ二十代後半であり、さして活動が長いわけでもない。そもそも性格上、何なん歳さいになっても弟子など欲ほしがらないのだが、その男は一年ほど前に唐とう突とつに訪れて、勝かつ手てに弟子を自じ称しようして住み込み始めたのだ。緑川も最初は疎うとましく思っていたが、最近は追い払はらうのも諦あきらめて、失敗作と同どう様ように半なかば放ってある。給きゆう料りようは払っていないので痛いた手でにはならないし、秘ひ書しよの代わりも務つとめてくれるので、役に立たないことはなかった。むしろ浮うき世よ離ばなれした緑川にとっては重要といえる。その性格上、緑川にとっては不ふ得え手てである営業という部分を任まかせておけるからだ。

「そう。一いつ緒しよに山下りる？」

「勿もち論ろんです。師匠の行くところ、どこまでも行きますよ」

　弟で子しは絶たえず微笑ほほえみ、柔やわらかい印いん象しようを与える。金きん糸しのような美しい髪かみと、胡う散さん臭くさいほどに人当たりのよい爽さわやかな顔立ち。年ねん齢れい不ふ詳しようだが若々しく、背も高い。あまり人の見た目にこだわらない緑みどり川かわから見ても、弟子がいわゆる『イイオトコ』に分類されるのは理解していた。ただし、緑川はその弟子の『目』だけは評ひよう価かしていない。それに個こ展てんを開く画が廊ろうでは『先生』と呼ばれるため、師し匠しようと呼ばれることには違い和わ感かんがあった。

　欠片かけらの掃そう除じが終わった後は手と顔を洗い、家の方へ戻って着替える。緑川としてはこのままの格かつ好こうでいいと思うのだが、弟子から『ダメです』と笑え顔がおで否ひ定ていされるので、渋しぶ々しぶ着き飾かざる。

　緑川は現げん在ざい、町のカルチャースクールで、陶とう芸げい部ぶ門もんの講こう師しを務めている。誰だれかと面と向かって話すことが苦手なのに、講師など向いていない。自じ覚かくしているのだが、断りきれなかった。個展の開かい催さいや客の紹しよう介かいについて頼たよっている、付き合いのある画が商しようから是ぜ非ひやってくれと頼まれて、三回ほど断ったが最後は緑川が折おれる形となった。常じよう時じ二十人ほど参加して意外にも廃すたれないため、緑川が早めに終わることを期待してもそう上う手まくはいかなかった。

「……こんなんでいいのか？　いいだろ」

　着き古ふるした長なが袖そでと、ほつれの見えるジーンズを履はいた緑川が鏡かがみの前で自じ問もんする。それが前回と同じ格好であることに気づいておらず、更さらに頭のタオルも外はずしていないまま部へ屋やを出た。

　外で待まっている弟子はその師匠の様よう子すを一いち瞥べつするも、微笑むばかりだ。弟子の方は上下ともに青い背広を着て、これから会社勤づとめでもするように整っている。こだわりがあるのか、弟子は普ふ段だんの作業着も青色で統とう一いつしている。

　粘ねん土どを掘ほってから運ぶ際さいに便利なので、父の所有していた軽トラをそのまま乗り回している。後ろの荷に台だいにはバケツと大きな箱はこ、それに大型のシャベルが転がっていた。

　軽トラの助じよ手しゆ席せきに緑川が乗りこむ。免めん許きよはあるものの、運うん転てんは弟子任まかせだった。

「師匠はいいですね。山奥の陶芸家っていかにもそれっぽいから」

「そうでもないけど」

　営業や知人の個展見学、自じ身しんの個展の打ち合わせに不ふ便べんなので今どきの陶芸家は山になどあまり住みたがらない。だが緑川はここが実じつ家かであり、他に住むところがないのだ。

　学校についても家から通い通した。独ひとり暮ぐらしはどうにも不安だったのである。

「専せん業ぎようで生活しているのも羨うらやましいですし」

「そうかな」

　そこで弟子が笑う。緑川は連なる林木を窓まどから眺ながめていて、それに気づかない。
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「師匠は『そう』が好すきですね」

「そう？」

「そうでしょう」

「そうね」

　緑川は淡たん々たんと、弟子は柔にゆう和わに受け答えする。

　二人の会話はいつも、こんな調ちよう子しだった。
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「あの。どんな方でも殺していただけるんですよね」

　ソファに座すわるやいなや、女性が開かい口こう一番に黒くろ田だに尋たずねた。そんな旨むねを事じ務む所しよの宣せん伝でん文もん句くとして書いたのは事実だが、念を押されると頷うなずくのは少し尻しり込ごみしてしまう。

　お茶の用意をしながら、黒田は温おん厚こうな口く調ちようで答えた。

「さすがに個人で無理なレベルの相あい手ては不ふ可か能のうですよ」

「例えばどんな？」

「大だい統とう領りようとか。パスポートも持っていませんし」

　黒田なりの冗じよう談だんだったが、女性は笑わない。黒田とはまた違ちがった緊きん張ちように身みを固くしているようで、首や肩の動きがぎこちない。殺し屋への依い頼らいなら当然の反応だろう、と眺ながめている内に黒田の方は少し落ち着いてきた。初の依頼主ぬしが美女だったことへの興こう奮ふんもよい方向に働はたらいている。しかし、殺し屋事務所では少し殺さつ伐ばつとしすぎているというものだ。表おもて向むきは探たん偵てい事務所にでもするべきだったかなと、そんなことを後こう悔かいしながら茶を淹いれた。

　自分と女性の分のお茶をデスクに置いてから、黒田が向かい側のソファに腰こしかける。

「まだ名前もお聞きしていませんでしたね」

「早乙女さおとめです。早乙女みもり」

「なるほど。あ、俺は黒田です、黒田雪ゆき路じ。生あい憎にくと名めい刺しの類たぐいはありませんが」

　殺し屋事務所の人間に名乗ったそれが本ほん名みようとは思えない。黒田自じ身しん、使っている名前は本名とかけ離はなれている。本人としてはペンネームみたいなものだと解かい釈しやくしていた。そのペンネームばかりが使われて、最近は本名を忘れがちになっている。

「それで早乙女さん。仕事の話の前にお聞きしたいのですが、この事務所についてはどうお知りになりましたか」

　お茶ちや菓が子しの載のったお盆ぼんを相手側に押しつつ、黒田が質しつ問もんする。

「それは、なにか関係があるのでしょうか？」

「開業初日ですからね。営業の参考のためにもアンケートは取っておきたい」

　黒田がお茶に口をつける。早乙女みもりは茶と菓子の両方に手を伸ばさず、膝ひざもとのハンドバッグの上に握にぎりこぶしを添そえている。殺し屋の出す茶など飲む気にならないのかもしれない。

「知人の紹しよう介かいです。どうしてもなら行ってみれば、と」

「知人？」

「えぇ」

　短い返事と頷うなずくだけで、それ以上は語ろうとしない。知人の名前についても黙もく秘ひするようだった。黒くろ田だは心当たりを探さぐってみるが、すぐに思い当たる人物はいない。人の繋つながりは意外なところにあるもので、それを把は握あくするのは黒田個こ人じんでは無む理りというものだった。

「仕事のお願いに移っていいでしょうか？」

　早乙女さおとめみもりが話を進めろと丁てい寧ねいに催さい促そくしてくる。黒田としては面おも白しろくないが、相あい手ては客である。それも最初の客ということで、あまりつまずきたくはない。切り替えて、愛あい想そ良くする。

「お待またせしました、どうぞ」

「この女です」

　早乙女みもりがハンドバッグから写真と、履り歴れき書しよのようなものを取り出す。それを黒田に差し出した。黒田はカップをデスクに戻した後、それを受け取る。写真と詳しよう細さいを目の高さに掲かかげて、両方を同時に見る。左右の目で違ちがうものを強く意い識しきして見ることができるという、怪あやしい特とく技ぎが黒田にはあった。その影えい響きようか、黒田は独どく特とくの視し界かいを持つ。これが彼の危険を救ったことも何度かある。

「緑みどり川かわ、まるこ？」

　名前を口にする黒田の頭には、某ぼう国こく民みん的てきアニメの主しゆ人じん公こうが浮かんでいた。

「この女性の殺さつ害がいを？」

「えぇ。あなたにお願いしたいのです」

　早乙女みもりが頷く。隠かくし撮どりとしか思えない荒い画が質しつと手ぶれに写る、タオルを頭に巻いた女性を黒田は見つめる。下した唇くちびるを指で押しながら、「へぇ」だの「ほぉ」だのと場を繋つないだ。

「悪い人には見えないな。おっと」

　黒田が口を手で覆おおう。客の前では私し的てきな感想など失しつ言げんだと判断したのだ。

「ご安心を。大だい統とう領りよう以外なら殺せますから」

　取り繕つくろう黒田に、早乙女みもりの表情は硬かたい。若じやつ干かん軽けい薄はくにも取れる黒田の態たい度どが信用ならないのかもしれない。黒田は咳せき払ばらいして、詳細の方に目をやる。緑川円えん子じの職しよく業ぎよう欄らんの部分で、その目が止まった。

「陶とう芸げい家かですか。珍めずらしい職業ですね」

「その女の作る作品はこういうのです」

　早乙女みもりが別の写真を黒田に渡す。黒田は一いつ瞬しゆん、間を置いてからその写真も手に取る。その写真には壺つぼが写っていた。こちらの写真には手ぶれがない。茶色い壁かべを背はい景けいに、棚たなに飾かざられているそれを正面から撮っていた。それを数すう秒びよう眺ながめてから、見る写真を手の中で入れ替える。

「話は分かりました。住所も……ちょっと遠いけど、ふむ、ふむ。よし、請うけましょう」

　初仕事から断ると縁えん起ぎが悪そうだし、とは口こう外がいしない。黒田はそこそこ縁起を担かつぐ方だ。

　そうして話はある程てい度ど纏まとまって、その後は細々とした確かく認にんと契けい約やくについての話し合いだった。

　料金の確認や、期限の設定の有う無むについても早乙女みもりに尋たずねる。

「いつまでに実行してくれというご希望はありますか？」

「それは特に……早ければそれに越こしたことはありません」

「承しよう知ちしました。俺……あ、いや。私なりに精せい一いつ杯ぱいがんばらせてもらいますよ」

　受け取った資料を纏まとめながら、黒くろ田だが胸むねを張る。その言こと葉ばに偽いつわりはない。せっかく開業した事務所を早々に閉めることがないよう、努力する気き概がいは十じゆう二に分ぶんに溢あふれていた。

　だがその熱意は、あまり相あい手てに伝わっていないらしい。

「あの、」

「はい？」

　早乙女さおとめみもりが前まえ屈かがみになって、黒田を不安そうに見つめる。なにか不ふ手て際ぎわがあっただろうかと、黒田は少し身構えて、言葉を待まつ。

「あなたは本当に、人を殺せるんですか？」

「……はぁ？　あ、いやいや。ほぅほぅ」

　早乙女みもりの問といかけに、黒田が微笑ほほえむ。

　たまに、こういう依い頼らい主にんがいたよなぁと思い返していた。

　向かい合う黒田雪ゆき路じが善ぜん良りような人間に見えるらしく、疑う者がいる。

　人殺しなのかどうかを。

　殺し屋の証しよう明めい。意外と難むずかしいものだが、それを解決する一番の方法を黒田は実じつ践せんする。

　ソファから立ち上がって、棚たなに向かった。

「こんなのを持ってます」

　棚から拳けん銃じゆうを引っ張り出して掲かかげる。失礼なので銃じゆう口こうは向けないが、早乙女みもりもそこで目の色を変える。相手が納なつ得とくしてくれたことを読み取り、黒田が拳銃を棚にしまった。

　仕事のとき以外は極きよく力りよく持たないようにしていた。当然、警察にでも見られると困るからだ。

　早乙女みもりは時計を見上げつつ、ソファに戻った黒田に更さらに情じよう報ほうを与える。

「昼すぎにその女の開く陶とう芸げい教室があります」

「教室か。……陶芸教室？　はて、つい最近そんなのを見た覚えが……」

　額ひたいを叩たたく黒田を半なかば無む視しして、早乙女みもりが陶芸教室の時間と行われる場所を告つげる。それは名な古ご屋や駅えきの近く、黒田の事務所からもほど近いビルだった。

　早乙女みもりの期待する目を受けて、黒田がやんわりと否ひ定ていする。

「人ひと目めにつきすぎるところでは無理ですよ。でも、見学に行くのは悪くないですね」

　無ぶ難なんな対応で受け流す。早乙女みもりも表おもて向むきは落らく胆たんを表さず、「お願いします」と頭を下げた。そのまま立ち上がり、事務所を後にしようとする。黒田はそこで呼び止めて、なにか一つ嫌いやみな質しつ問もんでもしてやろうかと思ったが、心しん象しよう悪くしてどうするのだと考えを改めた。

　黙だまって見送る。それから窓まど際ぎわに移動して、強こわ張ばっていた肩を下ろす。緊張から解放されて、ぼぅっとした目つきで歩道を見下ろす。まだ口は開かず、ジッと耐たえる顔つきだった。

　やがて早乙女さおとめみもりを下の歩道に確かく認にんしてから、黒くろ田だがようやく溜ためていた息いきを吐はく。

「うーん、よそよそしい美女だった」

　なにかが起きるのを期待していたわけではないが、現実はより一いつ層そう、乾かわいていた。

　隠かくしごとの多そうな女だなと、黒田はその茶色い頭を見下ろしながら思う。

　余よ分ぶんなことを極きよく力りよく発言しなかった早乙女みもりだが、唯ゆい一いつ、ムダに近い行動に出たのは二枚目の写真だった。壺つぼの写真。不ふ思し議ぎな模も様ようの描えがかれたそれは、黒田が仕事を果はたす際さいにまったく必ひつ要ようのない情じよう報ほうだ。それなのに渡したというところに、黒田は大きな違い和わ感かんを抱いだいた。

　緑みどり川かわ円えん子じを恨うらむ理由に、この壺が関係しているのかもしれない。

　黒田は直接尋たずねることはないものの、依い頼らい人にんの『動機』に強く興きよう味みを抱く。仕事をこなすついでにそれらを解明しようと余よ分ぶんな動きを見せるのは、黒田の最大の悪あく癖へきだった。

「好すきなんだよね、隠している動どう機きを暴あばくの。探たん偵ていに向いているのかなぁ」

　窓まど際ぎわから引き返した黒田がもなかのピンク色の包みを一つやぶり、桜さくらの花を模もしたそれを半分ほど囓かじる。中なか身みは白あんで、桜の風味が口の中に強く広がる。茶が欲ほしくなる味だった。

　早乙女みもりが一ひと口くちも飲もうとしなかったお茶をがぶ飲みしてから、時計を見上げる。

「時間は……昼ひる飯めし食べてからでも大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　頭の中に浮かぶ時計の針はりを進めて計算しながら、黒田が出かける用意を始める。

　まずはその陶とう芸げい教室とやらを覗のぞいてみることにした。
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「おー、メロンブックス。おー、たこ焼き屋。おー、行ったことない漫まん画が喫きつ茶さ」

「なんで目についたもの一々指差して嬉うれしそうなわけ？」

　子供か。そう言ってギャッピーが呆あきれる。カナの方はへらへらと笑ったままだ。しかもマンションを出てからも未いまだ首くび根ねっこを掴つかまれている。中ちゆう腰ごしで歩くのもしんどくなってきていた。

　マンションから出て金かな物もの屋やの横の道を抜けて、小さい通りに出てきていた。右手側にはたこ焼き屋があり、そこを真まっ直すぐ進むと大きな道路と大量の車が走っている。製せい薬やく会社の大きなビルが目立ち、その横にはカナが三月末までバイトしていた漫画喫茶があった。

「みんな潰つぶれてなくて嬉しいじゃん。向かいの乾かん物ぶつ屋やは潰れちゃってるけど」

「それ、みんなじゃないでしょ……」

　通りから離はなれて、メロンブックスの前を通過する際にカナが指差す。車道を挟はさんだ向かい側にはイメクラと漫画喫茶があり、カナのいう乾物屋の建物はシャッターを下ろされていた。ギャッピーはそちらを一いち瞥べつするも、なにも言わない。横断歩道を渡って、コンビニを目指す。

　実はこちらへ出て来なくとも、すぐ近くにコンビニがあるのだがギャッピーはそれを知らない。カナは敢あえて黙だまって運ばれていた。昨日きのう、拳けん銃じゆうを拾った駐ちゆう車しや場じようを少し見ておきたいという気持ちがあるからだった。誰だれかが探さがしにやってきているかもしれない。

「つーか、そろそろちゃんと歩きなさいよ。おっそいのよ、あんた」

「足短いもん」

　カナが反論するとギャッピーに尻しりを軽く叩たたかれた。カナがセクハラを訴うつたえて遊んでいると、たこ焼き屋に注ちゆう文もんしていた焼きそばのパックを大量に抱えた女子社員にあっさりと追い抜かれた。カナはその背中を見送る。それからギャッピーを見上げて、楽しそうに尋たずねる。

「ギャッピーも女子会とかやるの？　ところで女子会ってなに？　女子力とか必ひつ須す？」

「私たちいい歳としして女子なんですか？　って言ったら誘さそわれなくなった」

「おっとー、女子力ゼロだね」

「あんたに言われたくないわ」

　パジャマが捲めくれてヘソが出ているのを見かねて、ギャッピーが直す。同い年にもかかわらず、母子のようだった。カナもそれを意い識しきしてか、子供じゃないアピールのように話題を振った。

「ぜんぜん関係ないけどギャッピーは彼かれ氏しできた？」

「ほんと脈みやく絡らくないのね」

「ほら結構声かけられるじゃん。マンションにいる、なんかちょいイケメンっぽいやつに。ああいうのとかどうよ」

「そんなのいた？」

「背広のサイズあってない人」

　あぁ、とギャッピーも合がつ点てんがいったらしい。空を斜ななめに見上げてから、首を傾かしげる。

「あれっていい顔なの？　弟を見慣れていると、どうもねぇ」

「あー、ギャッピーの弟さんってイケメンだっけ」

　カナは一度しか会ったことがないものの、その顔を思い出す。

「甘あまい精せい悍かんなマスクで大人気ですなっ」

「どっちだよとか私は突つっ込まないから。あの顔で性格も過か剰じように甘いからよりどりみどりの癖くせに、ろくでもない女を選ぶ傾けい向こうがあるからそこだけ心配かな。いつかダメ女に憑つかれそう」

　姉の顔となり、ギャッピーが唸うなる。そこでカナは嬉うれしそうに、思いついた冗じよう談だんを口にする。

「あー、あたしみたいなやつ？」

「そういうこと」

　ギャッピーは一いつ切さい遠えん慮りよなく頷うなずいた。カナはウキキ、とおどけて笑ってごまかすしかなかった。

　それから横断歩道をもう一つ渡って、専門学校の前を通ってコンビニに到とう着ちやくする。その隣となりはすき家で、黄色ののぼりが温ぬるい風にはためいていた。カナもよく世話になる店である。

　カナたちがコンビニの入り口に着くと、ゴミ箱ばこの側に立つ緑みどり色いろの帽ぼう子しを被かぶった青年が、店員に礼をしてから去さっていく。青年の持つ鈍にぶく輝かがやくジュラルミンケースが太陽光を反はん射しやして、カナは思わず目を瞑つむった。ギャッピーも目もとを手で覆おおう。

「今のもイケメン？　多た分ぶん」

「あんた、人の顔なんか興きよう味みない癖くせに気にするフリ止めなさいよ」

　人となりをよく知る故ゆえに辛しん辣らつな友人に、カナはまたも笑って流すしかない。

　顔どころか他にも興味のないことだらけなのだ。

　カナはそんな自分が穴あなぼこの人間に感じられて、少し気持ち悪いと思っている。

　それから、ゴミ箱ばこの中なか身みを袋に纏まとめて担かついだ店員に気安く声をかけた。

「よぅウッチャン」

　青と白のストライプの制服を着た店員もカナを見て、笑え顔がおでそれに応える。

「アッ、こんニちは」

　にの部分に独どく特とくの発音がある挨あい拶さつだった。ギャッピーは発音から、店員が異い国こくの人と気づく。

　ウッチャンと呼ばれた店員は中ちゆう国ごくからの留りゆう学がく生せいで、常じよう連れん客きやくのカナとは顔かお馴な染じみだった。発音はまだ怪あやしいものの、店員としては問題なく活動している。これで勤つとめて二年目になった。

　首を掴つかまれて大人しくしているカナがおかしいのか、笑え顔がおには営業用以外のものが混じる。

「さっきのやつはなに？　道でも聞いてたの？」

「イエ、昨日きのうの夜に喧けん嘩かがそこでナカッタ？　と聞かれまシた」

　ウッチャンがゴミ袋を抱えながら、窮きゆう屈くつそうに共きよう同どう駐ちゆう車しや場じようを指差す。そこはカナが昨日、拳けん銃じゆうを拾った場所である。その駐車場と細い道路を挟はさんで向かい側に立つ、五階建ての青い立体駐車場を見上げながら、カナが「喧嘩？」と疑問を表す。

「あった？　って聞かれテも、ぼくいなかったから知らないです」

「へー。やっぱお外怖いわー、出ない方がいいわー」

　そうして話している間も、カナは拾った拳銃となにか関係あるのかなと考えていた。

　その喧嘩騒さわぎで知らぬうちに拳銃を落とした、と考えるのもあり得る。

　とすれば、さっきの緑みどり帽ぼう子しが拳銃の落とし主だろうか？　しかし喧嘩の当とう事じ者しやなら、なかったかどうかは聞く必ひつ要ようがない。では探さがすのを頼たのまれた？　だとしたら今のやつは探たん偵ていか、私し服ふく警けい官かんか。カナはそこまで勢いで推すい理りしてから、まぁそれはないかとあっさり放ほう棄きした。

　安あん直ちよくに結びつけただけの答えなど、カナは信じない。それが正解であると気づくことなく。

「そんなわけないなーい」

「なに急に踊おどってんの？」

「気にしない。お、アニメイト」

　駐車場の奥の建物はアニメイトで、今も女子二人組が談だん笑しようしながら出てきていた。カナも大学へ通っている頃ころは漫まん画がを買いに利用していた。今はそうしたものをなにも求めようとしない。

「ほら、いいから行くよ」

　放っておくといつまでも話し込むのを心配してか、ギャッピーがカナを引っ張る。カナは助けてーとウッチャンに手を伸ばしたが、愛あい想そ笑いで見送られるだけでそのまま仕事に戻られてしまった。カナはコンビニ店内を引っ張られながら、ギャッピーの顔を控ひかえめに窺うかがう。

「あのさぁギャッピー」

「なに？」

　返事をしながら、さっさと履り歴れき書しよを手に取る。カナは目を逸そらしながら裏うら声ごえになる。

「さ、財さい布ふ忘れちゃったよぅ」

「買ってあげる」

「え、ほんと？　じゃあアメリカンドッグをにほ……一本でいいです」

　ピースマークの、中指の方を折おる。ギャッピーは額ひたいに手を当てて嘆たん息そくする。

「その図ず太ぶとさがあれば、もっと忍にん耐たい強くていいと思うんだけど」

「いやはや、不ふ思し議ぎだなぁ。あ、それとさ」

「今度はなに？」

「は、働はたらきたいって一ひと言ことも言ってないなぁ……なーんてってってって」

　ギャッピーの表情の移り変わりを見て取り、カナが途と中ちゆうで主しゆ張ちようを切り上げる。長い列の最さい後こう尾びに着こうとした足を止めて、ギャッピーがカナの首を手放す。カナが中ちゆう腰ごしを止めて、猫ねこ背ぜながらも身体からだを伸ばしたのを見み計はからって、未み開かい封ふうの履歴書を眼がん前ぜんに突つきつける。

「じゃあ履歴書書くか、大学にちゃんと行くか。選びなさい」

　静かながらも剣けん幕まくはあり、列に並ぼうとしていた会社員が二人に振り向いた。カナはそうした視し線せんを気にしながらも、愛想笑いを浮かべる。が、今度は笑え顔がおでもごまかせないようだった。

「いや、もう大学は無理かなぁ。履り修しゆう登とう録ろくもしてないし」

　それもしていないのか、とギャッピーが目を剥むく。カナは慌あわてて弁べん解かいした。

「その、大学はね、置いておいて。バイトはほら、やる気ないわけじゃないよ？　ほんとになかったらマンションのロビーんとこの柱はしらに抱きついてでも外に出ようとしないし」

「ほぉ」

　ギャッピーの反応は酷ひどく冷たい。カナの言い訳わけは続く。

「やる気がないわけじゃないんだけど、気づくとぼーっとして、首が傾かたむいて、時間が経たっちゃってるんだなぁこれが。この間までは、春だから眠いのかなぁとか思ってたんだけど」

「へぇそうなんだ、大変ね」

　今は六月だこの野や郎ろうとギャッピーの目が語っていた。カナもそこで黙だまる。無む言ごんで履歴書を受け取り、列にいそいそと並んだ。その横にギャッピーが並び、再ふたたび首くび根ねっこを掴つかんだ。

　カナはされるがままで溜ため息いきも吐つくが、ギャッピーがすべて正しいと認めていた。

　多た少しようお節せつ介かいが過ぎるものの、世話を焼いてくれる、心配してくれること自体には感かん謝しやしていた。既すでに親にも見放されているカナにとって、強い人間関係はこの友人ぐらいしかない。

「色々ありがとうかーちゃん」

「ほんとにそんな気分よ」

　十五分ほど並んで履り歴れき書しよを購こう入にゆうする。カナは行列から逃げるように、すぐ外へ走った。

「あー終わった終わった。一仕事終えた感があるなぁ。さーかえろ」

「アホ、次は服を買いに行くの。その後はボサボサの髪かみを切りに行く。で、即そく面めん接せつ」

　次々に予定を立てるギャッピーに、カナが血けつ相そうを変える。一いつ睡すいもしていないことを訴うつたえそうになったが、したところで特に容よう赦しやなどしてくれないことをすぐに悟さとる。

「ギャッピー、仕事は？」

「行くわよ、あんたの面めん倒どう見てから。大だい体たいね、そんなダボパジャマで外を歩いてること自体が恥はじよ。大学行ってるときはもっとマシな格かつ好こうしてたのに」

「いやー、あの頃ころは若かったんだよ」

　ギャッピーがカナの頬ほおを摘つまむ。すべすべした頬を弄いじった後、表情を緩ゆるめる。

「風ふ呂ろにはちゃんと入ってるのが救いね」

「毎日三時間ぐらい浸つかってるよ。お陰かげで皮かわがふちゃふちゃ」

　ギャッピーはそうしてカナの横顔をしばらく弄もてあそんでいたが、唐とう突とつな変化にギョッとなる。

「なに泣いてんの？　そんなに嫌いやなの？」

　カナが意外そうな顔つきでギャッピーを見る。指先で目もとを拭ぬぐって、「あっ」と口を開いた。

「まただ。最近、ぼーっとするとすぐ涙なみだが出るようになってさ」

「……おいおい」

「あと、昔むかしに買った花の図ず鑑かんを見てたら涙が止まんなくなって困った。絵なのに花か粉ふん症しようの気分を味わっちゃったよ」

　カナが鼻の下も、鼻水が出ていないか確かめる。そちらは緩くなっていないようだった。

「こういうの、女子力高くない？」

「情じよう緒ちよ不安定すぎて、こっちの胃いが痛い」

　冗じよう談だん抜ぬきに腹ふく部ぶを押さえるギャッピーを、カナは無表情に見つめる。

　その間も生なま温ぬるい風が吹き抜けて、涙に濡ぬれた頬に冷たさを教える。

　カナはそこで、勝かつ手てに流れる涙は冷たいものしかないのだと、今いま更さらに気づいた。
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　そうだろうか、と緑みどり川かわ円えん子じは助じよ手しゆ席せきでふと気になっていた。自分の話し方である。意い識しきして増やしているわけではないのだが、『そう』が多いと指し摘てきされたので振り返ってみる。

「……そう？」

　自分が普ふ段だん、なにを話しているかなどあまり記き憶おくになかった。よって、答えは出ない。

　弟で子しの運うん転てんする軽トラは既すでに下げ山ざんして、市し街がい地ちに入っている。今は長い渋じゆう滞たいに引っかかり、古ふる臭くさい軽トラの振しん動どうで身体からだが揺ゆれていた。肉が薄うすいのか、緑川は少し座すわっているだけで尻しりが痛くなってくる。弟子の方は余よ裕ゆうの笑えみを崩くずさないまま、景色や車のナンバーを眺ながめている。

　軽トラがまったく似に合あっていないやつだ。涼すずやかな顔つきを眺める度たび、緑川はそう思う。

　その信号待まちから解放されるのとほぼ同時に電話が鳴り出す。緑川のものではない。弟子が脇わきに置いたプラスチックケースを一いち瞥べつする。運転中なので出るのを躊ちゆう躇ちよしているのが見て取れた。緑川が言う。

「私が出ようか？」

　今回は意識して『そう』以外の言こと葉ばを使ってみた。弟子はその提案に対して、決めかねるように目を泳がせる。

「あーいや、どうしよう……いいや、出てくれますか。運転中だから、後でかけ直すって」

「分かった」

　黒く薄いケースを開いて、青い電話を取り出す。銀色の猫ねこのストラップがくっつき、揺れていた。電話をかけてきた相手は『雅みやび』と出ている。緑川は通話ボタンを押して、即そく、伝える。

「運転中だから後でかけ直す」

『あれ？　兄さん、そういう芸もできるようになったの？』

　電話から聞こえてくるのは女性の声だった。その疑問を一いつ切さい無む視しして、用よう件けんのみを伝えた緑川が電話を切る。そしてケースに電話を戻す。電話がまたかかってくることもないので、『よし』と内ない心しんで上う手まく伝えられたことを喜よろこぶ。

　その一連の行動に目を丸くしていた弟子だったが、すぐに笑顔を取り戻した。

「さすが師し匠しようだ」

　こいつはなにを褒ほめたたえているのだろう。手て際ぎわは良かったと自じ負ふするが、そうして無意味に持ち上げられるほどのことではないと緑川は思っていた。そうした『ズレ』に一定の評ひよう価かを頂ちよう戴だいしていることを、なにも理解できていない。

「妹がいるの？」

「え？　えぇ。きっと大した用事はないと思いますよ」

　微び妙みように受け答えがちぐはぐだった。緑みどり川かわはそうした機き微びを察することなく、「そう」と締しめた。

　それから車内は一いつ切さい無む言ごんとなり、緑川は目を瞑つむって着くのを待まった。

　一時間弱じやくほど経たって、駅えき前まえのカルチャーセンターに到とう着ちやくする。交差点の横断歩道を渡ってすぐに建つビルで、元もとは進しん学がく塾じゆくを経けい営えいしていた場所である。隣となりに建つ法ほう律りつの専門学校よりずっと華きや奢しやな作りで、背も低い。黒くろ塗ぬりのビルの影に潰つぶされそうな、灰色の建たて物ものに存そん在ざい感かんはない。

「師し匠しよう、道具です」

　車を駐ちゆう車しや場じように停めてきた弟で子しが走って戻ってきて、講こう義ぎ用ようの道具を緑川に渡す。緑川が無む言ごんで受け取ったのを確認した後、弟子は電話を出して、距きよ離りを取ってどこかにかけ始める。さっきのやつにかけるのだろうと放っておいて、緑川はビルを見上げる。今日も五月の調ちよう子しを引きずって日が高く、鼻先が焦こげるような鋭するどい日差しが降り注そそいでいる。早く屋内に入ろうと歩き出したところで、「先生」と声をかけられた。緑川が左側に振り向くと、和わ装そうの女性が近寄ってきていた。緑川もその受じゆ講こう者しやは覚えていた。

　姫ひめ路じ灯ともりという大学生で、なぜかいつも和装で出しゆつ席せきする。少し面おも長ながながら整った顔立ちと、間近で見ると気き味みの悪いほど黒い髪かみということもあって、教室内では誰だれよりもめだっていた。

「先生、前回とお召めし物が一いつ緒しよですね」

「えっ、そう？」

　指し摘てきされて、緑川が服の襟えりを摘つまんで引っ張る。

「はい。同じ服を何着もお持ちなんですね」

　姫路が嬉うれしそうに言いきる。皮ひ肉にくかと最初は考えたが、目を見る限り本気のようだった。

　緑川は反応に困り、弟子に助け船を求める。だが弟子はいつの間にか周しゆう辺へんから姿を消していた。気け配はいのない男で、肝かん心じんなときにはいつも消えている印いん象しようがある。

　助じよ手しゆを必ひつ要ようとする講義でもないので、まぁいいかと気にせず教室に向かった。陶とう芸げい教室に割り当てられているのは２Ｆの奥で、中は塾だった時代の名な残ごりがある。机つくえや教きよう壇だん、ボードも流用していて、外から眺ながめる度たびに緑川は学生時代を思い返す。

　姫路と一いつ緒しよに教室へ入ると、既すでに受講者が談だん笑しようして室内は賑にぎわっていた。学校の授業というわけでもないので、講師である緑川が現れたところでそれが静まるわけでもない。元もと々もと、参加している主しゆ婦ふ連れんはその雑談を主しゆ軸じくにしているような層そうである。講師に向いていないと自じ覚かくする緑川としては本気で取り組み、本格的な陶芸の成果を期待されないだけ気が楽らくだった。

　姫路は一番前の席に座って腕うでまくりする。それは見なかったことにしながら、用意されている申もうし訳わけ程てい度どの教きよう卓たくに道具を置いて、講義の準備を始める。

　受講者たちのことはほとんど注ちゆう目もくせず、視し界かいにも入っていない。

　仮かりに見たとしても、同じ服を着てきたことにも指し摘てきされるまで気づかなかった緑川である。

　教室の後ろに新しん顔がおが一人追つい加かされていても、まったく意い識しきすることはなかった。
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　給食を食べ終えた後、普ふ段だんなら昼休みになるのだが今日は短たん縮しゆく授じゆ業ぎようだった。よってすぐに掃そう除じになる。美み鈴すずの班はんが今週担たん当とうするのは誰だれもが嫌いやがるトイレ掃除だった。水を多く使うので冬に掃除するよりはずっとマシだが、それでもトイレ＝汚いというイメージは強い。

　もっとも美鈴は例外で、教室掃除の方がずっと嫌いやだった。理由は教きよう壇だんを移動させてその下を掃除するとき、大たい抵ていは虫の死体が転がっているからだった。美鈴は虫の類たぐいが大嫌きらいで、見るのも触さわるのも過か剰じようなほどに敬けい遠えんする。つけているのは嫌いな『人』ランキングなのに、見かけた日は絶対に一位にゴキブリと書くほどだ。幸さいわい、美鈴の母親は潔けつ癖ぺき性しようなほど掃除好ずきで害がい虫ちゆう駆く除じよも徹てつ底ていするので、自じ宅たくで見かける機き会かいはほとんどない。

　廊ろう下かの奥にあるトイレでピンクのゴム手袋を着けた美鈴は、入り口で洗面器を適当に磨みがいていた。手だけ左右に動かして、他に動いているのは口だけだった。班はん員いんの女子たちは便べん器きブラシと蛇じや口ぐちに繋つないだホースを持ったまま、美鈴とお喋しやべりに励はげんでいた。まじめに掃除する気などさらっさらない。

「それってパーマかけてるの？　ふわふわだけど」

「んーこれ元もとから」

「いいなぁ」

　美鈴が髪かみを摘つまみながら、満まん更ざらでもない顔になる。その後、ゴム手袋をしていることを思い出し、慌あわてて離はなした。美鈴の中ではトイレにあるものは大だい体たい汚きたないという認にん識しきなのだ。それが掃除の道具だろうと、手袋だろうと変わらない。そんなもので髪を触ってしまうのは不ふ快かいだった。

「あ、そろそろ来るよ」

　美鈴が思い出したように言って、廊下を覗のぞく。「来たよ」とすぐ首を引っこめた。

　担たん任にんの教師が教室から出てきて、見回りにやってくる時間だった。それを察して女子二人がトイレの中へ走る。美鈴は腰こしを入れて、力強く磨みがき出す。周りを泡あわだらけにしたまま放っておいたのはまじめにやっている最さい中ちゆうと見せかけるためだった。

「楽しそうな声が教室まで届いていたが、ちゃんとやってるか？」

　担たん任にんが美鈴を一いち瞥べつして、とってつけたような掃除に嫌いやみをこぼす。美鈴は笑え顔がおで動じない。

「やってますよー。ねぇ？」

　美鈴がトイレの中を覗いて班はん員いんに同意を求める。「ねー」と黄色い声が二つ返ってきた。担任はいつものことなので慣なれたように溜ため息いきを吐つきつつ、教室の方へ戻っていく。

　十じゆう分ぶんに離はなれたのを確かめた後、女子三人で集合して雑ざつ談だんを再開する。

「先生、奥さんとけんかしたのかな？」

「んー。ドジだから、転んで顔打ったんじゃない？」

「あ、それっぽい」

　朝から右の頬ほおを腫はらしている『先生』を面おも白しろおかしく噂うわさしながら、美み鈴すずも笑う。ただ担たん任にんの篠しの崎ざき達たつ郎ろうは生徒たちに不人気ということもない。手先が器き用ような上にいい加か減げんな性格が威い厳げんを良い意味でなくしているらしく、親しみを感じやすい人ひと柄がらとなっていた。

「早く終わるからさー、どっか行く？　駅えきの方に遊びに行こうか？」

「今日は家で用事あるの。やだよねー、せっかく早く終わるのに」

　美鈴が誘さそいをやんわりと断る。他にもっと大事なことがあるのだ。

　笑え顔がおのまま話題から逃げるように首を巡めぐらす。そこで目に止まったものがあり、美鈴の顔つきが変わる。

　廊ろう下かの窓まどをぞうきんで拭ふくその後ろ姿を、美鈴がジト目で睨にらむ。

　左右で纏まとめている髪かみが後ろ姿でもめだつ小こ泉いずみ菜な々な実み。別べつ段だん、美鈴と仲なかが悪いわけではない。むしろ、ほとんど話すこともない。接点はないのだ。許せないのは姉だけである。

　しかもその姉に関しても、本人は美鈴のことなどまったく意識していないはずなのだ。顔と名前が一いつ致ちすることもない、すれ違ちがったところで『小学生だな』ぐらいしか思わない。

　しかし人間、知らないところで恨うらみを買うこともある。

　その恨みと無む邪じや気きさが合わさることで、悲ひ劇げきを招まねくこともある。

　両方を兼かね備えた時とき本もと美鈴が今日、行動に移ることをまだ誰だれも知らない。
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　小こ泉いずみ明あ日す香かは首しゆ藤とう祐ゆう貴きと同じ団地に住む女の子だった。どちらも物もの心ごころ着いた頃ころから顔見知りで、他に遊ぶ相手がいなかったこともあって仲なかが良くなるのも自然だった。保ほ育いく園えんも一いつ緒しよで、手を繋つないで通うときもあった。祐貴はそれを思い出す度たび、気き恥はずかしくて鼻を掻かかずにはいられない。同時に深く苦い、失しつ望ぼうのようなものも芽め生ばえて胸むねを掻きむしりたくなる。

　小泉明日香は内ない向こう的てきで、気を許した相手にしか口数の多くならない少女だった。祐貴とも最初はあまりうち解とけず、一緒にいても一歩引いた位置を歩く子供だった。意思も希き薄はくで、苛いらつくことがなかったと言えば噓うそになる。それでも祐貴が邪じや険けんに扱わなかった理由は、小泉明日香は他の子供よりずっとかわいく見えたからである。また同時に、祐貴は少なくとも小学校の間までは、小泉明日香に距きよ離りを感じることがなかったのも大きかった。他の友人が次々に才さい能のうを嫌いやみなくひけらかす中、小泉明日香だけは『特別』を発はつ揮きすることはなかった。祐貴はそれをなにより嬉うれしく思っていた。

　その特別を意い識しきすることになるのは、中学校に入ってからだ。

　同じ中学校に通いながら、徐じよ々じよに、少しずつ祐貴との距離は開いていった。それは祐貴と小泉明日香の間に立場の差があったからに他ならない。祐貴の奇き縁えんに例外はなく、小泉明日香もまた、才能に満ち溢あふれていた。祐貴はそれに最初に気づきながらも理解していなかった。

　小泉明日香はそもそも、その容よう姿しこそが才能だったのだ。

　中学生となって異い性せいに意識を強く持つようになったことで、周しゆう囲いがその才能を理解する。

　そうなっては、小泉明日香が祭り上げられるのも当然の流れだった。

　しかしそれに祐貴が気づいたところで、覆くつがえせないものは絶対的に存そん在ざいする。人と人の出会いは瞬しゆん間かんであり、絆きずなとは積み重ねた時間ですべてが決まるものではない。精神の成長と共ともに人の視し野やは広がり、見えなかったもの、受け入れなかったものを受け止める力が身につく。

　自分の言こと葉ばを持とうとしなかった小泉明日香も次し第だいに顔を上げて、周囲を見渡すようになる。そこから少しずつなにかを学んだ彼女は、祐貴以外の背中にも目を向けて、応えようとする。

　彼女が一度、自分から口を開くようになれば後は雪崩なだれのように、押し寄せるものがあった。

　相そう応おうの才能には、相応の相手が集つどう。その中に割り込めるほどの力は祐貴になかった。幼おさななじみとか、昔むかしはよく遊んだとか。そうしたものは思い出となり、その上、それがとても大事であるのは祐貴の側だけなのだ。小泉明日香の心しん境きようも同どう様ようのものであるはずがない。自分との過か去こがどれほどの価か値ちにあるのか、それを窺うかがい知る術すべはない。

　祐貴に戦たたかうための武器はなかった。ただ見ることしかできず、その視し線せんに小泉明日香が気づいているかも定かでないまま、自分への失望や喪そう失しつ感かんだけが募つのる。不ふ思し議ぎな縁えんだけはあるのか志し望ぼうした高校まで偶ぐう然ぜん一いつ緒しよで、何年も、祐ゆう貴きと小こ泉いずみ明あ日す香かの物理的な距きよ離りは変わらない。

　だがそれは祐貴のもっとも望まない、彼女との関係の形だった。

　いっそすべて離はなれて消えてしまえば、と思わざるを得ない。

　そしてその小泉明日香は現げん在ざい、祐貴のもっとも嫌きらいな男の彼女となっている。
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　コンビニから離れた後、太た郎ろうは名な古ご屋や駅えきに戻っていた。そして構内にあるマーメイドカフェという喫きつ茶さ店てんでコーヒーを啜すすっている。ついでに店内で販はん売ばいしているベーグルも囓かじって昼ひる飯めし代がわりとしている。側にあるきしめん屋と迷まよったが、客が表おもてまで並んでいたので素す通どおりした。

　カフェ内は空くう席せきのない状じよう況きようだった。階段で上がった先もいっぱいのようで、誰だれかが下りてくる度たびに新しい客が入れ違ちがいに上がっていく。太郎が座すわるのは構内に面した一人用の椅い子すで、目の前がガラス張りなので人の行き来を眺ながめることができる。大勢の人間が行き交かい、急ぐ一方でこうして一ひと息いき吐いているのは、説明しがたい感かん覚かくではあるが安心感のようなものをもたらす。

　ベーグルを食べ終えた後にジュラルミンケースを開いて、携けい帯たい電話を取り出す。太郎の隣となりに一人で座る女子高生も高速の指ゆび遣づかいでタッチパネルを操そう作さしている。そして時々、耐たえきれなくなったように画面に噴ふき出しては周しゆう囲いを気にするように頭を振っている。暖だん色しよく系けいで派は手でな髪かみだが、全体的にもっさりと茂しげっていて野や暮ぼったい。頭が綿わた飴あめのように膨ふくらんで見える。左側に纏まとめて結むすんで下ろしているその髪かみ型がたも、地じ味みを重ね着するようだった。めだつはずの大きい目もボリュームのある前まえ髪がみに邪じや魔まされて、なんの魅み力りよくも発はつ揮きしていない。もっとも、仮かりにその女子高生が髪かみを整えて魅力的になったとしても、太た郎ろうからすれば無む価か値ちに等しいのだが。

　太郎も女子高生を真ま似ねして迅じん速そくな指捌さばきでアドレス帳ちようから電話先を選ぼうと試こころみたが、ものの見事に失敗した。反省して、慎しん重ちように『所長』を選ぶ。

　探たん偵てい事務所の所長に、今回の仕事について簡かん単たんに説明しておく必ひつ要ようがあった。朝一番に依い頼らいされてそのまま動きっぱなしだったので、話を通しておく暇ひまがなかったのだ。所長は所員の請うけ負おう仕事については自じ主しゆ性せいに任まかせるという名の放ほう任にん気ぎ味みなので、太郎も助かっている。

　出るか不安だったが、すぐに電話が繋つながった。客の声で騒そう々ぞうしいので、声を大きくする。

「あ、もしもし。どうも、花はな咲さきです……はい、実は朝イチに仕事が来て……ええ、書類を置いておいた件けんです。しばらくこっちにかかりきりだと思います……はい、分かりました」

　電話を切る。説明は簡かん単たんで、了りよう解かいもあっという間だ。職しよく場ばの在あり方に多少の不安は持つものの、意外なことに市井しせいからの依い頼らいは多い。その内容は家出少年の捜そう索さくから近所のドブ掃そう除じまでなんでもござれである。節せつ操そうなく仕事を請けていたら、探偵という職しよく業ぎようの境きよう界かいは曖あい昧まいとなっていた。太郎としてはそちらの方が平和で性しようにあうので、率そつ先せんして請けるようにしていた。

　本ほん心しんから平へい穏おんを願うにもかかわらず、太郎はある事情を抱えていることで、運うん命めい的てきに『殺さつ人じん事じ件けん』と鉢はち合あわせる。それならばせめて、普ふ段だんはそういうものと無む縁えんでいたい。

　そしてその色々があって増えた、『厄やつ介かいな知り合い』の一人からメールが届く。太郎が露ろ骨こつに嫌いやな顔をして開かい封ふうしてみると、蜂はちの巣すがアップで映っていた。

『これでかくね？』

「大きいね」

　即そく、消しよう去きよした。電話をしまってから、コーヒーを一いつ気きに啜すする。

　カップを持ってストローをくわえたまま、なんの気なく店内を見渡す。上から並んで下りてくる二人組を一いち瞥べつして、そこで「あれっ」と太郎が背せ筋すじを伸ばす。騒そう々ぞうしい店内ではあるがその声に相手も反応した。階段を下りながら、太郎の方をジッと見つめる。

　その青年は最初、目の焦しよう点てんがあっていない様よう子すだったが、すぐに太郎のことを思い出したのか目つきが変わる。その目は光こう沢たくを失って、見つめ合うと夜の湖こ畔はんに浮かぶような不安を煽あおる。

　しかし独特の静けさと落ち着きも伴ともなうそれは、迷めい惑わくなことに人を引きつけるものがあった。

「あれ。きみ、なんて言ったかな。なんかだったよな」

　トレイを持って立ち上がった太郎が、青年の顔を覗のぞきこむ。青年は「なんかですね」と曖あい昧まいな反応だ。連れ添っている女の子の方は無ぶ愛あい想そうな面つら構がまえを維い持じしている。癖くせの強い髪の毛けと気の強そうな鋭するどい顔つきと裏うら腹はらに、青年の影かげに大人しく隠かくれている。買い物帰りなのか、紙袋をその両腕うでにぶら下げていた。

「前にホテルで会ったと思うんだけど」

　口を開かないと性せい別べつの判別しづらい、中ちゆう性せい的てきな青年の表情が少し柔やわらかくなる。

「あぁ、やっぱり。あのときはお世話になりました」

「いやいや」

　青年と太た郎ろうが会話する後ろで、話題についていけない女の子が膨ふくれている。太郎の方は会話しながらも細かく女の子を観察して、それに気づいていた。そして同時に失望も味わう。

　太郎は以前に仕事の関係で向かったホテルの受付で、この青年に頼たのまれて名前の欄らんを代わりに書いたことがある。その意味は分からないが、そのときの青年は酷ひどく困っていたようなので戸と惑まどいながらも代だい筆ひつを請うけた。

　縁えんとしてはその程てい度どだが、お互たがい、それなりに印いん象しようはあったようである。

「あ、用はないんだ。ただ少し懐なつかしくてね」

　会話が途と切ぎれたところで、太郎が別に行っていいよと促うながす。青年もそうした空気をすぐに察して、「それじゃあ、また」と頭を下げて離はなれていく。距きよ離りを取ると、女の子は青年の左腕うでを掴つかんでなにか問といただし始めた。自分について聞いているのだろう。太郎はそう解かい釈しやくした。

　二人がカフェからいなくなったのを確かく認にんしてから、太郎が露ろ骨こつに肩を落とす。

「ガッカリだ」

　青年に連れ添そう女の子に興きよう味みを持って声をかけたというのが太郎の本ほん音ねだった。だが、女の子は間ま近ぢかで観察してみると、幼おさない容よう貌ぼうではあるものの十六、七歳さいあたりだと太郎の目は判断したのだ。そんな年ねん齢れいの女に太郎の興味はない。勝手に期待して裏うら切ぎられて、物もの寂さびしくなっていた。そう、花はな咲さき太郎の唾だ棄きされるべき性せい癖へきとは、すなわち『コレ』であった。

　トレイを片づけてから、カフェを出た。右側を向くと、青年と女はタカシマヤに入っていくところだった。まだ買い物を続けるつもりだろうか。青年の不幸に同情しつつ、太郎は反対へ行く。

　次になにを調べるかはコーヒーを飲んでいる間に決めていた。篠しの崎ざき達たつ郎ろうが昨さく晩ばん、立ち寄った店を訪ねてみるつもりだった。拳けん銃じゆうの行方についてまったく情じよう報ほうがない以上は、まず篠崎達郎の行動をはっきりとさせる。本人に聞いてもいつから酔よっぱらっていたのか、実に曖あい昧まいな受け答えしか返ってこない。その口ごもり方には別の後ろめたさも見て取れて、それなら自分で調べた方が正確だと太郎は結論づけていた。呑のんでいた居い酒ざか屋やの名前ぐらいは聞き出してある。昼間から営業はしていないだろうが、仕込みのために出てきているかもしれない。

　そしてそれが済すんだら、今度は例の駐ちゆう車しや場じようを見張る。なにかがあるまで、なにかを見つけるまで、ひたすら動かず見張り続ける。何時間でも、何日かけても。太郎は捜そう索さくの際さい、大たい抵ていはそうしてきっかけを掴む。現実は引っ込み思じ案あんで、情じよう報ほうにも溢あふれていない。

　人はなにかを隠かくしたがる生き物なのだ。

　だから推すい理りの入りこむ余よ地ちなどなく、あるのは土にまみれてそれを掘ほり返すような作業だけ。

　探たん偵ていにもっとも必ひつ要ような資し質しつは忍にん耐たい力りよく。それが太郎の持じ論ろんだった。
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　黒くろ田だに殺し屋としての信しん念ねんは取り立ててない。感性もごく一いつ般ぱん的てきで、大だい体たいの人が笑う話にはちゃんと笑うし、大多数の人が憤いきどおる事じ件けんを聞けば怒いかりを露あらわにする。常じよう識しきと足並みを揃そろえた青年であり、依い頼らいする者を『この人は本当に人殺しなのか？』と不安に陥おちいらせる。

　しかしそんな普通の黒田だが、人を殺せる。そこに抵てい抗こう感かんは皆かい無むだ。殺人に伴ともなう様さま々ざまな変化に一いつ切さい、なにも感じないわけではない。血ち飛沫しぶきが飛び出れば気分が悪くなるし、それが服にかかれば嫌いやがりもする。はみ出る内ない臓ぞうを見れば気持ち悪いと感じるし、死に顔も見ようとしない。

　だが、人を殺すことにまったく、ためらいがない。黒田は人間として破は綻たんしていないが、踏ふみ留とどまるためのなにかが一つだけ欠けていた。倫りん理りと理性以外の、同族殺しによって本ほん能のうに訴うつたえるものがないのだ。黒田はそれを自じ覚かくしていて、自分が種の保存に不ふ適てき切せつな、構こう築ちくされた社会から弾はじき出されたものだと思っている。それ故ゆえ、女にモテないのだろうと推すい測そくしていた。

　黒田の遺い伝でん子しは、未来へ残りたがっていない。

　緑みどり川かわ円えん子じの下絵付けの講こう義ぎに紛まぎれこみながら、黒田は頬ほお杖づえを突ついてぼんやりしていた。多た少しよう乱らん暴ぼうな手を使って忍しのびこんだにもかかわらず、なにかの成果を上げる気は見て取れない。

　今のようなことを考えていたり、自分が学がく習しゆう塾じゆくに通っていた時代を思い出したりと、有あり体ていに言えば退たい屈くつだったのだ。黒田としては是ぜ非ひ一度、ろくろを回して粘ねん土どをこねてみたかったのだがそれは前回で終わっているようだった。焼き上がる前の器うつわの模も様ようを描えがく方法を、饒じよう舌ぜつとは言い難がたい緑川が実じつ践せんしながら淡たん々たんと教えている。参加している主しゆ婦ふの集つどいや老人たちは、多少のお喋しやべりを交まじえながらも比ひ較かく的てきまじめに学ぼうとしている。飛び入りの黒田は誰だれとも話すことができず、むしろ不ふ審しんの目を向けられるので肩かた身みが狭せまい。意い識しきしていないのは講こう師しの緑川ぐらいだった。その緑川をじぃっと眺ながめて、黒田は思う。早乙女さおとめみもりよりは好このみだなぁと。

　緑川円子は女性を強く強きよう調ちようしていない。陶とう器きだけでなく自じ身しんも整えてしまっているように、その身体からだは控ひかえめながら統とう一いつ感かんがある。黒田にとってはそうした部分に美しさを感じる。

　その講師よりめだつ、和わ服ふくの受じゆ講こう者しやは嫌いやでも黒田の目に入る。最さい後こう尾びの席せきから全体を見渡して、もっとも熱心さが表れているのはその女だった。同時に美人としても筆ひつ頭とうだ。だが黒田としてはその和服に魅み力りよくを感じない。黒田は好すきな格かつ好こうもなにも、裸はだかの方が好このましかった。

「……はい。こんな風ふうに自分でやってみて。分からないことがあったら聞いて」

　見本は終わりのようで、緑川が実践を受講者に促うながす。先さき程ほどから一度として丁てい寧ねい語ごを使おうとしない緑川のぶっきらぼうな態度に、黒田は『職しよく人にん』を感じる。偏へん屈くつじゃないとこういう仕事には就つけないんだなぁと、ますます誤ご解かいを深める。講師の説明が終わったからか、教室内のざわめきは一いつ層そう強まり、騒そう々ぞうしくなっていった。

　緑みどり川かわが教きよう卓たくから離はなれて、受じゆ講こう者しやの前を回り出す。机つくえの間を抜けて、ゆっくりと歩いているだけで受講者の手て際ぎわやらをほとんど確かく認にんしていない。聞かれると答えるが、自分から率そつ先せんしてはなにも教えようとしない。その緑川が、黒くろ田だの方へと真まっ直すぐ近づいてくる。

　せっかく買ったにもかかわらず、今の黒田は仕事道具である拳けん銃じゆうを携けい帯たいしていない。元もとからこんな場所で殺す気がないとはいえ、標ひよう的てきが自分から暢のん気きな顔で近寄ってくるのは稀まれである。その無む防ぼう備びさを、どこか面おも白しろく感じていた。緑川円えん子じは、自分が二日、或あるいは三日後に、目の前の男に殺されるのだと一いつ瞬しゆんでも想像するだろうか。そもそも自分が死ぬことを考えて生きているような人間なのだろうか。

　殺すやつと、殺されるやつ。他ひ人と事ごととは言いがたい関係なのだ。黒田としては気になるのも自然だと考えていた。

　そうした強い視し線せんを感じてか、遠くを見ていた緑川の目が黒田に向く。黒田は思わず頬ほお杖づえを外はずして、姿勢を正した。居い眠ねむりを注ちゆう意いされる学生に戻ったようで、少し新しん鮮せんだった。

　緑川は興きよう味みを失ったように顔を逸そらしたが、気になる点があったのかすぐに振り向く。黒田の使う机の上を凝ぎよう視しした。そこで黒田が、なにに注ちゆう目もくされているかを悟さとる。

　黒田の机には他の受講者とは違ちがい、器うつわがない。人数分しか教材用の器が配られなかったし、申しん告こくするわけにもいかなかったのでそのまま大人しくしていた。黒田はこの講義に料金を払はらって参加しているわけではないし、道具などなにも持っていないのだから、どちらにしても手の施ほどこしようがないのだ。

　緑川もそこでようやく、黒田という教室の異い物ぶつに気づいたらしい。立ち止まって、責せめるような目を向ける。黒田は目を逸らすついでに横よこ目めで窓まどを見やり、そこから颯さつ爽そうと飛び降りる自分を想像する。頭の中まで逃とう避ひ気ぎ味みだ。そしてイメージの中でも、自分が華か麗れいに着ちやく地ちする姿は見ることが叶かなわない。砕くだけたガラス片にまみれながら、地面で顔の左側を打って激しくもんどり打つ姿を鳥ちよう瞰かんするだけだった。

　緑川が不ふ審しんに立ち止まったことで、他の受講者まで一いつ斉せいに黒田に注目する。目を逸らせる方向が背はい後ご、壁かべにしかなくなる。そこまで来れば黒田も諦あきらめて、跳はね飛んだ。派は手でに飛び上がり、全員が呆あつ気けに取られている間に走って教室から逃げ出す。廊ろう下かを走っている最さい中ちゆう、中年女性の悲鳴が教室内から聞こえてきたので、黒田は変へん質しつ者しやとでも思われたのかもしれない。

　窓からは飛び降りられなかったが、階段は何段も飛ばして、跳ねるように駆かけ下りる。職しよく業ぎよう柄がら、現場から逃げる際さいの思い切りは良い方だ。ビルから飛び出して、歩道の中心で立ち止まる。

　そこで黒田がビルの３Ｆを見上げると、緑川が窓の縁ふちに足をかけていた。目があう。歩道へと飛び降りるか迷まよったが結局は止めたらしい。その足を引っこめてから、窓の外に頭だけ出す。その際、頭の一部が落下防止用の枠わくに引っかかって、結んでいたタオルが解けた。タオルが宙ちゆうを舞まって、黒田のもとへと落ちてくる。
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　地面に落ちる前に手を伸ばして掴つかみ取ってから、黒くろ田だが尋たずねた。

「返しに行こうか？」

　タオルを掲かかげる。タオルは緑みどり川かわの汗あせが染み込んでいるのか、少し生なま暖あたたかく蒸むれていた。

「別にいい」

「あ、そう」

　黒田がタオルを握にぎったまま言うと、そこで緑川の顔が少し歪ゆがんだ。

「それよりなにか用でもあった？」

　妙みように間の抜けた質しつ問もんだった。やり取りに気づいたのか、他の窓まどから狭せまそうにいくつも中年の頭が出てきて、黒田としては玩具おもちやのハンマーでばこばこと叩たたいて引っこめたいところだった。そんな様よう子すを想そう像ぞうしつつも、緑川と見つめ合う。黒田は少し悩んだ末すえ、格かつ好こう悪わるい自分を慰なぐさめるように気取った。

「あなたの顔を見てみたかった」

「は？」

　噓うそは言っていないぞ、と黒田が内ない心しんで笑う。そして次は完かん全ぜんな噓だった。

「あなたを見ているだけで、俺は美しさが分かった気になるんだ」

　歯の浮くような寝ね言ごとを笑え顔がおでのたまう黒田に対し、緑川の表情は変化がない。

　目前の男の奥おく底そこにあるものを見抜くように、冷たくすらあった。

「そう」

　返事も淡たん泊ぱくなものだった。そしてさっさと首を引っこめてしまう。窓まどまで閉められた。

　そのつれない態たい度どを、「いいね」と黒くろ田だが素す直なおに評ひよう価かする。

　その後も少しの間、道の真まん中に突つっ立ってマヌケに見上げていたが、緑みどり川かわは出てこない。しかし受じゆ講こう者しやたちはまだ見下ろしている。和わ服ふくの女も出てきているが、一人だけ注ちゆう目もくの質しつが異ことなっているように感じられた。その視し線せんにいつまでも晒さらされて、警けい備び員いんが飛んでくる前に、黒田もそこから距きよ離りを取ることにした。横断歩道を斜ななめに渡り、立りつ体たい駐ちゆう車しや場じようの中に逃げこむ。

　２Ｆの隅すみ、薄うす暗くらがりに潜ひそみながら、落ち着いた黒田は実に自然にタオルを使って汗あせを拭ふき、ついでにその匂においを嗅かいでいた。

「うん、美術室みたいな匂いがする」

　土と絵の具の香かおりが、乾かわきながらも染みついている。それが緑川円えん子じの化け粧しようなのだろうと、黒田はより好こう感かんを持った。タオルを緑川のように頭に結むすんでから、「こりゃあまずい」と顎あごに手をやる。始し末まつする相あい手てを気に入っては仕事がしづらくなるのではないか、と考えたのだ。

　しかし逆に嫌きらいなやつだったら殺しがいというものを感じただろうかと、過か去こを振り返ってみる。出した答えに黒田が首を振った。左右に、ゆっくりと。

「そうでもねぇなぁ」

　人殺しは悪いことに決まっているので、生きがいとかそういった充じゆう実じつ感かんは縁えん遠どおい。そうしたものがゼロだからこそ、黒田は興きよう味みを働はたらかせて補ほ填てんしようとする。仕事と依い頼らい者にんを深く知ることで、理解した気になって、満足したフリをする。黒田は普通だからこそ、苦く悩のうが多い。

　あそこまで警けい戒かいされては、講こう義ぎが終わった後につけ回して行動を把は握あくするのも難むずかしくなった。よってこの後の黒田が打てる行動としては、緑川円子について別の方面から調べることぐらいだった。緑川の素す性じようや家についての調ちよう査さもあるが、それと同時にもう一枚、渡された写真の方にも興味があった。その壺つぼの写真を指に挟はさんで、専せん門もん家かを紹しよう介かいしてもらうべく黒田は意い気き揚よう々ようと歩き出した。そうした下げ世せ話わな行動力がある自分の天てん職しよくは殺し屋ではなくフリーライターあたりではないかと、黒田は時々思う。
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「誰だれかにお金持ってきてもらえばいいんじゃないですか？」

　質しつ問もんに対するカナの答えはごく普通で、誰にでも思いつきそうなものだったが尋たずねた相あい手ては感心したように声が弾はずむ。「それがいい、そうしよう」と、女性は嬉き々きとして電話を耳に添そえた。

　ことは少し前に遡さかのぼる。

　ギャッピーに連れられてタカシマヤで服を買わされて、着替えさせられて、格かつ好こうだけは見み違ちがえたカナが次に向かわされたのは美容院だった。自分で切れるというカナの主しゆ張ちようを無む視ししてギャッピーが選んだ店は、駅えき前まえから少し離はなれた先にある、交差点の角かどの店だった。床とこ屋やと並んで営業している白い建物で、入り口が自動ドアではなく洋よう風ふうの扉とびらだった。カナは表おもての料金表を見て、美容院はどうしてこんなに高いのだろうと子供のときに不ふ思し議ぎがったことを思い出していた。

　中に入ると、犬いぬの鳴き声がまず出迎えた。レジの奥から茶色い子こ犬いぬが駆かけてきて、カナに向けて鳴く。ばたばたと激しく、踊おどるように動く。窮きゆう屈くつな服を着させられて落ちこんでいたカナも、意外な歓かん迎げいに目を光らせる。屈かがんで伸ばすとすぐ、子犬がカナの腕うでに上ってきた。

「いぬのおまわりさんならぬ、いぬのびようしさんか」

　抱き上げた子犬はカナの鼻を舐なめようと顔を近づけてくる。カナはされるがままだったが、鼻の穴あなに舌したが入ったときはさすがに慌あわてて身みを引いた。そうして離れたところで子犬は美容院の店長に、カナはギャッピーに掴つかまれる。カナは犬と同じレベルの扱あつかいに、「ま、そんなもんか」とあっさり受け入れた。犬よりは大人しく連れられて、椅い子すに座すわらされる。

　子犬は隣となりの床屋の方へと連れていかれた。美容院と一いつ緒しよに経けい営えいしているようだ。カナはカッティングクロスを巻かれながら、店長を見る。小こ麦むぎ色いろの肌はだに金きん髪ぱつということもあり、『サーファーみたいだな』とありがちな感想を持った。その店長に「どうする？」と注ちゆう文もんを尋ねられて、カナが「んーと」と少し考えている間に「取り敢あえず長さを揃そろえて。ちょっと量が多すぎるから梳すいてください」とギャッピーがあれこれと指示してしまう。カナはなにか反論しようかと思ったが、言うことがないので「じゃあそれで」と乗っかる。

　そうしたカナのこだわりのなさに、ギャッピーが苦にがい顔になる。不満や反はん抗こうという形でさえ気力を見せない友人を心配しているようだった。カナは長い髪を霧きり吹ふきで濡ぬらされながら、鏡かがみ越ごしにその顔に気づくが応こたえるのが面めん倒どうで目を逸そらす。

　逸らした先で、隣の椅子に座ってパーマをかけている最さい中ちゆうの女性と目があう。相手もカナよりはずっと年上に見えるが若い女性で、かすかに覗のぞける髪は金色だった。薄うすい唇くちびるに、頬ほおもすらりと細長い。ムダなものを省はぶいた顔つきは凛り々りしく、しかし瑞みず々みずしさは十じゆう二に分ぶんにあった。

「随ずい分ぶんと切り甲が斐いのありそうな頭だね」

　濡ぬらして不ふ揃ぞろいな長さを強きよう調ちようするカナの髪かみを見て、女性が言う。カナは「えへはは」と愛あい想そ笑いでごまかす。自分で切ったときは綺き麗れいに揃えたと思っていたが、所しよ詮せんは素人しろうとの仕事だった。それを見せつけられて無む意い識しきではあるが拙つたなさを指し摘てきまでされて、笑うしかない。

「きみは高校生かな？　こんな時間に美容院通いなんて、お姉さん同どう伴はんでもいけないね」

「はぁ、すいません」

「そいつ大学生ですよ」

　なにも否ひ定ていしないカナを見かねてか、後方の待まち合あいの椅い子すに座すわるギャッピーが口を挟はさむ。女性が目を丸くしながら、顔を上下させる。主おもにカナの顔と、胸きよう部ぶを確かめたようだ。

「しかも六年生」

「え、小学生？」

「いやいや大学生」

「おやおや。そうなると余よ計けいに美容院に来ている場合じゃないね」

「まったく、ほんとそうなんですよ」

　好すき放ほう題だい言われて、カナは身みを捩ねじる。そうすると頭がぐりぐりと忙せわしなく動くので店長が切りづらそうにしている。その落ち着きのなさはまさに子供そのもので、店長もさりげなく、保ほ護ご者しやの雰ふん囲い気きを持つギャッピーに視し線せんを送る。どうもこの店長は、カナとギャッピーが同い年であるとは考えもしていないようだ。そのギャッピーは電話を弄いじって、顔を上げようとしない。

「ところで相談したいことがあるんだけど、聞いてくれるかい？」

　観察も落ち着いた女性が、カナに話しかける。

「はい？　えぇ、聞くだけなら、いいかな」

　こんなやつに相談するなんて、どれだけ見る目がないんだ。カナは自分でそう思う。

「うん。実はね、財さい布ふを忘れてしまった」

　その告こく白はくにはカナよりも、店長の方が目を剥むいた。女性はあくまでにこやかを崩くずさない。

「途と中ちゆうで気づいてね。どうしたらいいと思う？」

　そう尋たずねられて、カナの出した答えが冒ぼう頭とうのものだった。

　それを気に入った女性が電話をかけ始めて、少しの間を置いて繋つながる。だが女性がなにか言う前に、電話の向こうで喋しやべり出したらしい。しかも意外なことがあったのか、目が点になっていた。

「あれ？　兄さん、そういう芸げいもできるようになったの？」

　電話した相あい手ては兄らしく、女性が気安い調ちよう子しに言う。だがすぐ、電話を耳から離はなした。

「切れた。ま、後でかけ直してくるだろう」

「んーと、なんかあれだったんですか？」

　カナの尋たずね方は抽ちゆう象しよう的てきだったが、女性が意を汲くんで返事をする。

「出たのが女声だった。いつからあんな声が出せるようになったのかな」

「それは別の女の人が電話に出ただけでは」

　真まっ当とうなギャッピーの一ひと言ことに、女性が「そういうのもあり得る」と頷うなずく。

　そういうの以外あるのかな、とカナが首を捻ひねった。その動きに店長がまた渋しぶい顔となる。

「あまり会わないから、どんな生活をしているのかよく知らないんだ」

　そう語る女性はなぜか、妙みように楽しげに口もとを緩ゆるませていた。

　カナはその横顔を眺ながめていたが、口を開こうとはしない。今ここで会ったばかりの相手と特別、話すこともない。それからはお互たがいに無む言ごんとなり、そうした時間が続く中でカナはいつの間にか眠ってしまう。短い時間ではあるが夢ゆめも見た。夢の内容は飛び飛びで曖あい昧まいではあったが、舞ぶ台たいは学校の教室で、中学校の同どう級きゆう生せいが多た数すう出しゆつ演えんしていた。高校の同級生も参加していて整せい合ごう性せいは取れていなかったが、大だい体たいが過か去こに則そくしていた。楽しかったことも、弾はずむような笑い声も。そこにあるものだった。

　その夢から覚めた後もしばらくは、現実がそこと繋つながっているような感覚に流される。

　胸むねが弾み、呼こ吸きゆうも安定しない。頭にいつもの靄もやがかかって、目が淀よどんでいた。

　それらが落ち着いて次し第だいに意識がはっきりとしてくると、最後は虚きよ脱だつ感かんに襲おそわれた。

　いっそのこと丸まる坊ぼう主ずにでもしてしまおうかと考えるほどの落ちこみ具ぐ合あいだった。

　へこんだカナの髪かみを切り揃そろえるのが終わった頃ころ、誰だれかが店に入ってくる。振り向けないカナはそれが誰か直接見ることはできないが、正面の鏡かがみにその来らい客きやくが映る。青色の背広を着た、金きん髪ぱつの男性だった。ここまで走ってきたのか息いきは少しあがり、額ひたいに汗あせも浮かんでいた。

「おーイケメン？　多た分ぶん」

　独ひとり言ごとの範はん囲いで感想を呟つぶやく。実じつ際さい、鏡の景色の中央に立つ男性の横顔は整い、綺き麗れいなものだ。

「いやぁ助かったよ兄さん」

　隣となりの女性が、顔も上げないでその男性に声をかける。兄さんと呼ばれた男は服ふくと息の乱みだれを整えながら、渋しぶい顔になる。妹は対たい照しよう的てきに口が緩む。週しゆう刊かん誌しを閉じて棚たなに置いた。

　どうやら、カナが眠っている間に電話で呼び出したようだ。

「軽けい率そつなところはまるで成長しないな」

「そちらは頼りがいのあるところが変わっていないね、すばらしい」

　飄ひよう々ひようとした妹の態たい度どに、兄は腰こしに手を当てながら溜ため息いきを吐つく。その顔つきだけでなく、髪の色までお揃そろいだった。カナがぽけーっと口を開けて見上げていると、兄の方と目があった。

　人当たりの良い笑え顔がおを浮かべられて、カナは萎い縮しゆくしながら小さく頭を下げた。

「妹が騒そう々ぞうしくして済すまないね」

「はぁ、いえ、別に」

　謝あやまるなら店長の方にするべきだと思ったが、カナはそこまで口にしない。唇くちびるが動くことを怠なまけるのだ。なにかを細かく噛かむようにもごもごと動くその唇くちびるを、兄は興きよう味み深ぶかそうに見つめる。

「兄さんに電話することを提てい案あんしたのはその子なんだ」

「ほぅ。これが世話になったね」

「してませんが……」

「不ふ肖しようの妹の恩おんは私が返そう」

　言って、兄が懐ふところからケースを取り出す。名めい刺し入れだったらしく、一枚カナに差し出してきた。無む視しするわけにもいかず、カッティングクロスから手を出して受け取った。

　その名刺には『新城雅貴』とあった。名字が『しんじょう』か『あらしろ』のどちらなのかカナが迷う。そこで目が止まっていると、新城雅貴がその名刺の意味を告つげる。

「しんじょう、とよむ」

「あ、はい」

「もしなにか問題が起きたら相そう談だんしてくれていい。この町では少し顔が利きくから」

　名刺には電話番号も記き載さいされている。職しよく業ぎようや住所はない。カナが手を引っこめる。

　その後も無む言ごんを貫つらぬくカナに、新しん城じようが優やさしく笑いかける。

「どうかしたかな？」

「はぁ。親切すぎて胡う散さん臭くさいというか」

　カナが率直に言うと、新城は「いやまったく」と頭を掻かく。自じ覚かくはあったようだ。

「分からないかな？　体てい良よくしただけのナンパだよ」

　妹が補ほ足そく説明する。茶ちや々ちやを入れられて、兄がムッと振り返った。

「今回は善ぜん意いだよ」

「またまたぁ。そんなものが兄さんにあるわけないじゃないか」

「なければまずお前を見捨てていると思うが」

「ごもっとも」

「おっと、戻らないと。一応仕事中なんだ、もう気軽に呼ぶなよ」

　妹の代金を支し払はらってから、新城が外へ飛び出していく。その姿を見送り、カナが言う。

「イケメンは忙いそがしいものなんだなぁ」

「意味分からんよ。あーいや、案外そうかもしれないね。需じゆ要ようの問題で」

　すぐに思い直して、妹もカナの意見に同意を示した。

　それから洗せん髪ぱつを終えて、店長と嫁よめの二人がかりで乾かわかした髪かみに一年近く使っていない整せい髪はつ料りようを塗ぬりつけられて、整えられる。そうして頭を弄いじられていると据すわりが悪く、カナの身体からだが左右に忙しなく揺ゆれる。しかし今回は出てきた嫁にさりげなく身体を固定されて、されるがままだった。

　あれこれと弄くり終えてから立ち上がったカナに、妹が別れの挨あい拶さつの代わりとして忠ちゆう告こくする。

「さっきの話だけど、手に負おえない問題が降りかかったら兄に頼たよっていいと思うよ。手て前まえ味み噌そになるけど、あの人は顔とコネと行動力が毛もう利りの三さん本ぼん矢やの如ごとしだからね」

「問題、って言われても漠ばく然ぜんとしすぎてません？　なに系けいの問題を解決してくれるのかな」

「なんでもさ」

「はぁ」

「きみは気のない返事が多いな」

　会ったばかりの他人にも無む気き力りよくを指し摘てきされる。ないけどさぁ、とカナがせっかく整えた頭をすぐに掻かいた。カナの日常から考えれば、今日こうしているのは十じゆう分ぶんに問題だった。

　拳けん銃じゆうを拾ったことも大きな問題だったが、鵜う呑のみにして相そう談だんする気はなかった。

　外に出てから、ギャッピーがカナの正面に回る。切り揃そろった髪かみを指で撫なでてから、微笑ほほえんだ。

「うん。少し昔むかしに戻った」

　カナにとって、言われて嬉うれしい褒ほめ言こと葉ばではなかった。だからつい、捻ひねくれる。

「退たい化かしてるってこと？」

「新しくなるから正解、ってわけじゃないわ」

　パジャマの入った軽い紙袋を受け取って、ギャッピーの後についていく。

「お嬢じようさん、そこらへんの喫きつ茶さ店てんでお茶でもどうです。疲つかれたよ、足が棒ぼうだよ、アシボーだ」

「金もないのによく誘さそうわね。次は面めん接せつ。三日経たったら元もとのパジャマ娘むすめに戻るもの、綺き麗れいな内に行っておかないと」

　まるで毛け並なみを揃そろえた後の犬いぬを扱あつかうようだった。三日経てば汚くなると言いたいらしい。

「せめて近いとこに面接行かせてよ。もうくたくただし」

「大だい丈じよう夫ぶ、デパ地下の売り子だから。新しい店てん舗ぽのとこが人ひと手で足たりないって言ってたから、そこに紹しよう介かいする」

「へー。食べ物屋かぁ……」

　高校時代、ドーナツ屋でバイトをして余あまりものを貰もらって食べ過すぎて気持ち悪くなった日を思い出し、「うぇっぷ」と口を押さえる。そしてそのまま連れられて歩いていると売られに行く気分だったのでカナはつい、ドナドナをぼそぼそと歌い始めた。
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　短たん縮しゆく授業の日につ程ていが終わって、帰るのを待まつだけとなった小学生たちは夜を迎えた虫のように騒そう々ぞうしかった。各々が賑にぎやかな声をあげて、午後の予定を立てている。その浮かれた空気は美み鈴すずも例外ではない。机つくえに置いたランドセルを抱きしめて、その中に無む造ぞう作さに転がっている拳けん銃じゆうを思ってニコニコとしていた。隣となりに座すわる男子が妙みようなものを見る目となっているが、それにも気づいていなかった。

　担たん任にんである篠しの崎ざき達たつ郎ろうが手を叩たたいて、「静かにしろー」と呼びかける。腫はれた頬ほおが邪じや魔まするのか、喋しやべりづらそうにしている。その膨ふくれ面つらがおかしくて、生徒は笑ったままだ。篠崎達郎も自じ覚かくはあるらしく、バツが悪そうな顔で湿しつ布ぷに触ふれる。遠くに目をやり、不安げな目つきを一いつ瞬しゆん見せるが、すぐに教師の顔に戻った。

「今週はこれで終わりだが、遊びすぎて宿題を忘れないようにな」

　そう言って、忘れそうな生徒を順々に、思わせぶりな目で睨にらむ。その中には美鈴も入っていた。美鈴は笑うだけだ。篠崎達郎は呆あきれたように息いきを吐はきつつも、「話は終わり」と手を打った。

　その宣せん言げんと同時に、入り口に近い生徒から勇いさんで廊ろう下かへ飛び出した。金かな切きり声のようなものをあげる男子までいる。その喜よろこび方に篠崎達郎は苦く笑しようする他ない。だがすぐ、窓まどの方にまた暗い目を向けた。不安に苛いら立だつように脇わき腹ばらを服の上から掻かいて、歯は軋ぎしりをこぼした。

　美鈴もすぐに教室を出てしまったので、そうした篠崎達郎の焦しよう燥そうに気づくことはなかった。同どう級きゆう生せいと芋いも洗あらいか団だん子ご状じよう態たいになりながら階段を下りていく。明日から土曜日ということもあって、ただでさえ半日授業はみんな浮かれるというのに、今日は格別だった。

　靴くつを履はいて校こう舎しやから出た後は、裏うら門もんから敷しき地ち外がいに出る。そこから美鈴は通学路を無む視しして家とは正反対の方角、名な古ご屋や駅えきの方へ向かう。駅で時間を潰つぶして、小こ泉いずみ明あ日す香かが電車で帰ってくるのを待つだけだった。帰ってくる時間は調べてあるので、小泉明日香がよっぽど道みち草くさを食わなければ、長々と待ちぼうけを食らうことはない。待たせるなよと、一方的に呟つぶやく。

　他の同級生に混じりながら学校から離はなれて、集団で信号待ちに引っかかる。専門学校付近の交差点で、そこは駅前の大きな通りとなっている。向かいにある店はケータイショップで、その周しゆう辺へんには時々ホームレスが寝ね転ころんでいるので、学校では駅に寄り道してはいけないと言われていた。母親からもよく注ちゆう意いされる。勿もち論ろん、美鈴はそれらの言いつけを守る子供ではない。

　向かい側に立つ緑みどり色いろの帽ぼう子しを被かぶった青年の視し線せんを感じて、美鈴が目を向ける。青年は美鈴が見つめ返してきても動じる様よう子すもなく、ゆったりとした仕し草ぐさでまた歩き出す。信号を待っていたはずなのに、まったく別の方向へ行ってしまった。美鈴は首を傾かしげる。

　知っている人だったのだろうか。思い出そうとしてみるが、まったく心当たりがない。だが視し線せんにはなにかしら、特別なものを感じた。知らない人からの異い質しつな視線。

　そう考えて、美み鈴すずがハッと顔を上げる。

「もしかして、へんたい？　なんとかこんってやつ？」
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　なんて危ないんだ。自分のことを棚たなに上げて、美鈴が怯おびえる。

　今の顔をよく覚えておくことにした。しかし帽ぼう子しの印いん象しようの方が強く、『緑の帽子の人』としか覚えられなかった。

　信号が変わる。美鈴は走って渡るが、それだけで汗あせが背中に滲にじんできた。そのまま駅えきの外を歩いて銀時計の方まで向かうと暑いので、駅構内の端はしからソフマップへ入る。大型電気店の中は五月下げ旬じゆんから早くも冷れい房ぼうを稼か働どうさせているのだ。ガチャガチャコーナーの前を通り、買い取り客専用と書かれた休きゆう憩けいスペースのソファに座すわりこむ。買い取り用のカウンターが五つほど並んでいるそこは一いつ般ぱん客きやくの利用がお断りとされているが、律りち儀ぎに守っている客はほとんどいない。

　美鈴の他にも、置いてあるマッサージチェアに座りこむ会社員や、大量の同じゲームソフトを売りに来ている男が座っていた。時間が早いこともあり、ランドセルを背せ負おう美鈴にどちらも一いち瞥べつをくれるがなにも言ってはこない。他人に一々口を出すような大人など滅めつ多たにいないのだ。美鈴はそれを理解しているから、堂々と伸びをして、その時を待まつ。
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『今気づいたけど、お前ってなんでも遅おそいよな』

　小学校からの帰り道、いつの間にか後ろにいた小こ泉いずみ明あ日す香かに祐ゆう貴きが指し摘てきする。小泉明日香は無む言ごんながらも膨ふくれ面つらとなり、足を忙せわしなく動かして祐貴の隣となりに並ぶ。中学年になって、一いつ緒しよに帰っていると冷やかされるようなときもあったが、祐貴と小泉明日香はその日も一緒だった。

『ユーキーの方が背は高いから』

　小泉明日香は独特の発音で祐貴の名前を呼ぶ。ユーで上へ、キーが下に発音するため、名前とは思いがたいユーモラスな呼びかけとなっている。学校の中では、小泉明日香はほとんど誰だれとも喋しやべらないし、祐貴の側にも寄ってこないので周まわりには知られていなかった。

『こないだ、身しん長ちよう測はかったんだろ？　おっきくなってたか？』

『ぜんぜん。腕うで立たていっぱいしたけどかわんなかった』

　腕立て関係ないだろ、と祐貴が呆あきれる。誰にそんな噓うそを吹ふき込まれたんだと思ったが、思い返してみると犯はん人にんは近くにいた。祐貴である。祐貴はさほど背が高いわけでもないが、小泉明日香よりは長ちよう身しんである。なんで背が伸びたか聞かれて、答えに困り、適てき当とうなことを言ったのだ。

　前回は寝ねるとき、足を伸ばすようにしていると教えた。そのときは『足つった』と訴うつたえていたのに、まったく懲こりない。そして祐貴にも多た少しようの罪ざい悪あく感かんが芽め生ばえる。

『まーでも、無理して伸びなくてもいいじゃん？』

『やだよ。早くならないと、追いつけないし。早く歩くの疲つかれるから』

　追いつけない、という言こと葉ばに祐貴がハッとする。

　それは祐貴が、友人たちに常つね々づね持っている思いだった。不ふ思し議ぎに、皮ひ肉にくに大たい成せいしていく友人たちに追いつくことの叶かなわない祐貴は、小泉明日香の心しん境きようを別の解かい釈しやくで痛つう感かんする。

　その刺し激げきに弱った部分から、隠かくしている本ほん音ねが漏もれた。

『遅くていいんだ。おれをおいてかないでくれ』

　祐貴の願いに、小泉明日香の目が丸くなる。意味が分からないようだ。祐貴としては分からないままでいてほしいので、黙だまって首を横に振る。祐貴にとって、友人はできる度たびにすぐいなくなるものだ。たとえ相あい手てが友達だと思っても、祐貴は思い続けることができない。

　才さい能のうによって生まれる小高い壁かべを乗り越こえられるのは、その才能を持った者だけなのだ。よじ上っていくら祐貴を見下ろしても、祐貴はその壁を越えて友人の手を掴つかむことはできない。

　祐貴はなにもないからこそ、孤こ独どくに陥おちいる。その孤独の側に、小泉明日香がいた。

　祐貴はそれを大事にしたいと決意する。守りたいと思っている。離はなれてほしくないと願う。

　そして大事にできると思っていた。守れると信じていた。離はなれることもないと感じていた。だが祐ゆう貴きの背は、大人まで含めれば高いものではない。見えていないものがまだたくさんある子供であることを知るのは、それから数年後だった。

「………………………………………」

　団だん地ちの階かい段だんを上がっている途と中ちゆうで、目が覚めた。

　内ない臓ぞうがストレスで引き締しまり、喉のどはカラカラで、鼻も乾かわききっていた。下した唇くちびるの裏うらを無む意い識しきに舐なめると、水みず気けが足たりなくてざらざらとしている。最低の寝ね起おきだった。

　夢ゆめに細さい部ぶまで侵しん食しよくされて、息いき苦ぐるしい。

　昼下がりの授業中、意い識しきの途と切ぎれていた祐貴が見たものは悪い夢ゆめだった。

　現実の延えん長ちよう線せん上じようにありながら、触ふれることの決してできないもの。

　祐貴にとって、過か去ことは思い出ではない。夢にすぎなかった。
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　黒くろ田だ雪ゆき路じの逃げ出してからの教室は浮き足立ち、講こう義ぎにならなかった。雑ざつ談だんに明け暮くれて、一いつ向こうに手が進まなくなる。緑みどり川かわはそうした空気を感じ取って、時間より少し早く今回の講義を終わらせた。それについて残念そうな顔をしたのは、姫ひめ路じぐらいだった。

　教材を片づけながら、緑川はあの男について悩なやむ。得え体たいの知れない男が紛まぎれこんでいたことを、ビルの管理人に報ほう告こくするか迷まよっていた。口べたなので、説明できるか不安だったのだ。

「先生、次回もよろしくお願いします」

　姫路が帰り際ぎわ、緑川に挨あい拶さつしてきた。「ん、うん」と愛あい想そのない緑川に対して、姫路は明めい朗ろうな笑え顔がおで頭を下げた。それから雅みやびな格かつ好こうに似に合あわず、ばたばたと駆かけて出ていった。

「……先生っていうのも、アレ。うん、アレだ」

　本人にしか納なつ得とくできないまま、ぶつぶつと何事かを呟つぶやく。最後まで語るものはアレだった。

　汗あせで額ひたいに張りつく前まえ髪がみを指で梳すいた後、教室にまだ残っている顔を見る。先さき程ほどの侵しん入にゆう者しやは、特に主しゆ婦ふ層そうの受講者の間で噂うわさになっている。これならどこかを経けい由ゆして広がり、お偉えらいさんの耳に届くだろうと丸投げして、教室を出た。鍵かぎは次の講こう義ぎがあるのでそのままにしてある。

　出た途と端たん、横から青色が飛び出してきた。

「お疲つかれ様でした」

　弟で子しだった。新しん城じよう雅まさ貴きという名めい刺しを持つ男が、いつの間にか戻ってきていた。差し出すタオルまで青色というその徹てつ底ていした男からそれを受け取り、まずは額ひたいの汗あせを髪かみごと拭ふいた。

「今帰ってきたの？」

「あ、いえ。途と中ちゆうで戻ってきてはいたんですが。いやまぁ、ははは」

　ごまかすように新城が目め尻じりを掻かく。聞かれたくないなにかがあるようだった。

　だからどこへ行っていたのかについては尋たずねないで、緑みどり川かわが歩き出す。ついでに歩く最さい中ちゆう、タオルをまた頭に巻いた。巻かないと落ち着かないようだ。

　新城も横に並ぶ。新城は背が高いため、一いつ緒しよに歩くとその影かげに頭を押さえつけられるようで、緑川は居い心ごこ地ちがよくない。新城はそれに気づいていないようで、いつも横に並んでしまう。

「どうでした、今回の講義は」

「普通。でも上う手まくいかなかった」

「それが普通では困りますねぇ……上手くいかなかったというと？」

　新城は教室の状じよう況きようを見ていなかったらしく、なにも知らない様よう子すだった。階段を下りてビルを出た後に、緑川が怪あやしい男について説明する。

「受じゆ講こう者しやじゃない男が紛まぎれて座すわっていた。で、ばれたら走って逃げた」

　ついでにそこの歩道で歯はの浮くようなことを言い出した、という点については黙だまっておいた。台詞せりふの再さい現げんを求められるのが嫌いやだったからだ。話を聞いて、新城の顔つきが険けわしくなる。

「警けい察さつに通つう報ほうしますか？」

「え。別に、いいよ。面めん倒どうだし」

　緑川が手を横に振る。大おお事ごとにする気はなかった。新城は顎あごに手をやり、唸うなっている。

「でも、師し匠しようが誰だれかに狙ねらわれているかもしれませんからね」

「まさか」

　一いつ笑しように付ふした。冴さえない陶とう芸げい家かなど誰が気にかけるものかと、緑川は新城の心配などまったく相あい手てにしない。自分がそこまで人に意い識しきされることもないと思っているのだ。

　新城は納なつ得とくがいっていないらしく、難むずかしい顔つきのままだ。緑川は前だけを向いていて、その表情を気にも留とめない。緑川の人付き合いの悪さは、そうした無む関かん心しんの部分にあった。

「この後の予定は？」

「個こ展てんの会場に顔だけ出して挨あい拶さつした後、帰る」

　横断歩道を渡りながら緑川が答える。「分かりました」と頷うなずく新城は、そこでようやくいつもの爽さわやかな顔つきに戻った。その引っかかるものを感じさせない、するりと心を抜けるような笑え顔がおは緑川にとって、胡う散さん臭くさい仮か面めんにしか映らない。

「あんた、なんで私の弟で子しやってるの？」

　少し唐とう突とつに緑みどり川かわが尋たずねる。新しん城じようはその『いきなり』にも慣なれているのか、すぐに対たい応おうした。

「師し匠しようの作品のファンだからですよ、当たり前じゃないですか」

「そう」

　緑川が流す。だが数すう歩ほ進んだところで、新城を見上げた。

「あんたは噓うそをつくときに笑わない方がいい。分かりやすいから」

　緑川なりに気を遣つかった忠ちゆう告こくのつもりだった。それに対して「善ぜん処しよします」と、やはり変わらない笑い顔を晒さらして新城が応こたえる。糠ぬかに釘くぎを打ちこむような、手て応ごたえのない男だ。

　だからなにも教え甲が斐いがないのだと、緑川が舌した打うちをこぼした。
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「今の子、なかなかに美女だったなぁ」

　太た郎ろうが美女と評ひようした先にいたのは、青いランドセルを背せ負おった女の子である。言い間ま違ちがいでもなんでもなく、太郎にとっては『結けつ婚こん適てき齢れい期き』の女性なのだ。視し線せんに気づかれたので離はなれて、遠回りしながら居い酒ざか屋やに向かった。世間が自分のような者に厳きびしいのは、太郎としても重じゆう々じゆう承しよう知ちして、身みに染しみていた。だが太郎はあるがままを尊そん重ちようし、自みずからを貫つらぬく。

　先さき程ほど渡ろうとしていた横断歩道を遠回りに越こえてから、聞きこみをしたコンビニ、専門学校の前を抜けて更さらにずっと進んだ先にあるビルの１Ｆに、その居酒屋はある。赤色の提灯ちようちんが屋根の下で揺ゆれていて、いかにもという雰ふん囲い気きだ。作り自体はビルの一部なため、壁かべや外がい見けんに古ふる臭くさい印いん象しようはない。店の置き看かん板ばんだけが汚れきっていた。

　居酒屋から真まっ直すぐ歩くと駅えきに着く。その間に例の駐ちゆう車しや場じようの前も通るので、篠しの崎ざき達たつ郎ろうはそこで酔よっぱらいと絡からんだのだろう。若者が相あい手てというのも、専門学校の外で集団を作って煙草たばこを吸すう連中を見かけるとあり得ると思ってしまった。

　営業時間外なので開くとは期待していなかったが、電でん源げんの入っていない自動扉とびらは簡かん単たんにスライドした。正面から右手にあるカウンターの奥に座すわっていた中年の目が、ぎろりと動く。

「ごめんください」

　白髪しらが頭あたまの中年に、太た郎ろうが声をかける。中年が頭を動かすと、雪ゆきが溶とけるようだった。

　口の方は固く結むすんで動かない。見み慣なれない客である太郎を警けい戒かいしている素そ振ぶりだった。

　太郎も返事が来るまでは、それ以上なにも言おうとしない。店内を見回す。カウンター席せきが六つに、テーブル席が三つ。さして大きい店ではない。目を惹ひくものとしては、飲料を保存する冷れい蔵ぞう庫この奥にポ○ションが置かれていた。透すき通るような青色が目に眩まぶしい。何年ものだよと、太郎が懐なつかしさに目を細める。

「うちは食堂じゃないぞ」

　中年がようやく口を開く。太郎は脱だつ帽ぼうしてから、用よう件けんを述のべる。

「ちょっとお尋たずねしたいことがありまして」

　中年の返事はすぐにない。太郎はそれを待またずに質しつ問もんした。

「篠しの崎ざき達たつ郎ろうさんをご存じですか？」

「……まず名前と職しよく業ぎようでも名乗ったらどうだい。人になにか聞く前にな」

　もっともなことを指し摘てきされる。太郎も普ふ段だんなら必かならず先に名乗るし、名めい刺しも出す。だが時と場合によっては無ぶ礼れいも働はたらく。今回、敢あえて最初にその名前を出したのは相手の反応を窺うかがうためだ。

　依い頼らい主ぬしの篠崎達郎は太郎に隠かくしていることがある。それを確かく信しんしているからこそ、篠崎達郎と、それに繋つながるものを信用せず行動するという方ほう針しんを立てている。この居い酒ざか屋やの店てん主しゆらしき人物に対しても同どう様ようだった。それ故ゆえ、小こ細ざい工くを弄ろうするのは好すかないが揺ゆさぶりもかける。

　店主の反はん応のうは慎しん重ちようで、こちらの素す性じようによって、出で方かたを決める腹はらづもりなのだろう。

　太郎も出方に迷まようが、探たん偵ていでは警戒を強めそうなので詐さ称しようすることにした。

「申もうし遅おくれました。僕は鹿しか西にし均ひとし、篠崎さんの同どう僚りようです」

　使った偽ぎ名めいは過か去この依頼者の名前だった。篠崎達郎の職業が小学校の教員だとは聞いているので、本当に同僚ならどれだけいいかと太郎は内ない心しん、歯は軋ぎしりをこぼしていた。

「と、言われてもな……客の名前なんか一々覚えてないぞ」

　店主が迷めい惑わくそうな顔で答える。太郎は愛あい想そ良く笑いながら、カマをかける。

「仲なかがいいと本人から聞いたんですが」

「相あい手てがそう思っているだけじゃあないのか」

　店主の言い分は否ひ定ていとしては弱い。

　同僚だったら本人に聞けばいいだろ。太郎ならそう突つっぱねた。

「じゃあ質しつ問もんを変えます。昨日きのう、落とし物がありませんでした？」

「落とし物？」

「こんなのですけど」

　紙でできた銃じゆうを店てん主しゆに山なりに放る。店主の目の色が変わり、仰ぎよう々ぎようしくそれを受け止める。手のひらに載のったところで、その重みからそれが本物ではないと気づいたらしい。

　しかしその露ろ骨こつな反応から、太た郎ろうは色々と思うところが増えた。

「落とし物も弾たまは出ませんよ、玩具おもちやです。で、ありませんでしたか？」

　店主の太郎を見る目つきが変化する。青信号が赤へと変わるように、警けい戒かいを強めて。

「いや、そんなものはなかった」

「そうですか……」

　そんな簡かん単たんに行くはずないか、と太郎が期待もしていなかったことを表面上、残念がる。

「お前、なんなんだ？　同どう僚りようなんて噓うそだろう」

「そちらが正直に話してくれるなら、僕も噓をつくのは止めますよ」

　お互たがいに、あれが噓、これが正しいと境きよう界かいを作らずに曖あい昧まいな受け答えとなる。

　近寄って、紙の銃を返してもらう。投げ捨てるように手放したそれをジュラルミンケースにしまった後、太郎は少しの間を置いてから本ほん命めいの質しつ問もんをぶつけてみた。

「一つ答えてほしいんですけど。篠しの崎ざき達たつ郎ろうさん、楽しそうに飲んでいましたか？」

　太郎の質問に、苦にがい顔のまま店主は考え込む。ややあってから、重苦しく頷うなずいた。

「悲ひ痛つうそうな顔では、なかったな」

「ふむふむ。こんなもん持って楽しく飲むってことは、邪よこしまな動機が……」

「ちゃーっす」

　頭にタオルを巻いた男が入ってきた。暑いためか上着は脱ぬいで、夏なつ服ふくの学生のような格かつ好こうだ。

　店主とは顔かお馴な染じみらしく、親しげな顔で近づいてくる。

「あれ、先せん客きやくがいるのかな。ここランチもやるようになったの？」

　その男が太郎を一いち瞥べつする。太郎は目があって、妙みような既き視し感かんめいたものを覚えた。会ったことは確かく実じつにないが、なにかを感じる。そのせいで声を出すのが一いつ拍ぱく遅おくれた。

「あぁ、急ぎの用でもないしどうぞ」

　男に場所を譲ゆずる。人に聞かれて愉ゆ快かいな話でもないので、先に済すませて帰らせるか、離はなれてもらうことにした。「悪いね」と男が遠えん慮りよなく空あいたそこへと移動する。

「酒も飲めないやつがなにしに来た」

　店主が低い声で用よう件けんを尋たずねると男が写真を見せる。脇わきに一歩引いた太郎もその写真に目をやった。写真には壺つぼが写っている。芸げい術じゆつ的てきな素そ養ようはないので、その壺の価か値ちや名めい声せいについては想像もつかない。店主も壺に惹ひかれる様よう子すはなく、訝いぶかしそうにしていた。

「お前、骨こつ董とう業ぎよう者しやでも始めたのか？」

「ちゃうちゃう。ここのお客さんにさ、こういう壺とか陶とう芸げい、芸げい術じゆつに詳くわしい人いただろ？　その人に話を聞いてみたいんだよ。今日、明日でもいいけど。来たとき聞いてみてよ」

　男が早はや口くちで依い頼らいする。太郎はそれを聞いて、事務所の所長が、そうした方面に詳しいことを思い出す。探たん偵てい業ぎようには疎うとい割わりに、わりかしどうでもよい知ち識しきが豊ほう富ふな上じよう司しなのだ。

「おっと」

　電話がかかってきたので、太た郎ろうが店の外へ出る。そして携けい帯たい電話を取り出す。

　携帯電話にはサファイアでできた魚のストラップがぶら下がっている。

「おや、仕事中に珍めずらしい」

　太郎の同どう居きよ人にんである少女からの電話だった。嬉き々きとして出てみる。

『ルイージ、やっほー。今日は駅えきにいるんでしょ？』

　同居人は太郎のことをルイージと呼ぶ。緑みどり色いろの帽ぼう子しから連想された、安あん直ちよくなあだ名だった。

「正確には駅の周まわりね。どうしたの？」

『帰りにデパ地下でケーキ買ってきて。偶たまにはお饅まん頭じゆうよりケーキがいい』

「ケーキ？　うぅん、ケーキかぁ」

『んん？　文もん句くあるの？』

「いや、たくさん買っても最後は僕が全部食べる羽は目めになるからなーと」

『今回は大だい丈じよう夫ぶよ』

　なんの根こん拠きよもなく言いきってくる。太郎は苦にが笑いをこぼしつつ、「分かったよ」と了りよう承しようした。

「ついでにケーキの中に婚こん約やく指ゆび輪わとかサプライズに入れておこうか？」

『きゃー、死んでー』

　電話を切られた。太郎は電話をしまいながら、「そりゃそうだ」と頷うなずく。

「教えちゃあサプライズじゃないしな」

　探偵の割に着ちやく眼がん点てんは悪く、しかし愚ぐ直ちよくに前向きな男だった。

　他の男が壺つぼの話をしているのを横で聞いていても意味がないので、太郎は居い酒ざか屋やの中に戻らず引き返すことにした。途と中ちゆう、専門学校の前の交差点で信号待まちに引っかかる。

　日の下で帽子のツバを弄いじりながら待っていると、後ろから駆かけ足が近づいてきた。その音が、振り向く前に太郎の隣となりにやってくる。

「よぅ。俺、黒くろ田だ」

「え？　あぁどうも、花はな咲さきです」

　親しげに後ろから肩を叩たたいて並んだのは、先さき程ほどのタオルを巻いた男だ。用事を済すませてきたのか、手もとから写真がなくなっている。代わりに上着を着て、軽く汗あせを浮かべていた。

　なんだこいつ、と太郎が愛あい想そ笑いの奥で訝いぶかしむ。

　青信号になっても太郎の隣を歩いて、自分のペースで進もうとしない。

「なにか用ですか？」

　耐たえかねて用よう件けんを尋たずねると、「いや別に」と黒田が肩をすくめる。

「でもね、一ひと目め見てピンときた。きみとは友達になれそうだ」

「そうかな」

「そうとも。俺の勘かんはよく当たるんだ」

　太た郎ろうはそこで、自じ称しよう友人である『殺し屋』を思い出す。馴なれ馴れしい態たい度どや、最初から友達面づらして接してくる部分がよく似にていた。そしてそうなると太郎としては、憂ゆう鬱うつになる。

　こういうのは人当たりがいいのではなく、単たんに図ずう々ずうしく、太ふて々ぶてしいだけなのだ。

　乗り気な黒くろ田だと、冴さえない顔の太郎が対たい照しよう的てきなまま、同じ道を行く。
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　自分はどこかでなにかを間ま違ちがえているんだろうなぁという感かん覚かくが、黒田には常つね々づねつきまとう。人を殺して営いとなまれる生活は、黒田にとって少なくとも正しいとは到とう底てい思えない。しかし、そこにしか生きる道がないと思いこんでいる時点で、自分はこの世界の袋ふくろ小路こうじにいるのだと、黒田は理解していた。

「酔よってもいないのに、酔っぱらいみたいなこと言うんだな」

　殺し屋の部分だけ省はぶいて語った感想として、花はな咲さきの一ひと言ことは少々の辛しん辣らつさがめだった。駅えきへと向かう花咲の横に並んで、黒田も目的はないが一いつ緒しよに歩いていた。

「昼間から居い酒ざか屋やに行くぐらいだからな！　ナチュラルハイってやつ？」

「聞かれても」

　花咲の受け答えは淡たん々たんとしている。そうこうしている間に、コンビニの前を通りすぎた。

「ところできみってなんの仕事？　昼間にふらふら歩いているなんて羨うらやましいね」

「あんたも同じに見えるが……僕はヤキトリ売りだよ」

　太た郎ろうが堂々と答える。黒くろ田だが訝いぶかしむ間も与えず、仕事の内容を語った。

「居い酒ざか屋やを回って、串くしに刺ささったヤキトリを売りこむ仕事さ。営業マンってやつ」

「ああ、チェーン店のヤキトリみてーなのを売ってるわけか。暑いのにご苦労さん」

「だろう？　今回も断られて無む駄だ足あしだったよ。これだから頑がん固こな爺じいさんは困るよね」

　二人が朗ほがらかに、しかしどこか白しら々じらしく笑い合う。

「そちらさんは、あの壺つぼはなんだい」

　太郎が尋たずね返してくる。黒田も同どう様ように迷まよわないで胸むねを張り、噓うそで着き飾かざった。

「実は俺、探たん偵ていなんだよ」

「……へぇー。面おも白しろい仕事してるんだな」

「だろう？　あの壺の持ち主ぬしを探さがしてくれとか頼たのまれてさ。美び術じゆつ商しように頼めって話だよ」

「ほんとだよなぁ」

　太郎の同意は軽けい快かいで、好こう青せい年ねんを気取る。黒田もそれを受けて白い歯を見せるように笑うが、お互たがいに相手の言い分などまるで信じていないのは明めい白はくだった。

　専門学校の前で、また大通りの信号待まちに引っかかる。花咲はその周しゆう辺へんを、なにか探すように首を巡めぐらせている。黒田はそれとなくその横顔を観察して、当たり障さわりのないことを尋ねる。

「どこ行く気なんだ？」

「お姫ひめ様さまがデパ地下のケーキをご所しよ望もうなんだ」

「彼女がいるのか。羨うらやましいなぁ」

「はっはっは。やらんぞ」

「いらんぞ。そういや、居酒屋では鹿しか西にしじゃなかった？　花はな咲さきさん」

　なんてことない流れに乗って、黒田が唐とう突とつに『攻こう撃げき』を開始する。

　大型自動車の到とう来らいによって、二人の会話は強きよう制せい的てきに途と切ぎれる。その騒そう々ぞうしい音が過すぎ去さってから、花咲は前を向いたまま、端たん的てきに黒田を批ひ判はんした。

「探偵だからって盗ぬすみ聞きが許されるとでも？」

「許されるんじゃないかな」

「かもねぇ」

　花咲が思わせぶりに同意して、肩を揺ゆする。黒田も飄ひよう々ひようとした態たい度どのまま、頬ほおをつりあげる。

　意い図としたわけではないが偶ぐう然ぜん居い合あわせたことで、黒田は花咲と店てん主しゆの会話を外で聞いていた。その中で花咲が拳けん銃じゆうの模も型けいのようなものを取り出したことで、接せつ触しよくを試こころみることを決めた。

　拳銃探して、なにがヤキトリ売りだと口の中で毒どくづく。

「どっちがきみの名前なわけ？」

「どっちも違ちがうよ。これは名みよう字じだ」

「わははは」

　思わず道路へ突つき飛ばしたくなるほど腹はらの立つ返事だった。だが黒田はそうした花咲のつれなさを、むしろ好このましく感じる。相あい手てにされないほど絡からみたくなる性しよう分ぶんだった。

　花はな咲さきが信号を見み計はからって、青になる前に歩き出す。黒くろ田だは迷まようことなく一いつ緒しよに前へ出た。

「篠しの崎ざきたっちゃんがなくしたやつって本当に玩具おもちやなわけ？」

　まるで友人同どう士しの共通な話題のように、黒田が質しつ問もんする。花咲は鬱うつ陶とうしそうに眉まゆを寄せた。

「ヤキトリ売ることと関係ないからどうでもいいよ」

「きみとヤキトリに関係があるのかも怪あやしいもんだがね」

「鳥とり肉にく美お味いしいから好すきだよ」

「じゃあ俺も鳥肉と友達だやったー。……で？」

「なにが？」

「どうなのかなって。篠崎さんだよ」

　名前に聞き覚えはなく、年ねん齢れいも不明なのでコロコロと呼び方が変わる。花咲は無む視しして交差点を渡り、道なりに進んでソフマップの方へと向かう。黒田もまだ後についていく。

「なぁなぁ、ひょっとしてきみ、探たん偵ていかなにか？」

　花咲がようやく反はん応のうする。駐ちゆう車しや場じよう脇わきの酒さか屋やの前で黒田に振り向いて、肩をすくめた。

「人の話を聞かないやつだな。ヤキトリ屋さんだよ」

　仕事の内容が微び妙みように変わっている。売る方から焼く方になっていた。

「話は聞くが、噓うそは精せい神しん衛えい生せい上じよう聞き流すことにしている。いや、人のなくしたものを代わりに探さがすのって探偵の仕事じゃないか。それにきみの帽ぼう子しとかそれっぽくない？」

「こんなものを根こん拠きよにされてもな。じゃあそっちは工事現場か？」

　花咲の目め線せんが黒田の頭のタオルに行く。土汚れのめだつタオルの端はしを摘つまんで、黒田が笑った。

「そこは陶とう芸げい科かの先生といってほしいな」

　そろそろ化かし合いの引き際ぎわも頃ころ合あいかと思い、黒田が顔の前で、右手で拳けん銃じゆうの形を作る。花咲はその指の先せん端たんを見て、溜ため息いきを吐つく。

「さっきのこれ、見つけたら教えるから連絡先を交こう換かんしよう」

「嫌いやに決まっているだろ。僕は美人と仕事の番号以外は登とう録ろくしたくない」

　シッシと、花咲が手で追い払はらう仕し草ぐさを見せる。黒田は歯を見せて笑い、無む理り強じいはしない。

「あ、そ。それじゃあ、ケーキ買うならいいとこ教えてやるよ。そこ、プリンの方が有ゆう名めいだけどケーキも美う味まいよ」

　そう前置きして、黒田が店てん名めいを伝つたえる。

「参考にさせてもらう」

　態たい度どが一いつ貫かんして硬かたい花咲に、黒田は最後まで友達面づらの象しよう徴ちようたる厚かましい笑え顔がおを固こ持じした。

　一方的に手を盛大に振って別れながら、黒田が忘れないようにと反はん芻すうする。

「篠崎ね。篠崎達たつ郎ろう」

　機き会かいがあれば、参考にさせてもらおう。







[image: 岩谷カナ]

　ギャッピーに連れられた先で、カナはめいっぱいの甘あまい香かおりを吸いこむ。和わ菓が子しと洋よう菓が子しの売り場が明確に区別して配置されている地ち下か街がいの中で、カナが出会ったのはバターと砂さ糖とうの濃のう厚こうな匂においだった。カナの鼻がひくひくと動くのを見て、「犬いぬだわ」とギャッピーが呟つぶやいた。

　その売り場では丁ちよう度ど、青年と少女がロールケーキとプリンを買っていくところだった。癖くせ毛げの少女は唇くちびるを尖とがらせたまま青年の腕うでを掴つかんでいる。一方、中ちゆう性せい的てきな顔立ちの青年は財さい布ふがもう空からであることを仕し草ぐさで強きよう調ちようしながら、上りのエスカレーターの方へと去さっていった。

「ああいう客にいらっしゃいませー、ありがとうございましたーってちゃんと言うのよ」

　ギャッピーがペットに芸げいでも教えこむようにカナに指し導どうする。

「おっすっす」

「声出せる？　普ふ段だん喋しやべってないからって噎むせたりしないでよ」

「大だい丈じよう夫ぶだよー。部へ屋やで独ひとり言ごといっぱい喋ってるから」

　カナの得意げな顔と報ほう告こくを受けて、「それはそれで」とギャッピーが沈ちん痛つうな顔になる。

　売り子が一ひと息いきついたのを見み計はからい、ギャッピーがショーケースの前に移動する。売り子は営業用の挨あい拶さつを口にしかけたが、ギャッピーの顔を見て「あらこんにちは」と顔をほころばせる。

「こんにちは。ねぇ例のバイトなんだけど。この子、使ってみてくれない？」

　ギャッピーがカナを前へ突つき出す。首から手を離はなして、自分で立たせる。カナも友人の紹しよう介かいである以上、最初からその面子めんつを潰つぶさないために背せ筋すじを伸ばした。

「しゃーす」

　しかし挨拶は緩ゆるい。中年の売り子が、色の濃こい唇と紫むらさき色いろに染まった目もとを曲げる。

「妹さん？」

「ううん、友達。見た目はなかなかだし、指示さえすれば真ま面じ目めに動くと思うから。これこいつの履り歴れき書しよ」

「指し示じ待まち人間です、がんばります」

　後半は心にもなかったが、つらつらと口から出る。余よ計けいなことは言わなくていいとばかりに、ギャッピーがカナの後ろ髪がみを軽く引っ張る。手た綱づなを引っ張られる馬の気分で、「うぎゃ」と鳴く。

　売り子は受け取った履歴書に目を通さずに棚たなに置く。

「ふぅん。まだ採さい用ようの予定もないし、あんたの推すい薦せんなら構わないけど」

　売り子がカナを見つめる。カナはさし当たって笑え顔がおとなり、受け入れられようと努つとめる。

「にっこり」

「なんでも口に出さなくていいの」

　またギャッピーが叱しかる。妹どころか、娘むすめのようだった。

「名前は？」

「カナです。岩いわ谷やカナ」

　人に名乗るのも数ヶ月ぶりだった。それは出会いがないだけで、名前自体を嫌きらっているわけではない。むしろカナという名前は、眠いときも簡かん単たんに書けるので気に入っていた。

「そう、岩谷さん。じゃあ、明日から早さつ速そく出て来られる？」

「明日ですかぁ。えぇとスケジュール帳ちようを確かく認にんして、」

「大だい丈じよう夫ぶです、暇ひまですから」

　勿もつ体たいぶろうとするカナを無む視しして、ギャッピーが答えた。更さらにカナがそれを咎とがめる前にギャッピーが頭を押さえつけてしまう。しかも文もん句くを先読みされたように、発言への釘くぎを刺さされる。

「白はく紙しのスケジュール帳見てなにが楽しいの。じゃあこの子のこと、お願いします」

　言って、カナの頭を下げさせる。カナは多少の不満があったが、大人しくそれに従したがう。

　そんな二人のやり取りを見ていて、売り子が微笑ほほえましいものを見るような目で、誤ご解かいする。

「年下の子の世話までして、ほんと面めん倒どう見みいいわね」

「いえ、あの同どう級きゆう生せいです、一いち応おう」

　そう訂てい正せいを求めるカナの声は小さく、俯うつむいていて売り子に届かなかった。

「よし。私は仕事あるから、あんたも頑がん張ばるのよ」

「うんうん明日から。というわけでお家かえ、るー……」

　放ほう課か後ごを迎えて、喜よろこんで帰ろうとする小学生みたいなカナの眼がん前ぜんに手を突つき出して、ギャッピーが制する。ようやく解放されるかと思ったのに、カナにとっての束そく縛ばくはまだ続く。

「あんたは少しそこにいて仕事を学んでおきなさい。試験でもぶっつけ本番に弱いんだから」

　学生時代からの傾けい向こうを指し摘てきして、カナを黙だまらせる。「お願いします」とまた頭を下げてから、ギャッピーが小走りでエレベーターの方へ走っていった。ギャッピーの担たん当とうは６Ｆの婦ふ人じん服ふく売り場なので、エスカレーターで駆かけ上がるよりそちらの方が早いのだろう。

　一人残ったカナは友人を見送った後、「でへへ」と頭を掻かいてだらしなく笑う。売り子との距きよ離り感かんや、身みの置き場に困っているようだった。売り子はギャッピー同どう様よう、それなりに世せ話わ好ずきなのか「こっちに回っておいで」とカナを手て招まねきする。カナは指し示じ待まち人間という自じ称しようを実じつ践せんするように、ばたばたと走ってショーケースの向こうへと回った。

「確かあったでしょ」と、売り子が包み紙やメモ帳の置かれた棚たなの下側を漁あさる。輪ゴムやらハサミが乱らん雑ざつにしまってあるそこから、『研けん修しゆう中ちゆう』の名な札ふだを取り出した。それをカナに差し出してくる。カナはそれを胸むなもとに挟はさんでつけて、漫まん画が喫きつ茶さで働はたらきだした頃ころを思い出した。

「別にここでお菓か子し自じ体たいは作ってないから、特別な技ぎ術じゆつはいらないよ。でもずっと立ってないといけないし、品切れ商品の補ほ充じゆうとかもやるから売り時は大変なの。あんた大丈夫？」

「えぇはい、ぎゃっぴ……じゃなくて、友達の紹しよう介かいだし、がんばろうかなって」

　弱々しくはあるが、殊しゆ勝しような態たい度どを取る。しかし売り子には『二ヶ月ぐらい働はたらいたら辞やめてもいいかな』という内ない心しんを見抜かれているように、反応は芳かんばしくなかった。

　そうこうしている間に客がやってくる。昼前、カナがコンビニで見かけた緑みどり色いろの帽ぼう子しの男だった。売り子の背はい後ごの柱はしらに設置された水色の看かん板ばんを一いち瞥べつして、「ここか」と引き寄せられる。膝ひざに手をつきながら、ショーケースを覗のぞきこむ。

　カナはそれを一歩引いた位置から眺ながめて、「いらっしゃいませー」とぼそぼそ口にした。

　こんな感じ？　と売り子の顔を窺うかがう。評ひよう価かは溜ため息いきだった。

「見た目通りに覇は気きのない子だね」

「はぁ」

「勤きん務む中ちゆうにヨダレは垂たらさないでね」

　指し摘てきされたカナが口もとを服ふくの袖そでで拭ぬぐう。そうした仕し草ぐさが子供扱いされる所以ゆえんなのだが、幸さいわい、どこも濡ぬれていることはなかった。単たんに口が半開きなことを注意しただけなのだろう。

　カナだってわざと口を開いているわけではない。幼おさない頃ころからの癖くせなのだ。そしてやる気がないのもわざとではなく、出せるものならカナも出したいところではあった。それこそ拳けん銃じゆうをこめかみに突つきつけられても、奮ふるい立つことはないのかもしれないとカナは思う。

　緑帽子の男はプリンケーキとミルフィーユ、それにプリンを二つ注ちゆう文もんした。売り子がケーキ二つとプリンをショーケースの上に並べて、「ご注文の品はこの四点でよろしいでしょうか」と確かく認にんを取る。男が頷うなずくと、売り子が看板と同じ水色の箱はこを二つ用意する。一つは底に穴あなが空あいたプリン用、もう一つはケーキ用だ。そこにてきぱきと詰つめてから、男にまた確認する。

「タカシマヤカードと駐ちゆう車しや券けんはお持ちですか？」

「いえ」

「これちゃんと聞くように」

　売り子が接せつ客きやくついでにカナに教える。カナもデパ地下で買い物した経けい験けんはあるので知っていたが、両方関係ない人間からすれば答えるのが面めん倒どうなだけの質しつ問もんだった。

　男の方も同じような顔になっている。財さい布ふから紙し幣へいと小こ銭ぜにを取り出して、丁ちよう度どの金きん額がくを置いた。そのついでにカナを一いち瞥べつする。制服を着ていないので一いつ瞬しゆん、気になったようだ。それも研けん修しゆう中ちゆうという名な札ふだを見てすぐに納なつ得とくしてしまい、興きよう味みを失って目を逸そらす。カナもその男に引かれるものはなかった。これだけの短い時間、言こと葉ばも交わさないで、お互たがいに気づくことはできない。追う者と追われる者の関係であることなど。カナにいたっては追われる自じ覚かくもないのだ。

「お持ち歩きの時間はどれくらいでしょうか」

　保ほ冷れい剤ざいを入れる段階で売り子が尋たずねる。男は指ゆび折おり数え始めるが、その途と中ちゆうで料金表に目が止まる。三時間以上だと保冷剤の追つい加か料金があることを知って、折っていた指が戻りかけるが結局、「六時間で」と指定した。普ふ段だんより大量の保冷剤が中に敷しき詰つめられる。

　追つい加か分ぶんの料金を払はらった後、受け取った二つの箱はこが入った袋を持って男が店を後にする。

　ありがとうございましたーと二人で見送った後、売り子がカナに尋たずねた。

「接せつ客きやくの内容はこんな感じ。質しつ問もんある？」

「あるっちゃー、ありますけど」

　なんで自分がこんなところにいるのかとか、自分はこれからどうした方がいいとか色々あったが、それらに関しては誰だれも答えてくれそうにないので、カナは三つめに気になる質問を選ぶ。

「余あまったプリンって貰もらえるんですか？」

　売り子が目を丸くする。放置した履り歴れき書しよを手に取って、年ねん齢れいを確かめる。

　そして最後は苦にが々にがしい顔となり、「アホ」とカナの額ひたいを叩たたいた。
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　まだ十じゆつ分ぷんも話していない人まで、頭の出で来きに適てき確かくな評ひよう価かを下してくる。

　自分のアホはどうやら本物らしいぞ、とカナは軽く目眩めまいを感じた。







[image: 首藤祐貴]

　住む場所が似に通かよっている以上、利用する地下鉄も、時間も被かぶることは往おう々おうにしてあることだった。そこに祐ゆう貴きの意い図とはない。だが乗りこむ車しや両りようも同じとなるのは、偶ぐう然ぜんではない。

　かつての祐貴は淡あわい希望を抱いだきながらひっそりと追いかけ回すことに、後ろめたさや罪ざい悪あく感かんのようなものが伴ともなっていた。だが現げん在ざいの祐貴には、小こ泉いずみ明あ日す香かを追いかける大たい義ぎ名めい分ぶんのようなものがあった。少なくとも本人にとっては、胸むねを張っていい動機として機き能のうしている。

　それは『守る』こと。

　小泉明日香は現在、得え体たいの知れない危険に晒さらされている。

　その危険に気づいて守ってやれるのは自分だけだ。

　二ヶ月前、ある落とし物を拾って以来、祐貴はそれが自みずからの役やく目めだと信じて疑わない。

　祐貴が『特別』を得るための武器として拳けん銃じゆうを選んだのは、それも理由の一つだった。

　名な古ご屋やまで四駅えき、時間にして十二分弱じやくの距きよ離りを、祐貴は手すりに掴つかまりながら送る。小泉明日香は扉とびらの側に寄りかかるようにして立って、ガラスの外に広がる真まっ暗くら闇やみを見つめている。その右側の扉が、名古屋駅に到とう着ちやくしたときに開く方だと祐貴も理解していた。

　祐貴の斜ななめ右に、小泉明日香がいる。背中を向けてはいるが、祐貴は鞄かばんの位置の調整や腰こしを回すなどの仕し草ぐさに交まじえて、小泉明日香の顔を覗のぞき見る。小泉明日香が祐貴の方を見ることは一度もないので、目をあわせるような心配はなかった。それ故ゆえ、祐貴は歯は痒がゆい。

　今も鞄を動かして、そこで自分の『特別』の象しよう徴ちようを思い出す。昨日きのうまでの自分と違ちがうことを意い識しきして、祐貴は意を決した。反転して、小泉明日香のいる方に向き直った。

　手すりを掴み直して、背中を向けてばかりだった自分と決別するように、祐貴が胸を張る。正面の窓まどガラスには車内の様よう子すが映り、祐貴と小泉明日香も一いつ緒しよに収まっていた。

　たったそれだけで、祐貴の自じ尊そん心しんは満たされる。拳銃の力だと、誇ほこらしく感じていた。

　地下鉄から降りた小泉明日香は早歩きで地上を目指す。祐貴は人の流れに押されるような形を装よそおいながら、その背中を急いで追いかけた。これもいつものことだった。そして金時計の周しゆう辺へんで小泉明日香を見送ることしかできなくなる。それが今の祐貴と、彼女の距離だった。

　祐貴は、小泉明日香がなぜ急ぐのかその理由も知っている。他校の彼かれ氏しとの待まち合わせに間に合わせるためだった。相あい手ての名は吉よし上がみ俊しゆん吾ごといって、祐貴たちと同じ小学校に通っていた、元もと同どう級きゆう生せいだ。そして祐貴の最初の友人で、その才さい能のうを開花させた者の一人だった。

　改かい札さつを通り、桜さくら通どおり線せんから上がってすぐの入り口を抜けて金時計が見えてくる。小泉明日香は首を振って、まだ待ち人がいないことを確かめてから立ち止まる。丁ちよう度ど、２Ｆの足あし場ばの影に当たる場所に立ったまま、乱みだれた前まえ髪がみや制服を丁てい寧ねいに直し始めた。

　いつもの祐ゆう貴きなら、そこまで見届けてから早歩きで金時計を通つう過かして、離はなれる。吉よし上がみ俊しゆん吾ごが来る前に、喪そう失しつ感かんを味わいながら帰き路ろに就つく。だが、今の自分はそこで踏ふみとどまれるはずだと、祐貴が握にぎりこぶしを作る。思い込みは祐貴に強い効こう果かを与えて、現実にその結果を生んだ。

　過か去こは祐貴にとって夢む幻げんである。しかしそれはあくまで祐貴からすれば、である。

　六歳さいの子供の一日と、八十歳の老人の同じ一日でも体感時間が異ことなるように。

　時間に対する認にん識しきは人それぞれ、大きく異なる。

　相手がなにをどう思っているかは、触ふれてみるまで分からない。

　小こ泉いずみ明あ日す香かにとってもまた、祐貴は忘れがたい過去としてあるのかもしれない。

　そんな都つ合ごうのいい希望に縋すがりながら、祐貴はどんどんと前向きになって、歩ほを進める。

　今の自分ならなにかを変えられる気がしていた。

　なにかが、これで始まるような。

　とんでもなく、人生が変わるような。

　根こん拠きよのない予感に吸い寄せられる。

　陶とう酔すい感かんによる目眩めまいさえ引き起こすほど、祐貴は高こう揚ようしていた。足を動かす感覚がない。一歩進む度たびに身体からだの溶けそうな錯さつ覚かくに陥おちいりながら、小泉明日香との距きよ離りを詰つめていく。

　昔むかしみたいに側にいてやれるようになれば、必かならず守れる。

　吉上俊吾にできないことが、俺にはできる。

　だから、と祐貴がなけなしの度ど胸きようを震ふるえそうな踵かかとに込める。

　小泉明日香は携けい帯たい電話を弄いじって祐貴に気づいていない。祐貴は、自分が番号すら聞けなかったその電話を羨うらやみながら、心しん臓ぞうを叩たたく。鼓こ舞ぶして、高鳴るそれに頭ず痛つうまで植えつけられながら、彼女の前に立つ。それが何年越ごしの行こう為いで、どういった感かん慨がいがあるかも、判はん然ぜんとしないまま。

「あ、あの、さ」

　気の利きいたことも言えず、妙みような呼びかけとなる。小泉明日香は顔を上げて、祐貴を正面から見つめる。その目に一いつ瞬しゆん、嫌けん悪おや忌き避ひめいたものが宿やどったことを祐貴は気づかない。

　祐貴にも分かりやすい『打ちのめし』は、言こと葉ばという形で訪れた。

「首しゆ藤とうくん」

　祐貴の果はてのない興こう奮ふんは、そこで無む惨ざんにも潰ついえる。

　小泉明日香のたった一ひと言ことで、目の前の眩まばゆさが全すべて失われて、乾かん燥そうした現実が立ち塞ふさがる。

　過去のあだ名を想定していた祐貴にとって、この不意打ちは完かん璧ぺきだった。

　その呼び方の移り変わりに、祐貴は自然と卑ひ屈くつな笑いを浮かべた。







[image: 花咲太郎]

　ケーキを購こう入にゆうしてからタカシマヤの１Ｆに上がった太た郎ろうは、エレベーター乗り場の前を通って外へ出ようとする。入り口の脇わきは婦ふ人じん用ようの帽ぼう子し売り場だったが、その中の一つに太郎の目が留とまる。手足の青いマネキンにかけられたそれは、おとぎ話の魔ま女じよが被かぶっているような三角帽子だった。水色で、長時間飾かざられているせいか三角の先せん端たんがへたれている。萎しおれて枯かれる寸すん前ぜんの花とその茎くきにも見えた。

「マジでこんな帽子売ってるんだな」

　そんな感想を口にしながら、太郎が外に出る。目の前には金時計があり、待まち合わせの学生が数多くいて携けい帯たい電話を弄いじっている。中には緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きの男女もいたが、太郎はそれを一いち瞥べつするだけで格別の注ちゆう意いは払はらわない。

　携帯電話のカメラで「パシャリ」と自分たちを撮とっているカップルの横をすり抜けて、太郎が人の流れに紛れる。歩きながら、今見かけた帽子から連想する人物について考えを巡めぐらす。

　口に出すと人に笑われるか、少し距きよ離りを置かれてしまう仕事に就つくその男と、ちょっとしたきっかけで知り合って以来、なぜか友人のように振る舞まわれてしまっている。太郎としては友人だと意識していないのだが、あちらからは探たん偵ていという職しよく業ぎようの物もの珍めずらしさもあってか、すっかり友人扱あつかいだった。馴なれ馴れしいこととその仕事内容以外は、太郎も認めてはいるのだが。

「殺し屋の友人なんて、いても困るわけだ」
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　土産みやげ物もの屋やを覗のぞいていた黒くろ田だは、「赤あか福ふくってまだ売ってんだよなぁ」と呟つぶやく。薄うすピンクの包ほう装そうが目を惹ひく包みを手に取り、裏うら返がえして商しよう品ひん情じよう報ほうを確かめる。しかし単たんなる冷やかしらしく、すぐに棚たなに戻して土産物屋の前を離はなれた。実じつ家かにいた頃ころならともかく、一人では賞しよう味み期き限げんの切れる前に食べきれない。そうした理由で買うのをためらうものが多くなったことを、黒田は実感する。職しよく業ぎよう柄がら、結けつ婚こんの予定はないが時々は人ひと恋こいしくなる。黒田は他の同どう業ぎよう者しやほど割り切れず、あくまで一いつ般ぱん人じんに近い。

「女性の殺し屋と出会いでもあったら……あ、いるわ」

　黒田が苦にが々にがしそうに頭を掻かく。その人物を思い出すこと自体が苦く痛つうのように顔が歪ゆがむ。人前でなかったら独ひとり言ごとで罵ののしり始めそうな、溜ため込んだなにかが黒田の口を膨ふくれさせる。胸むねに手を添そえながらそれを慎しん重ちように呑のみこんで、代わりに黒田が「あ」と指を鳴らす。

「そうだ、秘ひ書しよ。いや、所員がいる」

　自分が外へ出ている間、誰だれか雇やとって事務所に置いておく必ひつ要ようがあることに、黒田が今いま更さら気づく。気軽に募ぼ集しゆうでもできないなと考えて先さき延のばしにしていて、そのまま忘れてしまったのだ。

　職しよく種しゆの関係上、事情を把は握あくしている人間しか雇やとえない。そうした人間を紹しよう介かいしてもらうツテが一つしかない黒田は、その知り合いに頼たのもうと携けい帯たい電話を操そう作さする。桜さくら通どおり線せんへ通じる入り口の隅すみに陣じん取どってアドレス帳ちようを検けん索さくしていると、その相あい手てから電話がかかってきた。

「お、空気の読めるやつだな」

　通話ボタンを押して、黒田が機き嫌げん良よく電話に出た。耳もとに野の太ぶとい男の声が聞こえてくる。

『よぅ』

「おぅ」

『仕事の調ちよう子しはどうだ？』

「開業初日に依い頼らいが舞まいこんできたよ。しかも依頼主ぬしは謎なぞの美女と来た」

『そりゃよかったな。で、用事だけど。なんかな、聞いてくれって頼まれてさ』

「なにを？　それと誰に？」

『銃じゆうの販はん売ばい担たん当とうのやつに。昨日きのう、お前に売った銃が本物かどうか確かめてほしいんだって』

「はぁ？」

　素すっ頓とん狂きような裏うら返がえった声は思いの外ほか大きく、側そばを歩いていた老人が黒田に振り向く。

『あ、他た言ごん無む用ようらしいぞ』

「らしいって、えらく軽々しいな」

　通話している男にとってはどうでもいいことだからだろうと、黒くろ田だは察する。

　しかし黒田としては他ひ人と事ごとにしきれない話題である。

『なんでも、昨日きのう売った拳けん銃じゆうを一つ、モデルガンと間ま違ちがえて売ったらしくてな』

「……アホだなー、あいつ。上うわ役やくにバレたらお仕置きだろ」

　売りに来た冴さえない男の顔を思い出して、黒田が呆あきれる。

『だから他の人に言うなってことだろう。人はどこで繋つながってるか分からんからな』

「俺のは本物だと思うぞ。まぁ昨日まで開業準備で慌あわただしくて、確かく認にんしてないけど」

『杜ず撰さんなやつだな。とにかく調べてみろよ』

「今は手て元もとにない。戻ったら確かめる」

『分かった。用よう件けんはそれだけだ、じゃあな』

「待まった、こっちも用がある。長なが良ら川がわと相そう似じ点てんの一いつ切さいがないような美び人じん秘ひ書しよを雇やといたいわけだが……」

　人差し指を立てながら、楽しげな黒田が用件を切り出す。

　先さき程ほど思い出した、『ヘドの出そうな殺し屋』と対たい極きよくの人じん材ざいを思い描えがき、夢ゆめを語る。
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　空あいたマッサージチェアに腰こしかけていた美み鈴すずが駅えきの方へと逃げてきたのは、あの『なんとかこん』が入ってきたからだった。辟へき易えきした、不ふ機き嫌げんそうな顔つきで駅の外から入ってきた緑みどり帽ぼう子しの男に見つかってはいけないと美鈴のなにかが訴うつたえて、予定より少し早く構内へと向かうことになってしまった。その男も美鈴と同じ方角へ歩いて、デパ地下に続くエスカレーターに乗って消えていったことでようやくホッと息いきを吐ついた。美鈴も自分のことは棚たなに上げて、人並みに変へん態たいに危険を感じる。「あやしー」と、男への警けい戒かいを一ひと言ことで表した。

　タカシマヤの入り口付ふ近きんの壁かべに張りついて、美鈴が周しゆう囲いを探さぐる。小こ泉いずみ明あ日す香かはまだ姿を現していない。地下鉄の方にも目をやるが、まだ下車した集団がやってくる時間ではなかった。

　その時が訪れるまで、人の流れに目をやりながら美鈴が壁かべ際ぎわで待まつ。そうしていると、周しゆう囲いからは独ひとりぼっちの小学生として、物もの寂さびしい印いん象しようがあった。だが美鈴の内ない心しんは酷ひどく昂たかぶり、大人しく立っていることさえ辛つらい。その場でゆっくり足踏ぶみをして、それを地面へと少しずつ、アースのように流して押さえている。美鈴の抱かかえきれないほどのわくわくは、その目もキラキラと輝かがやかせている。顔つきだけを見れば、その純じゆん粋すいさに誰だれもが微笑ほほえましくなるほどだった。

　頭に土汚れのめだつタオルを巻いた男や、さっきの『なんとかこん』も１Ｆへと上がってきて、美み鈴すずの前を通りすぎていく。美鈴はそうした無数の人の中で、取り分け目で追うのは大人の男性だった。現げん在ざい、美鈴の家には父親がいない。意識していないが自然、その影えい響きようがあった。

　それから程ほどなくして、美鈴に歓かん喜きの時間が訪れる。

　美鈴の調べた『普ふ段だん』よりも少しだけ早く、小こ泉いずみ明あ日す香かが金時計の周しゆう辺へんにやってきた。

　それを見た途と端たん、美鈴が狂きよう喜きした。ランドセルの肩の部分を強く握にぎって、にまぁ、と口もとがだらしなく緩ゆるむ。小泉明日香は後からやってきた男子高校生と会話しているようだが、美鈴の目にそちらは入っていない。小泉明日香の顔を憎にくし、憎しと睨にらんで、喜よろこびと憎ぞう悪おが上と下でくっきり別れた歪いびつな顔つきとなっていた。

　美鈴は今すぐにでも小泉明日香を撃うち抜きたかったが、周しゆう囲いの人通りがそれを許さない。これだけの目が動いている場所で撃って、見み咎とがめられないはずがない。隠かくれられる場所を事前に調べてみたが、どうしても見つからなかった。しかし、美鈴には策さくがある。エスカレーターへと走って２Ｆに向かった。待っているのももどかしく、エスカレーターも駆かけ足で上った。

　２Ｆに行って、青いタオルを巻いた女性とすれ違ちがいながら美鈴がその場所に飛びつく。金時計や下の様よう子すを一いち望ぼうできる、足もとがガラス張りの場所だ。そこの手すり付近から身体からだを出すと、丁ちよう度ど、小泉明日香が真ま下したに立っているのが覗のぞける。角度は変わっているが、距きよ離りはそこまで離はなれていない。銃じゆうの素人しろうとである美鈴でも狙ねらうことが可か能のうな高さだ。

　小泉明日香を真ま上うえから撃ち抜ける、面おも白しろい位置だった。

「頭に綺き麗れいに当たれば死ぬよね」

　その小泉明日香の周囲には更さらに男子高校生が増えて、小こ競ぜり合いが起きている。しかし美鈴にはまったく関係のないことで、むしろ小泉明日香が動かない分、狙いやすくてありがたいだけだった。

　美鈴がランドセルの中へと手を入れて、教科書とノートの間にしまったはずの拳けん銃じゆうを探さがした。

　気分の高こう揚ようと共ともに、美鈴が「あった」とそれを人ひと目めなど無む視しして勢いきおい良く引き抜く。

「………………………………………」

　給きゆう食しよく袋ぶくろだった。細長い箸はし入いれの先せん端たんが、小泉明日香を狙い澄すました。
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「あんた、幸こう運うんの招まねき猫ねこかもしれないね」

「はぁ」

　やる気なさそうに突つっ立っているだけのカナが過か剰じように評ひよう価かされて、頬ほおを掻かく。半分はお世せ辞じだろうが、人に褒ほめられてカナとしては気分が落ちこむ。自分を高く評価していないので、それをどうにも噓うそと感じてしまう傾けい向こうがあった。

　猫にされたり犬いぬにされたり、忙いそがしいな。そうぼやきながら、先さき程ほどの客の豪ごう華かな買い方を思い出す。額ひたいを叩たたかれてからすぐ、黄おう土ど色いろの小汚い野や球きゆう帽ぼうを被かぶった男が次の客としてやってきた。客の陰かげ口ぐちを叩くのはよくないことだが、華はなやかなデパ地下の雰ふん囲い気きとまるで合がつ致ちしていない、黒い毛け玉だまのような雰囲気だった。その男が、黒い陶とう器きに入れて売られている最高級のプリンをありったけ買っていったのだった。更さらに持ち歩きの時間も『できるだけ』と注ちゆう文もんして、保ほ冷れい剤ざいを使い尽つくす勢いきおいで詰つめることになった。

　売り子も、それだけ一いつ遍ぺんに売れたのは初めてだと未いまだに驚おどろきが後を引いている。

「幸運があるなら、あたしも幸しあわせになっていいはずなんですけどねー」

「いい友達がいるんだ、十じゆう分ぶん幸せじゃないの」

　売り子がカナの肩を叩く。柱はしらを中心に、ショーケースがＬの字を描えがいて繋つながっている洋よう菓が子し屋やの方へと倒たおれそうになるが、踏ふみ留とどまる。そちらはスイートポテト専門の店だった。カナとしてはプリンよりも、芋いも菓が子しの方が心惹ひかれた。きつね色に焼き上がった芋菓子に、溢あふれるツバを飲みこむ。

「あんたまだ学生なんだって？　浪ろう人にんしたの？」

　履り歴れき書しよの年ねん齢れいの部分と照てらし合わせながら、売り子がカナに質しつ問もんする。大学の面めん接せつを受けている気分で、カナが「そんな感じです」と萎い縮しゆくしながら頷うなずく。実際は浪人ではなく留りゆう年ねんなのだが、詳しよう細さいを説明したところで『今どきの若い子は』と呆あきれられるだけだとカナは思った。

　それよりもカナとしては、売り子が喜よろこんでいる内に退たい散さんを試こころみたかった。

　明日から働はたらくのだから、今日はもう帰っていいだろうという心しん境きようだった。ほら、髪かみ切って服買って、がんばったし。靴くつずれで踵かかと痛いし。カナ自じ身しんにしか通用しない言い訳わけが積まれる。

「あ、そういえば今日、実じつ家かから郵ゆう便びんのなにかが届くんだった」

　カナの唐とう突とつな言い分は白しら々じらしく、売り子もまるで騙だまされる様よう子すがない。しかし、カナの希望を否ひ定ていすることはなかった。一日の売り上げが跳はね上がったことに気を良くしたことも、理由としてあるのかもしれなかった。

「帰りたかったら今日はもういいよ。いても給きゆう料りよう払はらわないからね」

「お疲つかれ様でーす」

　給料云うん々ぬんを省はぶいても、カナとしては帰っていいなら迷まよう余よ地ちがない。その喜よろこびように、売り子が思わず噴ふき出してしまうほどだ。いい歳とししながら両手を上げて走るカナは、体たい格かくもあってか不ふ思し議ぎとそれを許される雰ふん囲い気きの持ち主ぬしだった。

「明日は寝ね坊ぼうして遅ち刻こくするんじゃないよ」

　カナの緩ゆるい顔と目の下のクマから、一番あり得そうな問題に釘くぎを刺さす。カナはそう言われて、自じ身しんが昨日きのうから一いつ睡すいもしていないことをそこで思い出す。途と端たん、眠気に襲おそわれて目がしょぼつく。その目を擦こすりながら、「わっかりましたー」と口だけ調ちよう子しがよかった。

　中年の売り子はそうしたカナの勤きん務む態たい度どに不安を隠かくしきれないものの、そこに追つい随ずいしてカナへの嫌けん悪お感かんが湧わかないようだった。それがカナの人懐なつっこい容よう姿しにあると思ってか、売り子が遠い目で評ひようする。

「若いっていいわね」

「おっすっす」

　その若さをこうしてムダに消しよう費ひしていく最後に、自分に残るものはなんだろう。

　柄がらにもなく深しん刻こくな悩なやみがふと脳のう裏りをよぎり、カナは二の腕うでに鳥とり肌はだを立てた。
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「えっと、なに？」

　小こ泉いずみ明あ日す香かの二ふた言こと目めは、淡たん々たんと素そっ気けない。久ひさ方かたぶりに祐ゆう貴きが声をかけてきたことへの驚おどろきもなかった。祐貴はその無む風ふうな対応に、去きよ勢せいされたように勢いきおいを失う。無む意い識しきに後こう退たいした右足が、せっかく縮ちぢめた距きよ離りをまた広げてしまう。

「あ、え、なんにも。でもえっと家近いし、いや、知っている、顔、だし」

　しどろもどろで視し界かいの端はしが白く染そまっていく祐貴に対し、小泉明日香が冷れい静せいに溜ため息いきを吐つく。そして、溜めていたであろうそれを祐貴にぶつけた。

「知ってるよ、いつも見てるの」

　祐貴の息いきが止まる。乱みだれて、吐はきかけた空気がまだ喉のどに押し込まれる。その影えい響きようで派は手でに噎むせながら、筒つつ抜ぬけだったことに頭が異い様ような熱を帯びる。頬ほおも真まっ赤かで、目の前が益ます々ます白しらむ。

　正面から見た小泉明日香の美しさは変わらない。しかし、祐貴に投げかける声は驚くほど硬こう質しつなものとなっている。小泉明日香の本ほん質しつの柔やわらかさは変わらない。

　ただ、言こと葉ばが凍こおっているのだ。関係同どう様よう、凍りついて。

「首しゆ藤とうくんは、私になにを望んでるの？」

　小こ泉いずみ明あ日す香かは困こまり顔だった。祐ゆう貴きの願いや思いなど、なにも伝つたわっていないように。言葉にしない思いなど伝わるはずがなく、それを理解してもらおうなどというのは甘あまえにすぎない。

　祐貴はそれを上うわっ面つらだけ理解していながらも、結局は、その無む言ごんの繋つながりに期待していた。

　だが。

「いつも追いかけられて迷めい惑わく、というか怖い……感じ。だから」

　小泉明日香が言葉を選んで、祐貴の『気き味み悪さ』を指し摘てきした。

　祐貴は更さらなる熱に侵おかされて、目の前になにも見ることがないまま早はや口くちで訴うつたえる。

「守らないといけないからさ、ほら、危険なんだ。俺は知ってるんだ、お前が危ないの。だから見えてないと、困るみたいな。あの、好すきっていうか、いやでも、あれじゃん。別に深い意味とかはなくて、ただ、ついてくぜー、みたいなさ！　なぁ、あの、な」

　自分だけが知っている秘ひ密みつ、使し命めいを言い訳わけにする。未み練れんを持って追いかけ回していたことにはちゃんと理由があるのだと理解してほしくて、祐貴が気持ち悪く一方的に弁べん解かいする。

　それが致ち命めい的てきな一いつ手てであると気づいた頃ころには、世界は冷めきっていた。

　小泉明日香は祐貴から目を逸そらして、周しゆう囲いに助けを求めるような視し線せんを送っている。

　祐貴はもう、なにかを言うことも、顔を上げることもできなかった。

『特別』のまやかしが取り払はらわれて、祐貴の目に涙なみだがにじむ。人前で泣けない思し春しゆん期きの自じ意い識しきが辛かろうじてそれを制しているが、我が慢まんすることで肩が微び細さいに震ふるえる。

　小泉明日香の目は、そうした祐貴の反はん応のうさえもどこか、得え体たいが知れなくて怯おびえるようだった。

　二人が沈ちん痛つうな空気に蝕むしばまれる中、走ってやってきた吉よし上がみ俊しゆん吾ごが、小泉明日香の前に立つ男に眉まゆ根ねを寄せた。回りこんで小泉明日香を守るように立ちながら、その顔を覗のぞく。

「祐貴じゃん」

　精せい彩さいのない祐貴の顔を見て、少し警けい戒かいを解とく。顔かお馴な染じみだったからだろう。

　しかし、祐貴はそれに応こたえる心の隙すき間まがない。

　小泉明日香の拒きよ絶ぜつでいっぱいだった。

　高こう揚ようから生まれたはずの頭ず痛つうが、今ではまったく別の要よう因いんから祐貴を苛さいなむ。

　二人の顔を交こう互ごに見み比くらべて、吉上俊吾がただならぬ雰ふん囲い気きに首を傾かしげた。

「お前ら仲なか良よかったの？」

　悪あく意いなく、そんな疑問を口にする。祐貴の肩がびくりと跳はねる。

　その過か去こ形けいに、現実を断ち切られる思いだった。祐貴の喉のどが詰つまり、なにも言えなくなる。

　その間に、小泉明日香が力強く否ひ定ていした。彼かれ氏しに誤ご解かいされないようにと、きっぱり。

「ううん、別に」

　あったはずの過去さえも否定して、小泉明日香は吉上俊吾の隣となりへと並ぶ。

　吉よし上がみ俊しゆん吾ごは祐ゆう貴きを一いち瞥べつしたが、すぐに小こ泉いずみ明あ日す香かの方にだけ関心が集つどった。

　一いつ歩ぽ離はなれれば二人とも、祐貴になど既すでになんの意い識しきもない。二人ともお互たがいを見るのに精せい一いつ杯ぱいで、笑え顔がおに夢む中ちゆうだった。祐貴にかまけるほど退たい屈くつではないし、その価か値ちもなかった。

　首藤祐貴は小泉明日香にとって、夢ゆめですらなかったのだ。

　一方的な思し慕ぼ、期待、それらすべてがたったの数分で裏うら切ぎられる。応こたえはない。祐貴が仄ほのかに感じようとしていた繋つながりなど微み塵じんもなく、あるのは視し線せんに追われることへの『気持ち悪さ』だった。賭かけるべき可か能のう性せいも、なにもない。とっくに終わっていたのだ、なにもかも。

　祐貴の脱だつ力りよくは途と方ほうもなく長く感じられた。しかし、震ふるえる瞳ひとみをぎょろつかせればすぐ側に、二つの背中がある。のんびりと、幸しあわせを引き伸ばすように二人は慌あわてていなかった。

　まだ、届く。

　祐貴の目が濁にごり、震えが収おさまる。とても低空に、悪い位置に据すわることで。

「そうか」
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　祐貴の口から出るのは、短い納なつ得とく。の、フリ。

「そうだなぁ」

　一繋ぎの感情は裏うら返がえり、御ぎよしきれないほどの憎ぞう悪おに至いたる。

　そして最さい悪あくな取り合わせとして、祐貴には。
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「では明日からよろしくお願いします」

　丁てい寧ねいな物もの腰ごしで深々と頭を下げるのは、弟で子しの新しん城じようの方だった。肝かん心じんの緑みどり川かわは頭こそ下げるものの、口を開こうとしない。格かつ好こうを除のぞけばこちらの方がよほど付き人のようだった。

　個こ展てん担たん当とう者しやへの挨あい拶さつを兼かねて駅えき２Ｆの会場を訪れると、事前に手配して送った壺つぼや陶とう器きが並べ終わっていた。緑川も希き薄はくではあるが感激しているらしく、普ふ段だんより気持ち目が輝かがやいていた。

　担当する女性との社しや交こう辞じ令れい的てきな世間話を、主おもに新城がほとんど請うけ負おう。女性の方も美形な長ちよう身しんの弟子の方が話は弾はずむようだ。緑川は黙だまって、話の合間に適てき当とうに頷うなずいていた。

　気の利きいたことなど言えない朴ぼく念ねん仁じんな自分を、緑川はよく理解していた。

　挨拶だけであったが思いの外ほか、長々と話が続いてしまい、緑川の退たい屈くつも長引いた。

　女性店員が最後に大きく頭を下げて、「明日からよろしくお願いします」と挨拶で締しめてようやく、解放される。隣となりに並ぶ新城は、緑川の心しん情じようを察してか笑え顔がおで謝あやまった。

「長くなってすいません」

　緑川は仕事である以上その退屈を認めることはできず、「別に」とお茶を濁にごした。その後、「助かる」と短い感謝を伝えた。新城が、「悪い気はしないな」と横を向いて呟つぶやいた。

「こんな大きい会場は初めてですか？」

「そう」

　緑川が勢い良く頷く。新城も今回の『そう』は微笑ほほえましく受け止める。二人で駅の２Ｆを歩きながら、一ひと際きわめだつ金時計とその周しゆう辺へんを見下ろす。いつ見てもその周辺には人が溢あふれる。今は丁ちよう度ど、下校時間と重なっているためか学生服の若者が多く見られた。

　他には珍めずらしいところで、青いランドセルを背せ負おった小学生が２Ｆへと上がってきていた。その女の子と緑川、傍はたから見て上じよう機き嫌げんな二人がすれ違ちがう。

「あの時計、待まち合わせのメッカらしいですね」

「そう？　うん、多た分ぶんそう。知らなかったの？」

　新城の発言に緑川が意外な目を向けた。名な古ご屋や駅えきを利用する者にとっては常じよう識しきだったからだ。

「地じ元もとではないので」

「出しゆつ身しんどこ？」

　緑川にしては珍しく、問もん答どうが続く。新城はその上機嫌な緑川を、新しん鮮せんな目で見る。

「埼さい玉たまです。海もないところですよ」

　新城が田舎いなかであることを強きよう調ちようする。新城もまた、自みずからのことを語るのは稀まれだった。今日の仕事もすべて終わり、後は帰るだけということもあって互たがいに気が緩ゆるむ部分もあった。

「師し匠しようもよく利用されたのですか？　待まち合わせ」

　新しん城じようが手すりに寄りかかり、下を指差す。緑みどり川かわも１Ｆを覗のぞきこみながら、それに答える。

「人と待ち合わせることがなかったから」

「師匠らしいですね」

「そう？」

「ええ、そういうところが」

　まるでバカにされるような返事に、緑川がムッと唇くちびるを尖とがらせる。待ち合わせしなかったのは家が山の方にあり、自転車を長々とこがないといけないこともあって時間が遅おそくなると山道が危険だから、友人と遊んでいる暇ひまがなかったのだと緑川としては主しゆ張ちようしたかったが、口べたが災わざわいして舌したが回らない。要よう点てんだけを上う手まく掻かい摘つまんで説明できる自信もなく、結局は黙だまることで新城の言い分を認めることになる。新城は、なにか言いたげに唇が尖って、ひっこんでを繰くり返す緑川の顔を覗きこんで、明あきらかに面おも白しろがっていた。

「言い分は夕ゆう飯めしのときにでもゆっくり聞きますよ。さ、帰りましょう」

　新城が緑川の肩と背中を押す。力こそ加か減げんしているが、どこか慌あわてている印いん象しようをその手のひらから受けて、緑川は「似に合あわない」と断じた。新城の優やさ男おとこ面づらとまったくあっていないのだ。

　エスカレーターの手前まで来ると新城が当然のように前に出て、先に乗る。この男は歩道を歩く際さいも必かならず車道の側に移動する。そうした気き遣づかいまで怪あやしく見える笑え顔がおを訝いぶかしみながら、緑川も１Ｆの金時計周しゆう辺へんへと下るエスカレーターに足をかける。

　その先になにが待つのか、想そう像ぞうできるはずもないまま。
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　黒くろ田だ雪ゆき路じは地下鉄、桜さくら通どおり線せんへ通じる入り口付近で電話しながら、ふと振り返った。
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　岩いわ谷やカナはタカシマヤの地下からエスカレーターで上がってきたところだった。
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　時とき本もと美み鈴すずは今まさにランドセルから今度こそ、拳けん銃じゆうを引っ張り出そうとして。
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　花はな咲さき太た郎ろうは買ったケーキが潰つぶれないよう気を遣つかいながら、構内を歩き。
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　緑みどり川かわ円えん子じは弟で子しと共ともに、駅えきの２Ｆからエスカレーターで下りている最さい中ちゆうに。




　　[image: ]




　首しゆ藤とう祐ゆう貴きが、拳銃の引き金を引いた。
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　真まっ先に反応したのは新しん城じよう雅まさ貴きだった。緑みどり川かわを庇かばうような姿勢のまま、懐ふところに手を入れる。緑川はその動きによって目の前を塞ふさがれて、知ることができたのは銃じゆう声せいだけだった。

　聞き慣なれない破は裂れつ音おん。緑川は最初、誰だれかがクラッカーの紐ひもを引いたかと考えていた。しかし直後の悲鳴が渦うずを巻き、阿あ鼻び叫きよう喚かんに相応ふさわしい騒さわぎが始まったことでその暢のん気きさを捨てる。しかし事じ態たいを確かく認にんしようとしても、新城がそれを遮さえぎる。背は高くとも細ほそ身みである新城のどこにそんな力が蓄たくわえられているのか、押してもビクともしない。むしろ緑川の背中が激しく押された。エスカレーターで運ばれていた後ろの男が、慌あわてて逃げ出そうと駆かけ下りたのがきっかけで、全員が激しく動き出したのだ。動こうとしない緑川は邪じや魔まだとばかりに突つき飛ばされそうになる。下へ転がり落ちそうになるが、新城の背中に寄りかかることで事なきを得える。

　新城もすぐにそれを察して、緑川を抱きかかえてエスカレーターの手すりを跨またぐようにして飛び降りた。その急きゆう激げきな落下に、緑川の目が回る。新城の腕うでに縋すがるように抱きつき、遊ゆう園えん地ちのアトラクションに振り回されるような気分を味わう。新城は足を挫くじくことなく着地して、迷まよわず桜さくら通どおり線せんの入り口へと駆かける。そのまま緑川を引っ張って、いの一番に混こん迷めいから離り脱だつした。
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　その音にびくりと飛び跳はねて、危うくケーキを落としかけた。落下している最さい中ちゆうになんとか掴つかみ直すのとほぼ同時に、地じ響ひびきが起きる。大勢の人間が一いつ斉せいに、金時計の周しゆう辺へんから逃げようと動き出していた。その波なみに太た郎ろうも巻き込まれそうになる。

　正面から、避さけようのない人の群むれが迫せまり来ていた。野や次じ馬うまに残ろうとする少数派の背中を蹴けり飛ばすように、金時計の下に立つ高校生たちに注ちゆう目もくしつつも人が波は紋もんを描えがく。

　海面に浮かぶ木きっ端ぱしのように翻ほん弄ろうされては敵かなわないと、太郎は壁かべ際ぎわへと背はい走そうする。間かん一いつ髪ぱつでその波から逃れて、タカシマヤのガラスに頭部を鈍にぶく打ちつけた。だが痛がっている暇ひまはない。

　銃じゆう声せいの出で所どころと結末を見届けようと、申もうし訳わけ程てい度どの壁としてジュラルミンケースを顔と胴どう体たいの前に構えながら、太郎が金時計の方へと目を凝こらした。

　そこで見たのは、自分の持つ紙で作られた玩具おもちやにそっくりの拳けん銃じゆうを持つ高校生だった。







[image: 時本美鈴]

　どうなっているのだ、と目を疑った。

　美み鈴すずはまだなにもしていない。それなのに小こ泉いずみ明あ日す香かの側を弾だん丸がんが飛び、事じ態たいは一いつ気きに動いてしまう。美鈴が行うはずだった部分に勝手に介かい入にゆうして、結果をかっさらってしまう。

　小泉明日香の隣となりを歩いていた高校生が、踊おどるように倒たおれた。腹ふく部ぶを弾たまが貫かん通つうしたらしく、びゅっ、びゅびゅっと血が噴ふき出て構内の床ゆかに血ち溜だまりが生まれる。血が流れる度たびに高校生の身体からだがびくんびくんと跳はねる。小泉明日香は銃声に耳を押さえた姿勢のまま、目が飛んでいた。

　美鈴同どう様よう呆ぼう然ぜんとして、事態をまったく把は握あくできていないようだった。その側にへたり込み、発はつ砲ぽうした反動で尻しり餅もちをついている男子高校生は遠くから走ってくる鉄てつ道どう警けい察さつの姿を認めて、中ちゆう腰ごしのまま腕うでを前まえ脚あしのように使ってその場から逃げ出す。立ち塞ふさがろうという正せい義ぎ感かんを持つ者は高校生が強く握にぎる拳銃を前にしては現れない。むしろ進んで道を空あける正しよう直じき者ものばかりだ。

　美鈴は無む防ぼう備びな小泉明日香を見てようやく、それが絶ぜつ好こうの的まとに見えてきた。しかし鉄道警察が現場へと走ってくる状じよう況きようで、堂どう々どうと発砲することはできない。せっかく撃うちやすい場所を発見して有う頂ちよう天てんになっていた美み鈴すずは、なにもかも台だい無なしにされて気分がぺしゃんことなっていた。

　強ごう引いんに撃うってやろうかと一いつ瞬しゆん考えるが、美鈴は悔くやしさを堪こらえて冷静に判断する。この場は発はつ砲ぽうした高校生への怒いかりを募つのらせながら、逃げることを選ぶ。２Ｆからそのまま、別のビルへと繋つながる通路を利用することにした。

　美鈴のその判断が幸こう運うんだったのは、タカシマヤの壁かべに張りつきながら周しゆう辺へんを把は握あくしようと努めている探たん偵ていが、美鈴のこともしっかりと見ていたことだった。その探偵に拳けん銃じゆうを見み咎とがめられることなく、逃げることができたのだ。

　美鈴はその不幸中の幸さいわいに気づくことはなく、収まらない歯は軋ぎしりと共ともに憤いきどおりをすり潰つぶす。

　嫌きらいな人ランキングに忽こつ然ぜんと現れた、その高校生を思い出しながら。
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　黒くろ田だには似にたような音を何度も耳にする経けい験けんがあって、それがすぐに銃じゆう声せいだと判断するのは容易たやすかった。しかしこんな昼下がり、しかも人の往おう来らい激しい駅えき構こう内ないで堂々と撃つやつがいるとは想そう像ぞうしていなかった。入り口付近で振り向いた黒田が目を見張る。

　高校生に扮ふんした殺し屋の捨て身みかと最初は疑う。だが、その後のお粗そ末まつな対応を見るに、本物の学生だと確かく信しんする。覚かく悟ごがあったわけでもなく、考えがそこにあるわけでもなく。

　衝しよう動どうに突つき動かされて、力を振りかざした。そしてそれを誇ほこるでもなく、腰こしを抜かす。中ちゆう途と半はん端ぱな振る舞まいではあるが、しかしどんな理由があろうと人を撃ち殺したのは事実だ。あれは助からないだろうと、金時計の下で倒たおれている方の学生を見て黒田は判断する。

　その学生が鉄てつ道どう警けい察さつの登場に怯おびえて中ちゆう腰ごしで逃げてきて、黒田の方へとやってくる。拳銃を握にぎりしめたままとはいえ、取り押さえるのは簡かん単たんだった。他の人間が入り口から離はなれて、或あるいは外へ逃れようとごった返す中で黒田は冷静にそれと向き合う。横を通るときに足でも出せば、簡単にすっころんでお終いだろう。

　だが黒くろ田だは敢あえて入り口を開けて、高校生に生きる道を作る。ここは逃がしておくべきなのだ。高校生はそうした黒田の気き遣づかいに気づく余よ裕ゆうもなく、進化途と中ちゆうの猿さるのような前まえ屈かがみの姿勢で走って、構こう外がいへと逃れた。拳けん銃じゆうをその途中、ようやく隠かくすことに思い至いたったようだ。

『急に黙だまってどうした？』

　まだ繋つながっていた電話先から、訝いぶかしむ声が届く。黒田は一いつ旦たん切る旨むねを伝つたえた。

「悪い、あとでかけ直す」

　高校生の後ろ姿を目で追い、黒田は追いかけようと動き出す。ここで逃したのは警けい察さつより先に見つけて、話を聞き出すためだ。ついでに拳銃も奪うばうつもりだった。拳銃の出で所どころが一いつ緒しよだとしたら、警察が延えん々えんと調べ上げる中で黒田にも被ひ害がいが及およびかねない。それを未然に防ぐためにも、あの学生を野の放ばなしにすることはできなかった。

　倒たおれ伏ふす学生の側には彼女らしき女子高生が膝ひざを突ついて、視し界かいに入ったのでそれを一いち瞥べつする。背中を向けているので表情こそ見えないが痛いたましい気持ちになる。理り不ふ尽じんに、唐とう突とつすぎる別れを味わう少女に同情しながらも、黒田は自じ身しんがそうした別れを何度も強しいてきた人間である故ゆえ、それを表おもてに出す権利はないと戒いさめた。

　混乱に乗じようじるように、緑みどり色いろの帽ぼう子しの男、花はな咲さきが現場からさりげなく学生鞄かばんを回収して離り脱だつするのを横目に見ながら、黒田は逃げ出した高校生を追いかける。

　しかしこの一いつ件けんで黒田が一番気になっているのは、その花咲の行動だった。

　ジュラルミンケースで鞄をうまく人目やカメラから隠す手つきは、妙みように手て慣なれていた。

　思わず、追いかける相あい手てを切り替えようとしてしまうほどだ。

「最初からなにかあるやつだとは思っていたが」

　何者だよ、あの自じ称しようヤキトリ売り。こんな状じよう況きようで出しゃばれるのは、普通じゃない。

　俄が然ぜん、興きよう味みを抱いだいた。
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　轟ごう音おんに耳を塞ふさいでいたカナが顔を上げると、野や次じ馬うまの大たい群ぐんが上から、下から押し寄せてきていた。カナはその流れに軽々と弾はじき出されて、よろめきながら帽ぼう子し売り場の方へと移動する。

　大きな音がしたが、なにが起きたかはよく分かっていなかった。ただ大騒さわぎになっていることは、デパートの外の噴ふん火かするような悲鳴や怒ど号ごうによって伝つたわってくる。今のカナとしては実じつ家かも遠く、ギャッピーもタカシマヤの６Ｆの婦ふ人じん服ふく売り場に勤つとめている以上、知り合いに危険は及およんでいない。それならば、なにも心配することはなかった。

「わっ、と、とぅ」

　履はき慣なれない靴くつのせいで踵かかとを痛めて、それを庇かばおうと足を動かしたら滑すべらせることになった。背中から大の字に寝ね転ころんでしまう。帽子売り場に半分乗りこむ形となったが、店員も外の様よう子すが気になって仕事が手につかないようで、カナをすぐに注ちゆう意いしようとしない。

　カナはそのまま帽子売り場で寝転び、動こうとしない。カナには立ち上がる動機がなかった。人が大勢、溢あふれ出すように流れていく振しん動どうを背中に感じる。カナにはそれがどこか心ここ地ちよく、取り残されたまま居い眠ねむりでも始めそうな心しん境きようだった。

　岩いわ谷やカナは空くう虚きよで、なにもない。しかし逆に『なにもないままいられる』ことがある種の強さとなっていた。その強さはカナの無む気き力りよくを防ぼう護ごすることになる、悪あく循じゆん環かんの源みなもとである。だが間ま違ちがっていても強くあるから、崩くずれない。

「なにやってるんですか？」

　若い女の声が聞こえた。目は瞑つむったままで、相あい手ての顔は窺うかがえない。

「溺おぼれておるのだ」

「はぁ？」

「社会の波なみに翻ほん弄ろうされて、世界の海の底辺に沈んでおる」

「はぁ。じゃあそれって、人間を研けん修しゆう中ちゆうなんですか？」

「ん？」

「研修中の名な札ふだ」

「あ」

　つけっぱなしで上がってきてしまったらしい。

　カナが目を開けて、バタバタと手足を振る。

　喋しやべり方から店員ではないと気づいたが、半分冗じよう談だんで助けを求めてみた。

「それはそれとして、起こしてくれー」

「亀かめなのに溺おぼれないでくださいよ」

　呆あきれた調ちよう子しの女がカナの手を取って引っ張る。小こ柄がらなカナは軽々と起き上がり、よろめきながらも自分の足で立つ。それから真ま新しい靴くつを脱ぬいで、紙袋の中からボロボロの靴を取り出した。履はき慣なれたそれに足を入れた後、手首を掴つかんでいる女を見上げる。

　そこでようやく、カナの目が微かすかな驚おどろきに彩いろどられた。

「おぉ、ひめじーじゃん」

「え、マジで気づいてなかったの」

　和わ服ふくの女性が腰こしに手を当てて、ジト目になる。

　カナの手を取ったのは、久ひさしく顔も見ていなかった大学の後こう輩はいだった。
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「靴がダメになってしまった」

　爪つま先さきの穴あなから突つき出てしまっている親指を、新しん城じようが見せびらかすように曲げる。抱きかかえて運ばれていただけなのに息いきの弾はずんでいる緑みどり川かわは膝ひざに手を置きながら、それを見る。

「飛び降りたとき？」

「恐らく。ズボって指の抜ける感かん触しよくがありました」

　乗ってきた軽トラを停とめてある駐ちゆう車しや場じようまで距きよ離りを取ってから、緑川たちは一ひと息いきついていた。乾かわいてはいるが濃のう厚こうな昼下がりの日差しに頭を焼かれて、緑川が眩まぶしそうに空を見上げる。

　どれだけ人が騒さわごうと、空の穏おだやかさには一点の曇くもりもない。

　緑川はそうした壮そう大だいさに、無む性しように感動するタチだった。

「師し匠しようは無ぶ事じで？」

「多た分ぶん」

　緑川が確かく認にんするのはまず、指先が動くかだった。陶とう芸げいのための商売道具を真まっ先に確かめる。その後に足や服を軽く点てん検けんして、背せ筋すじを伸ばす。汗あせはまだ浮いているが、呼こ吸きゆうは安定していた。

　新しん城じようが穴あなの空あいた右足の靴くつを脱ぬいで、軽トラの荷に台だいに放りこむ。ついでに靴下も脱いだ。左足の方はそのまま靴を履はいて、脱ぐつもりはないようだ。片方だけ裸足はだしで、火事場から慌あわてて逃げてきたような姿となる。その右足を見て、緑みどり川かわが提てい案あんする。

「帰りは運うん転てんしようか？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。師し匠しようこそお疲つかれでしょう、休んでいてください」

　新城が足の指を三本曲げて、残した親指と人差し指で器き用ようにＶサインを作る。

「そう。じゃあ任まかせた」

　さっさと助じよ手しゆ席せきに乗りこむ。緑川にしてみれば、先さき程ほどの騒さわぎなどまったく興きよう味みがない。ただ気になるのは、ああした騒そう動どうが起こることで個こ展てんが延えん期きにならないか、ということだった。緑川にとっては生活がかかっているので、あまり暢のん気きに構えていられない。

　新城は運転席の扉とびらに手をかけたところで止まって、遠くの歩道に目をやっている。睨にらむように、或あるいは日差しを嫌きらうように目を細めている。その視し線せんの先になにがあるのかと、緑川も釣つられてそちらに顔を向けたがなにに注ちゆう目もくしているか分からなければ、ただの風景にすぎない。

　新城もそれからすぐに軽トラに乗りこんで、発車の準備をする。裸足でペダルを踏ふみ込んで、帰き路ろへと走り出した。平静を装よそおい笑え顔がおではあったが、珍めずらしく急いでいる雰ふん囲い気きもあった。

　駐ちゆう車しや場じようから離はなれるとすぐ、安あん堵どしたように新城が話しかけてくる。

「最近は物ぶつ騒そうになりましたね」

「そうね」

「犯はん罪ざいの低てい年ねん齢れい化かというのはああいうのですかねぇ。高校生が銃じゆうを持つなんて……」

　当たり障さわりなく話し続ける新城の声を聞き流しながら、緑川はその横顔に薄うすら寒いものを感じていた。

　得え体たいが知れないことは重じゆう々じゆう承しよう知ちだったが、今回の件けんで更さらに謎なぞが増えた。陶とう芸げい家かの弟で子しとしては必ひつ要ようのない身みのこなしを発はつ揮きして、しかも肝かん心じんの陶芸については大して進歩していない。

「このバカ弟で子しが」

「え？」

　緑川が「なんでもない」と頬ほお杖づえを突つく。走る度たびにどこか軋きしみ、座すわり心ごこ地ちも固くて劣れつ悪あくな古い軽トラは、舗ほ装そうの行き届いた道路と、背伸びする町並みから少し浮いている。自分が町に下りてくるとき味わう疎そ外がい感かんに、それは似にている。緑川と世せ間けんは同じ方向を向いていない。

　自分はこのまま何年も、何十年も陶芸家として生活できるのか時とき折おり不安になる。

「明日から個展ですか」

「そう」

「危なくありませんかね」

　窓まどの方に向いていた緑川の目が、新城へ動く。

　昼から心配を重ねる新しん城じように、緑みどり川かわも疑いを口にする。

「心当たりでも？」

「そういうのはありませんが」

　ないのに再さい三さん心配するほど、神しん経けいの細い男には見えない。緑川はそう言いたかった。

「逆さか恨うらみというのも往おう々おうにしてあり得ますから」

　やはりなにか含ふくみを持たせて、新城が呟つぶやく。

　そう言われたところで、緑川には思い当たることなどない。そもそも人付き合いも商売以外ではほとんどないのだから、人との繋つながり自体が希き薄はくなのだ。良くも悪くも想いは集つどわない。

　明めい確かくに悪あく事じを働はたらいた覚えもない。

　自分は、誰だれからも恨うらまれるような生き方はしていない。

「……そう？」

　そんなに立りつ派ぱな人間だっただろうかと、納なつ得とくしかねた。
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　太た郎ろうが高校生の忘れていった鞄かばんを回収した理由は、三つある。

　一つは高校生の現げん住じゆう所しよや名前を知るため。

　二つめに近くに転がっていたので成なり行ゆきで。

　そして三つめは、暫しばし考えてみたがどうしても思いつかなかった。「格かつ好こうつかないな」

　駅えき交こう番ばんの前を何食わぬ顔で通りすぎ、大通りを渡ってビッグカメラの方面へ歩く。その大きな店てん舗ぽを回りこむようにして歩き、ビルの隙すき間まにあるような細長い漫まん画が喫きつ茶さに入店した。

　人ひと目めにつかない場所を選ぶと自然、全ぜん室しつが個こ室しつであるそこへ足が向かった。店内の壁かべは黒一色で、飾かざりとして小さな電球がカラフルに点てん滅めつしている。入ってすぐ右側のカウンターで、一時間パックで席せきを取る。太郎が案内されたのは３Ｆの個室だった。料金を先さき払ばらいした後、エレベーターを待まつ。狭せまい店舗で階段はない。非常階段も表おもてには見当たらない。

　混こん雑ざつしているのか、エレベーターが来るのも遅おそい。側そばに置いてあった雑ざつ誌しを手に取り、パラパラと大おお雑ざつ把ぱに中を見て、棚たなに戻す余よ裕ゆうがあった。長々と待ってようやく訪れたエレベーターは無む人じんで、太た郎ろうはホッと息いきを吐はく。この探たん偵ていはエレベーターに苦にがい思い出があった。仕事で向かった先のホテルで、乗り合わせた男に人差し指をへし折おられたことがあるのだ。

　三、四人乗っただけでお互たがいの肘ひじがぶつかりそうな小さいエレベーターに乗りこみ、『３』を押す。反応も遅おそく、扉とびらを閉じるのに妙みような間を伴ともなう。動き出すと、箱はこを底から揺ゆさぶられているような、安定しない乗り心ごこ地ちを提てい供きようしてくれた。そのままひっくり返ってしまいそうな、頼たよりない足もとの感かん覚かくにしかめ面つらとなりながらも、３Ｆに到とう着ちやくする。

　出てすぐ右側のシャワー室を一いち瞥べつした後、受け取った伝でん票ぴようの部へ屋や番号を確かく認にんする。番号案内に従したがって左側へと行き、目当ての部屋を発見する。

　個室に入った太郎は鍵かぎをかけて、靴くつを脱ぬいでマットの上に座すわりこむ。帽ぼう子しをキーボードの横に置いてから、早さつ速そく拾った鞄かばんを開く。教科書を一いつ冊さつ引き抜いて裏うら面めんを見たが、なにも書かれていない。手て垢あかもほとんどついていないように綺き麗れいだった。

「高校生になると、さすがに名前は書かないか」

　教科書を戻した後、鞄の別の場所を漁あさる。ファスナーを開いた先に手を入れると、丁ちよう度どいい具ぐ合あいに学生手て帳ちようが挟はさみ込まれていた。普ふ段だんは使い道がなく持て余あましているであろうそれを引き抜き、まず顔かお写じや真しんと対面する。写っているのは銃じゆうを持っていたあの高校生だった。

　これで鞄の持ち主ぬしが別人だったということもない。安心して手帳からの情じよう報ほうを受け取る。

「首しゆ藤とう祐ゆう貴き……高校、三年生だな。制服を着ていたからな、目もく撃げき情報と合わせて早々に学校は特定されるだろう。そうなればこの鞄と手帳がなかったところで、犯はん人にんが誰だれかは絞しぼり込まれる……そもそも、監かん視しカメラの映像があるか。ふむふむ」

　住所も記き載さいされている。距きよ離りはあるが、地図と多た少しよう睨にらめっこすれば問題なく行ける。だが太郎はすぐにそこへ向かうつもりはない。首藤祐貴があのまま素す直なおに家に帰るということはないだろうと考えていた。そこまで神しん経けいが図ず太ぶとければある種しゆ、賞しよう賛さんに値あたいするがあの年とし頃ごろだ。既すでに警けい察さつが自じ宅たくで待まっている、と過か剰じように怯おびえる可か能のう性せいが高い。そうなれば、駅えきから逃げ出した高校生がどこへ向かうだろう、と太郎が腕うで組ぐみをして頭を捻ひねる。

　太郎が首藤祐貴にこだわる理由は当然、あの拳けん銃じゆうだった。篠しの崎ざき達たつ郎ろうに渡された紙の玩具おもちやと同じ型の拳銃、その上、弾たまの飛び出す本物。篠崎達郎がいくらモデルガンであると言い張ろうとも、関係性を疑わないはずがない。遺い失しつ物ぶつとして拾ったのが首藤祐貴であることもあり得る、と太郎は見ていた。もしそれらが全すべて正しく、篠崎達郎が依い頼らいに関して噓うそをついていたと証しよう明めいされた場合、今回の仕事を無む効こうにすることも考えていた。違い法ほうな落とし物を探さがすのはリスクが大きすぎる。ただ太郎としては拳銃を所しよ持じして、しかもぶっ放すような輩やからとは関わりたくないので居い場ば所しよを判明させたら、後は警察の知り合いに話して任まかせたいとも思っている。あくまで殺さつ人じん事じ件けんへの関与は極きよく力りよく避さけるというのが太郎の方ほう針しんだった。

　高校の名前も含ふくめてメモを取った後、手帳を鞄に戻す。他にめぼしいものはなく、残るのは鞄の後あと始し末まつだけだった。いつまでも持っているには不ふ都つ合ごうなものだ。

　目を細めて壁かべを睨にらみながら考えていると、通路から扉とびらをノックされる。

　そのノックの仕し方かたが嫌いやに太た郎ろうの勘かんを打つ。

　店員が叩たたくにしては乱らん暴ぼうで、遠えん慮りよのない速さだった。

　顔を上げてから、音がしないようにその場で中ちゆう腰ごしまで立ち上がる。

　この漫まん画が喫きつ茶さはしきりこそあるものの、完全な密みつ室しつではない。立てば上から隣となりの部へ屋やを覗のぞくことができる。太郎はノックに応こたえる前に隣りん室しつが空あき部屋であることを確かめて、そこに首しゆ藤とう祐ゆう貴きの鞄かばんを放った。それから帽ぼう子しを被かぶり直して、扉を押し開く。

　通路に立っていたのは店員ではなく、二人組の警けい官かんだった。太郎はギョッと、目を見張るように演えん技ぎした。警察が訪れるというシチュエーションが、望まないながらも初めてではない。

「け、けさつ……の方？」

　首を引っこめて、怯おびえたような態たい度どに出る。左側の男が頷うなずいた。

「駅えき前まえの事じ件けんの犯はん人にんがこちらに逃げこんだという情じよう報ほうがあったので、確かく認にんを取っています。忙いそがしいところすみませんが、ご協力ください」

「はぁ……物ぶつ騒そうですね」

　とぼけながらも、そちらの情報には内ない心しんで驚おどろいていた。

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きがこの漫まん画が喫きつ茶さにいる。もっと遠くまで逃げていると考えていたので意外だった。

　最近の高校生が逃げこむ場所は漫画喫茶か。

　一つ勉強になって、太郎は「へぇへぇ」とへこへこ頷いた。
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　俺はずっとここにいて、ネットを見ていた。そしてふと眠って、人を撃うつ夢ゆめを見た。

　その夢は後あと味あじ悪わるくも人が死んで、寝ね覚ざめは最さい悪あくだ。今も悪お寒かんが止まらない。六月なのに肌はだは尖とがるような寒さに貫つらぬかれて、気を抜くとすぐ頭を抱えて蹲うずくまりそうになる。なる。なる。

　祐ゆう貴きが漫まん画が喫きつ茶さの個室で携けい帯たい電話を弄いじって、作成したメールの内容は現げん実じつ逃とう避ひだった。それを送そう信しんすることなく、電話を隅すみの暗がりに放り捨てる。その後、パソコンの電でん源げんを入れた。

　起動を待まつ間、祐貴は手のひらを見下ろす。綺き麗れいな手が二つある。汚れていない、なにも触ふれていない。なにも知らないように、無む知ちを装よそおう二つの手がある。しかし、この手が人を傷きずつけて、加か害がい者しやとなった。最さい期ごまで見届けなかったが祐貴は確信している。

　吉よし上がみ俊しゆん吾ごは、死んでしまったのだと。

　どれだけ才さい能のうがあって恵めぐまれていようとも、弾たまが一いつ発ぱつ貫かん通つうすれば、あのザマだ。

　祐貴は『特別』の脆もろさをその手で知って、裏うら返った声をあげる。笑い声にも聞こえるそれはすぐ噎むせて途と切ぎれて、祐貴の肺はいに鋭するどい痛みを残す。尖った石でも突つき刺ささっているように、身体を動かそうとするだけで悲鳴が上がる。感情の奔ほん流りゆうに水分を奪うばわれたように乾かわいた目から涙なみだはこぼれず、ただどこもかしこも痛いだけだった。咳せきも水みず気けがなく、何度噎せても喉のどが痛い。

　祐貴をもっとも恐れさせるのは人を殺したことへの恐きよう怖ふではなく、自分がこれからどうなってしまうのかという不安だった。自分の人生はもう終わりだ。本当に？　終わるはずがない。そうした葛かつ藤とうが繰くり返される。悟ったフリをしながらも祐貴の根こん底ていには、自分だけがこの世の『特別』であるという考えがあった。人として当たり前にあるそれが、祐貴に現げん実じつを認めさせない。自分はなんだかんだでもっと上う手まくいく人間であり、こんなことで躓つまずいてなにもかも終わりになることを受け入れられない。

　震ふるえる唇くちびるを押さえるために、爪つめを噛かむ。歯も小こ刻きざみに動いて上手く噛めず、爪つめが削はがれていく。まだなにかあるはずだ、と祐貴は逃避を続ける。人生が劇げき的てきに逆転して、結局最後はうまくいって元もと通どおりに生活できるような展てん開かいがきっと、自分には用意されているのだ。

　鈍どん重ちような立ち上がりで、動き出してからも反はん応のうの遅おそいパソコンに苛いら立だちながら祐貴が単たん語ごを打ちこんで検けん索さくする。『名な古ご屋や駅えき　発はつ砲ぽう』と検索してみたが、さすがにまだニュースとして取り上げられていることはなかった。いつ自分の親が、息子むすこの起こした事じ件けんを知るのだろうと想そう像ぞうすると、祐貴の胸むねが痛んだ。服の上から掴つかんで、身体からだを丸める。今はまだ、両親はなにも知らずに働はたらいている。その事実が祐貴を打ちのめしたように、鼻の奥に強い刺し激げきを与える。

　どうして撃ってしまったのだろう。弾だん丸がんは吉上俊吾だけでなく、祐貴の偏へん執しゆうした殺意や怒いかりさえ打ち砕くだいてしまった。拳けん銃じゆうを手にしたことへの優ゆう越えつ感かんなど既すでに微み塵じんもない。なんでだよ、となにに対して問といを重ねているかも定さだかでないまま、祐ゆう貴きは際さい限げんなく落ちこんでいく。

　小こ泉いずみ明あ日す香かは、どうなったのだろう。吉よし上がみ俊しゆん吾ごの生せい死しより、そちらの方が気になっていた。

　守るはずだった。傷きずつける気なんかなかった。その思いは真ま逆ぎやくの結末を祐貴に与える。

　喉のどが渇かわきすぎて声を出すこともできない。潰つぶれそうなほど鼓こ動どうを繰くり返す心しん臓ぞうを落ち着かせるために水を飲もうと、祐貴が靴くつを履はいて通路に出ようとする。そして扉とびらを押して半分ほど出たところで、三つ隣となりの部へ屋やで緑みどり帽ぼう子しの男が顔を出して、警けい官かんと話している場面を目もく撃げきした。

　頭が真まっ白しろになって、膝ひざが笑った。

　祐貴は喉を直接殴なぐられたように、血の味が口に迫せり上がる。手で顔の下半分を覆おおいながら、必ひつ死しの形ぎよう相そうで身体からだを引っこめる。マットに後こう背はい部ぶを叩たたきつけるように倒たおれこみ、半開きの扉を閉める余よ裕ゆうもなく息いきが乱みだれる。目はまばたきを忘れたようにずっと見開き続けて、猛もう烈れつに乾かわいて涙なみだが浮かぶ。それを拭ぬぐって身体を起こした祐貴は、顔がん面めん蒼そう白はくになりながら必ひつ死しに頭を巡めぐらす。

　ここに警察が来る理由など自分しかあり得ない。ああして部屋を回って、自分を探さがしているのだ。逃げなければいけない。どうやって？　通路は一いつ直ちよく線せんで、エレベーターまで回りこむこともできない。非常階段の場所だって調べていないのだ。無む理り矢や理り通る。そんなもの頭の中ではうまくいっても、現実では絶対に成功しない。祐貴は頭を抱えて、目め玉だまが落ちそうなほど歪いびつな表情となりながら、救いを求める。頭に熱が集いすぎて、突とつ起き物ぶつでも生えそうになっていた。

　拳銃で脅おどす？　マットの上に転がしてあるそれを祐貴が掴つかむ。全すべての元げん凶きようであるそれしか、物言わずに祐貴の側にはいてくれない。だが脅しても、確かに飛びかかられることはないだろうが存そん在ざいを明かすこと自じ体たい愚ぐ策さくだった。仲なか間まを下に呼ばれたらお終いなのだ。

　他の客を人ひと質じちに取ることも考えたが、同どう様ように祐貴は否ひ定ていする。後あとがない。祐貴はあくまで、後があると信じた上で苦く悩のうしている。そんな祐貴が次に考えたのは、有う無むを言わせる前に、二人の警官を撃うち殺すという暴ぼう力りよく的てきな方法だった。これなら、誰だれもなにも報告できない。

　この場を逃げることはできる。ただし、また人を殺すことになる。祐貴は手のひらを見る。返り血も浴びることなく、綺き麗れいな手だ。この手がまた、人を殺す。想そう像ぞうするだけで祐貴の手が震ふるえて、拳銃を取りこぼした。慌あわてて飛びついた姿勢のまま、祐貴は唇くちびるを噛かむ。

　なにかがあるはずなんだと、祐貴はまた念じる。自分が救われるなにかがあると根こん拠きよもなく、盲もう信しんするようになる。祐貴の根こん底ていにある『特別』への妄もう執しゆうが歪ゆがんだまま表面化しつつあった。

　そしてそれを現実が無む慈じ悲ひに叩たたき潰す前に、応こたえるものがあった。

　悲鳴が響ひびき渡る。ただしそれは、機械の叫さけびだった。

　天てん井じように設置された火か災さい報ほう知ち器きが反応して、けたたましく鳴り始めた。

　限界まで張りつめていた祐貴の心は、更さらなる不安に掻かき立てられて崩くずれそうになる。実際、膝を突ついて泣き伏ふせそうになったが、そこで祐貴は光明を見た。絶ぜつ望ぼうしている場合ではないと、咄とつ嗟さに気づいたのだ。

　祐ゆう貴きにとって、この警けい報ほうは千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だった。

　室内を慌あわてて見渡すと、左側のしきりに３Ｆの図が貼はってあった。それに飛びついて、非常口を発見する。そして外では火か災さいの警報に釣つられて、他の個こ室しつからも客が慌あわてて飛び出してきた。祐貴はそれに乗じようじて紛まぎれこむ。通路にいた警官たちも火災の疑いがあってはその客を止めることなどできない。むしろ率そつ先せんしてエレベーターの方へと駆かける始し末まつだ。そして祐貴はそれを確かく認にんしたあと、彼らと正反対の奥へと走る。非常口を冷静に確認したのは祐貴だけらしく、後を追ってくる者はいない。非常口の扉とびらを開いて、すぐに力強く閉じた。

　祐貴は拳けん銃じゆうだけ持って、携けい帯たい電話は個室に忘れっぱなしだった。それにも気づかず、非常階段を駆け下りていく。下の階からも非常口から出ていこうとする客がいるのか、足音が反はん響きようして聞こえてくる。その足音を追うように祐貴は下を目指し、そして１Ｆへと辿たどり着く。

　非常口は誰だれかが先に出たらしく開けっ放しだった。外を覗のぞくと、目の前に道路と通りが見える。漫まん画が喫きつ茶さの入り口と正反対に位置しているようだった。祐貴は迷まよわず、そこから出る。

　ビルから出た祐貴は目の前の道路に飛び出して、クラクションを派は手でに鳴らされながら真まっ直すぐ駆けていく。アテなどあるはずもなく、ただ距きよ離りを取ることしか頭になかった。

　祐貴はいつか、轢ひき逃げのニュースに憤ふん慨がいしていた自分を思い出す。

　なぜ逃げるのか。すぐに捕つかまるのに、どうして悪あがきするのか。

　往おう生じよう際ぎわの悪さに毒どくづいて、母親相手に偉えらそうな言こと葉ばを並べていた。

　なぜ逃げるのか。すぐに捕まるのに、どうして悪あがきするのか。

　祐貴はその疑問に対する答えを、ようやく学ぶ。

『まだなんとかなるんじゃないか』と、本気で考えているからだった。







[image: 黒田雪路]

　花はな咲さき太た郎ろうが漫まん画が喫きつ茶さの個室に入室したのとほぼ同どう刻こく、黒くろ田だは３Ｆのシャワー室で頭を洗っていた。高校生を追いかけてここまでやってきたのはいいが、そこで自じ身しんの頭の発する異い臭しゆうに気づいた。巻いていたタオルの土つち臭くささが髪かみに染しみついてしまったのだ。恐らくこれの持ち主ぬしである緑みどり川かわ円えん子じは、その臭においに慣なれきって気づくことができないのだろう。

　その臭いを取りたかったことと、同時に高校生にどうコンタクトを取るか、考える時間が欲ほしかった。熱ねつ湯とうを浴あびながら、黒田はどういう態たい度どで出るべきか悩なやむ。相あい手てが拳けん銃じゆうを持っている以上、黒田としても多た少しようは慎しん重ちように行動に出る必ひつ要ようがある。一度撃うてたやつはまた撃てる、というのが黒田の経けい験けん則そくの一つだった。そして二発目を撃つと、三発目は覚かく悟ごなどという手続きを省はぶいて、歯を食いしばるだけで撃てるようになる。今の黒田ができあがった過か程ていにはそうしたものがあり、それをあの高校生に重ねて見ている部分があった。

「きっと、今いま頃ごろは……あれ、俺はどうだったかな」

　ぼつぼつと床ゆかに垂たれ続ける水すい滴てきの音が黒田の思し考こうを乱みだす。それを目で追いかけていると今度は逆に、意識が研とぎ澄すまされていく。深く吸いこまれていくようだった。目の焦しよう点てんも飛んでいつまでもそんな時間を過ごしていられそうだったが、黒田はそれを遮さえぎって顔を上げる。

　いつまでもシャワーを浴びていることはできなかった。人ひと目めを避さけたい高校生がすぐに別の場所へ移動することはないと踏ふんでいたが、万が一もある。シャワーを止めて、受うけ付つけで借かりたバスタオルで頭を激しく拭ふいた。結局、どういう対たい応おうでいくかは決まらなかった。

「こういうときは、出たとこ勝しよう負ぶだ」

　髪は念ねん入いりに拭くが、背中は水滴だらけのまま服を着る。タオルは少し迷まよったが服のポケットにねじ込んだ。乾かわききっていない髪の先せん端たんを摘つまみながら、黒田が荷物を纏まとめる。

　そして弾はずみをつけようと勢いきおい良く扉を開いて、通路に出た。途と端たん、目に入ったのは警けい官かん二名が客きやく室しつをチェックしているところだった。おっと、と黒田が思わず身みを引く。

「あれと出たとこ勝負はしたくねぇな」

　軽かる口くちを叩たたきながら、警官がここを訪れる事情を推すい測そくする。

「あいつを追ってきたのか。だよな、だろうな」

　逃とう亡ぼう中ちゆうの高校生が３Ｆにいることは知っていた。警官もそれを知るのは時間の問題だ。高校生がそれに気づいているかは知らないが、知ればさぞ絶ぜつ望ぼうすることだろう。場合によっては警官も撃たれる危険があると、黒田は目を細める。犠ぎ牲せいなど出ない方がいいと、あくまで常じよう識しき人じんである黒田は善ぜん良りような発想に基もとづいて物事を捉とらえる。人ひと死じにを防げないかと、周しゆう囲いを見渡す。

　そこで目に止まった、天てん井じようにある火か災さい報ほう知ち器きと、シャワー室の扉とびらの内側に貼はられた紙を見み比くらべる。黄ばんだセロテープで四よ隅すみを貼られたそれには幾いくつかの注ちゆう意い書がきが書かれており、その中に『扉を開けたままシャワーを使わないでくれ』という一いつ節せつがあった。

「分かった分かった」

　黒くろ田だがその貼り紙に二度頷うなずく。そして引き返して温度を上げた後、お湯を大量に出す。シャワーノズルがその勢いで暴れないように、床ゆかにとぐろを巻くように設置する。そして扉を開けっ放しで放置して、黒田がエレベーターのボタンを押した。後はあの高校生にどれ程ほどの幸こう運うんがあるか、結果を待まつだけである。捕つかまってしまうなら、それはそれでの心しん境きようだった。

「お？　お、お、お」

　エレベーターが到とう着ちやくする寸すん前ぜん、花はな咲さき太た郎ろうが警けい官かんの相あい手てをしているのを遠くから眺ながめて、思わず笑ってしまう。太郎の方までここにやって来ているのは、黒田も把は握あくしていなかった。

「あの偽にせヤキトリ売り、同業者かなんかだったりして」

　巡めぐり合わせに奇き縁えんを感じながら、到着したエレベーターに黒田が乗りこむ。太郎が警官相手にどんなとぼけたことを言い出すか興きよう味みはあったが、聞くための言い訳わけが思いつかない。

　１Ｆに下りた後、伝でん票ぴようを渡して早歩きで入り口へ向かう。店員に「またご利用ください」と挨あい拶さつされて、この漫まん画が喫きつ茶さは二度と利用できないことを承しよう知ちで、笑え顔がおで応こたえて店を出た。

　店の外にもさりげなく、警官たちが待たい機きしている。こりゃあ無理かなと、黒田が苦にがい笑いで高校生のその後に同情した。ただ、このビルの非常口は分かりづらいためか、そちら側にまだ警官が回りこんでいない。後は高校生の運うんと巡めぐり合わせですべてが決まった。

　裏うら手てに回って、ビルの脇わきに張りついて非常口を見張っていると、あの高校生より先に人ひと影かげが出てきた。夏なつ服ふくの女子高生で、野や暮ぼったいボリューム感ある前まえ髪がみに目が行く。女子高生は鞄かばんを抱きかかえるように持ちながら、駅えきの方へと走っていく。非常口から出てくる客がいるということは、あの悪戯いたずらが実みを結んだということだろうか。黒田はより注ちゆう意い深ぶかく、非常口を睨にらむ。

　その後、僅わずかな間を置いて目的の男子高校生が飛び出してきた。

　予定通りに事が運んで、黒田がにんまりと笑う。警官たちの目につかないうちに高校生を確保しようと壁かべから離はなれて駆かけ寄ろうとするが、ギョッとする。その高校生の選んだ道は左右でなく、正面だった。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんとはこのことで、自動車の往おう来らいなどまるで無む視しして道路に飛び出していく。そこまで命知らずな真ま似ねは黒田にもできない。結果として高校生は幸運にも轢ひかれることなく、道路を先に渡ってしまう。黒田は最初、口を開けて呆ぼう然ぜんとしていたがすぐに顔を引き締しめる。

「無む茶ちや苦く茶ちややるやつだな！」

　そう言いながらも楽しそうに口の端はを引きつらせて、黒田が歩道経けい由ゆで追いかける。

　体力がものをいう商売である以上、黒田もそれなりの自信はある。

　鬼おにごっこで高校生に負まける気はなかった。
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「助けたカナに連れられて人にん魚ぎよカフェ。あれ、マーメイドって人魚だよね？」

「大学のビジネス英えい語ごでは習いませんでした」

「うん、ようするにここは竜りゆう宮ぐう城じようだ。やったな後こう輩はい、シワシワのジジイになれるぞ」

「少なくともジジイにはなれませんねぇ」

　出会った流れから構内の喫きつ茶さ店てんに入ったカナと姫ひめ路じは、二人とも客の視し線せんを集めていた。少なくともすれ違ちがう人が確実に一いち瞥べつする。片かたや和わ服ふくの大和やまと撫子なでしこ、片や髪かみだけいやに整ったパジャマ女。カナは喫茶店のトイレで着替えて、元もとのパジャマ姿に戻っていた。研けん修しゆう中ちゆうの名な札ふだは、なにを思ったのか髪かみ留どめの代わりに使っている。本人は気に入っているらしく、外はずすつもりもないようだ。

「かっちりした服を着ていたから、どこかに勤つとめていると思いました」

「いやー、大学も卒業してないし、今年はその予定もないし」

　まだしてなかったのか、と姫路の開いた口が塞ふさがらなくなる。一年前から大学内に姿を見なくなったので、卒業したと解かい釈しやくしていたようだ。実際は同学年になっただけである。

「そっちは相あい変かわらず大和撫子やってんのね。大学でめだつだろ、モテてる？」

「不ふ思し議ぎなことに、まったく声がかかりませんね。茶さ道どう部ぶ員いんと間ま違ちがえられるぐらいです」

　そりゃそうだろ、キワモノだもん。カナは笑え顔がおでその意見を呑のみこんだ。

　姫路が注ちゆう文もんしたのはアイスミルクで、カナは水だった。二人ともストローで啜すすっている。財さい布ふがないカナは当然、なにも注文することなどできない。後輩で、しかも大だい富ふ豪ごうの家庭に生まれ育つ姫路だが、奢おごる気はまったくないようだった。姫路曰いわく「ケチだから金持ちになるんですよ」との言こと葉ばだった。つまりとても気き前まえのいいギャッピーはお金持ちになれないのかー、とカナは友人の将来を思って暗あん雲うんたる気持ちとなる。

「そっちは大学の帰り？」

「いえ、金曜日は陶とう芸げい教室に通っていますから」

「へー、陶芸ってあれか、ろくろくるくるーの」

　カナが珍ちん妙みような手つきで架か空くうのろくろを回す。「くるくるーのです」と姫路が頷うなずいた。

「楽しいですよ、岩いわ谷やさんも暇ひま人じんならどうです」

「んー、ひめじーと一いつ緒しよだと受じゆ講こう料りようが途と中ちゆうでムダになるからなぁ」

「失しつ敬けいな」

　憤ふん慨がいするものの、本人にも多た少しようの心当たりはあるようだった。

　姫ひめ路じ灯ともりにはジンクスがあり、所しよ属ぞくする団体がなぜか、短期間で活動終しゆう了りようしてしまうことになる。姫路がなにかするわけでもないのだが、不ふ思し議ぎとそういう巡めぐり合わせにあるらしい。

　大学のサークルも三つほど掛かけ持ちした結けつ果か、活動終了となった経けい緯いがある。カナの所属していたサークルも、姫路が参加し始めて二週間で解かい散さんとなってしまった。ただそれ以来、こうして顔をあわせれば茶を飲むぐらいの間あいだ柄がらとはなったので、カナとしては損そんばかりでもない。

「なんか慌あわただしいよね。さっき色々あったみたいだけどさ」

　構内の喧けん噪そうがカフェの中にも浸しん透とうして、ざわつきが収まらない。時々、電車が発車する振しん動どうで店内も揺ゆれるため、世界全体が震ふるえているようだった。姫路はミルクの入ったコップを置いて、構内へと目を向ける。その動きにあわせて流れる黒くろ髪かみの美しさに、カナの目が緩ゆるむ。

「なんでも人が撃うたれて死んだそうです。金時計の下らしいですよ、嫌いやですね」

「へー」

　嫌けん悪おする姫路と異ことなり、カナの反応は淡たん泊ぱくなものだった。

　テレビやネットの向こうでは毎日欠かさず、人が死んでいるのだ。

　それが画面の手前に来たにすぎない。カナに動どう揺ようや関心は一いつ切さいなかった。

　だが水を啜すすっている途と中ちゆうで、今の発言を聞き流すことができなくなる。

「撃たれた？」

「ええ、拳けん銃じゆうで。アメリカみたいですね」

　ばきゅーんと姫路が人差し指で撃つ真ま似ねをする。カナも撃ち返しながら、「拳銃」と単たん語ごを反はん芻すうする。部屋に置いてきた拳銃と関係あるのかが気になっていた。当たり前ではあるが、誰だれが落としたという情じよう報ほうはカナにまったく入ってこない。カナはあくまで偶ぐう然ぜんに拾っただけの部外者なのだ。

「しかし、卒業していなかったとは……」

　ガラスコップの中の氷こおりをストローで掻かき混ぜながら、姫路が改あらためて言こと葉ばを失う。話題を蒸むし返されて、カナとしては気まずい。同じように掻き混ぜて場を繋つなごうとしても、カナは既すでに氷を囓かじって食べてしまっていた。残っている水だけを混ぜることもできず、手と目がさまよう。

「どうでもいいけど、ひめじーって左利ききじゃん。なんかカッコイイよね」

「マジでめっちゃどうでもいいですねぇ」

　姫路が氷を噛かみ砕くだいてから、コップを置く。カナを観察するように見つめて、しばらく黙だまる。カナも口を噤つぐむが内心では、お茶なんか飲みに来るんじゃなかったなぁという気になっていた。

　大だい体たい、茶なんか飲んでねーし。そうぼやいたあたりで姫路が口を開いた。

「リアルタイムクロックってご存じですか？」

　リアル、タイム。口の中で単語にくぎるが、思い当たるものはない。

「アニメ見てるときによくＣＭ流れてたやつ？」

「それはケロッグ。強ごう引いんなボケですね」

「そういうのが求められてるキャラかなーと」

「否ひ定ていはしませんが。で、リアルタイムクロックというのは、まぁ文字通りのものです」

「さっぱり分からん」

　カナが言うと、姫ひめ路じがテーブルに両りよう肘ひじを突ついて指を組み、微笑ほほえむ。

「パソコンや携けい帯たい電話が電でん源げんを切って止まっていても、中の時計は動いているわけです。そうでないと意味がありませんからね」

「………………………………………」

「人間も一いつ緒しよで、本人が止まったつもりでも、止まれないわけですね」

　姫路がそんな話を急に披ひ露ろうして、なにが言いたいのかはカナもすぐに察する。

「えぇと、あれか。嫌いやみか」

　なにもしないでいる自分だが、歳としだけは食っていく。そう言いたいのだろうと、カナは解かい釈しやくした。姫路は「そうですよ」とあっさり認めて、ストローの先せん端たんを噛かむ。

「同学年になったのだから、多た少しようはお説教しても構わないでしょう」

「んー。いや、分かってるけど。けど、なんだよね」

　姫路に言われなくとも、ギャッピーには行動で示しめされて、カナもそれを認めている。だがカナは正しいからという理由だけで動くことができない。時計の針はりが進むことにあわせて歩いていくことができなくなり、今となっては正しい時間というものを見失っていた。

　そこに劇げき的てきな契けい機きはない。カナは自然に立ち止まって、そのまま堕だ落らくしていった。

　カフェから出た後、姫路がカナの前まえ髪がみを弄いじりながら口もとを緩ゆるめる。

「でも見かけたときは懐なつかしかったですね」

「ん？」

「岩いわ谷やさんはいつも、所ところ構かまわず寝ね転ころんでいましたから」

　カナの眉み間けんにシワが寄る。幼よう児じ性せいを指し摘てきされたような気がして、微び妙みように傷きずついた。

「そうかぁ？」

「ええ。それじゃあまたお会いしましょう」

「んー。ま、んー。その内」

　姫路がたおやかに手を振って、改かい札さつの方へ歩いていった。カナは猫ねこ背ぜのまま立ち止まりながら、手を振り返した。姫路が振り向かなくなってから手を下ろし、ホッと息いきを吐はく。

　人と長々話すのは、どうにも疲つかれが溜たまる。今日など外出続きで特にだ。

「ああもう、なんか……サターンバレーに引っ越こしたい」

　カナがマンションへ帰ろうと、千ち鳥どり足あしのようにふらつきながらも前へ進む。

「でも、よく懐かしがられる日だな」

　髪かみを摘つまみながら、カナがバツ悪く言う。現げん在ざいの自分など、誰だれにも求められていない。カナとしてはそういう解かい釈しやくに至いたる。それからもう一つ指し摘てきされたことが正しいか、指ゆび折おり数える。

「ベンチ、椅い子す、墓はか場ば、グラウンド、部ぶ室しつ……んー、確かに」

　寝ね転ころんだことのある場所を振り返って、カナが一人頷うなずく。快かい晴せいの日は日の下で倒たおれて、空を見上げたくなる。首を上に向けていると疲つかれるという横おう着ちやくから生まれたその癖くせは、外出する機会が激げき減げんすることで失われたように感じていた。だが、未いまだ染しみついているのだろうか。

　カナは寝転んで、見上げる度たびに『遠いなぁ』と空を羨うらやんできた。

　たとえ地上のどこかで人が殺されても、空はしがらみを持たずに在あり続ける。

　その雄ゆう大だいさに、カナはいつも恋こいしてきた。
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　コンビニで買ったソフトクリームを舐なめながら、美み鈴すずは道路の車の行き来を眺ながめていた。メロンブックスの隣となりの建物と隣りん接せつして建つ地下駐ちゆう車しや場じようの入り口には緑のネットが張られて、現げん在ざいは使われていないようだった。その脇わきにある、管かん理り部べ屋やに続く階段の途と中ちゆうに座すわりこんで時間を潰つぶしていると、ささくれ立っていた心も大だい分ぶ落ち着いてきていた。

「甘あまいものは、えらい」

　程ほど良よく柔やわらかいクリームを舐め取りながら、美鈴が笑え顔がおで賞しよう賛さんする。

　通学路からは離はなれた場所だったが、美鈴は時間を潰すときによくこの駐車場に来る。喫きつ茶さ店てんへランドセルを背せ負おったまま一人で入るわけにもいかないし、なによりお金が勿もつ体たいなかった。

　拳けん銃じゆうを買ったことで美鈴の財さい布ふは空からっぽに近い。今月は始まったばかりで、小こ遣づかいを貰もらえる日はずっと先だ。だから今味わっているソフトクリームの味はひとしお、美鈴に感動を与えた。

　ちろちろと舌したをソフトクリームに入れて、穴あなを作る。その穴を覗のぞいて笑いながら、美鈴は撃うたれて死んだ高校生のことを思う。死んだ人はこのソフトクリームを食べられないのだ。

　先生が日ひ頃ごろ教えるように、死ぬことはなんて不幸なのだろうと甘かん味みによって実じつ感かんする。

　脇わきに置いたランドセルに肘ひじを載のせて、少し姿し勢せいを崩くずしながら美み鈴すずは目線の向かう先を変える。道路から、空へ。流れる大きな雲を見上げながら、美鈴は明日からのことに思いを馳はせた。

　小こ泉いずみ明あ日す香かを週明けに狙ねらうのも考えたが、一つ問題があった。今日、美鈴の邪じや魔まをしたあの高校生が上じよう位いに入ると、小泉明日香が六位から弾はじき出されてしまうのだ。拳けん銃じゆうの弾たまに予備はないので、美鈴が撃うてるのは六発が限界だ。七位に転落した小泉明日香を諦あきらめる必ひつ要ようがある。

　それに、小泉明日香が学校にすぐ復ふつ帰きして通うかどうかも分からない。

「ぬぅぅ……あ、でもこれであいつを駅えきで見ることないかも。かれしが死んだし」

　唸うなっていた美鈴の顔がパッと明るくなる。だがそれもすぐに引っこむ。

　物音が側でして、美鈴は口を噤つぐんだ。自分の独ひとり言ごとを聞かれてはまずいことは理解している。

　駐ちゆう車しや場じよう２Ｆの管理室から、扉とびらを内側から開けて男が現れた。美鈴を一いち瞥べつするがなにも言わず、２Ｆの欄らん干かんに腕うでを載せる。荷物として、大量の水色の箱はこを抱えていた。

　男は薄うす汚よごれた黄おう土ど色いろの帽ぼう子しを深く被かぶり、隠かくれ気ぎ味みの顔は疲ひ労ろうの色が濃こい。欄干に寄りかかっているが、そのまま滑すべって地面に落下していきそうな虚きよ脱だつを感じさせる。

　美鈴はしばらく黙だまって眺ながめていたが、なにを思ったかその男に話しかける。

　元もと々もと、物もの怖おじはしない性せい格かくなためか声は明るいものだった。

「おじさん、元気ないね」

　声をかけられることが意外だったらしく、男が固まる。それから、溜ため息いきを吐ついた。

「おじさんだからな」

「学校の先生はおっさんだけど元気だよ」

　担たん任にんの腫はれた顔を思い浮かべながら美鈴が言う。男は顔を上げて、美鈴を見た。

「小学生が道みち草くさ食うなよ。さっさと帰れ」

「おじさん、大人だよね？　働はたらかないとだめだよ」
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　見上げながら、美鈴が言い返す。その生なま意い気きさに男が舌した打うちをこぼしたが、本気で怒おこる力も残っていないようだ。帽子のツバを弄いじりながら、相あい手てをするのが面めん倒どうそうな顔になっている。

「ここの人？」

「あぁ？」

「駐車場の人？」

　美鈴が言い直す。男は横を向きながらも、意外と律りち儀ぎに否ひ定ていした。

「違ちがう。ここはちょっと、調べ物とか。そんな感じだ」

「ふぅん」

　言こと葉ばを濁にごしながらの説明で要よう領りようを得ないが、美鈴は頷うなずく。男もそこで少し顔を上げて、改あらためるように美鈴を見た。変な小学生に多少は関心を持ったらしい。見る価か値ちがある程てい度どには美鈴の容よう姿しが愛あいらしかったというのもあるだろう。人の信用を得るのは外がい見けんによるところも大きい。

「それで、なんで元気ないの？」

「さっき言っただろ。大人はみんな疲つかれてるんだよ」

「どうして？」

「身体からだが大きいからさ。デカイと動かすだけで息いき切ぎれするんだ」

　男が適てき当とうなことを言う。美み鈴すずがそれに対して黙だまっていると、バツが悪くなったのか口を開く。

「仕事でとんでもない失敗をしたんだ」

「へぇー。おじさん、仕事あるんだ」

　そこかよ、というしかめ面つらを男が浮かべる。帽ぼう子しの奥の額ひたいに手を添そえて、息いきを吐はく。

「たくさんあるよ。商しよう売ばい繁はん盛じようだ。ああでも、なんで、あんな失敗したかな……」

「大人は大変だねー」

　美鈴の薄うすっぺらい同情に、男の目が動く。指の隙すき間まから覗のぞけるその目は呆あきれているようだ。

「嫌いやな小学生だな」

「えー、なにが？」

　美鈴がとぼける。男はそれも察したように唇くちびるを尖とがらせるが、やはり怒ろうとはしない。

「失敗したこと自体はどうでもいいんだ。ただ、それが上じよう司しにバレたら……ヤバイなんてものじゃない。その前に、なんとか回収しないと。でも、無理だよなぁ……匿とく名めいが仇あだに……」

　男が愚ぐ痴ちり始める。もう美鈴のことは眼がん中ちゆうにないのか、一人で苦く悩のうし、そして動き出す。

「こんなことしてる場合じゃない。無む理りでも、やらないとな」

「元気出してね」

「そらどうも。だからお前もさっさと帰れよ」

　男が追い払はらうように手を振って、階段を下りる。ポケットに手を入れながら、地面を踵かかとで削けずるように、不ふ機き嫌げんに歩いていった。遠くにいったことを確かめてから、美み鈴すずがランドセルを撫なでる。

「関係あるかな？　ないかな？」

　美鈴の呟つぶやきは、男に話しかけたことと関係があった。美鈴が拳けん銃じゆうを購こう入にゆうする際さい、受け取りの場所として指定したのがこの駐ちゆう車しや場じようだった。廃はい棄きされた駐車場に用があるやつは滅めつ多たにいない。だから、そこから出てきた男はもしかして、自分に拳銃を売うった相手ではないかと思った。

　もし関係あるのなら、なにを『失敗』したのか気になるところではあった。

　美鈴がそう考える一方で、大人は頭が固い。拳銃を買う客に小学生がいるとは、固こ定てい概がい念ねんから考えづらいものだ。そこを意い識しきしているから、美鈴は敢あえて声をかけた。でも、なにも疑わないなんて。

「てんけーてきな、だめな大人ってやつだ」

　楽しそうに言う。それから、溶けかけているソフトクリームを一いつ気きに口に入れた。

　最後の一ひと口くちを堪たん能のうしていると、ふらふらと、パジャマ姿の女が駐車場の前を歩いていく。平泳ぎでもするように腕うでを振って、身体からだを前に出しているつもりらしい。傍はたから見ると酷ひどくマヌケで、本人の眠たそうな顔と相あいまって格かつ好こ悪いことこの上ない。靴くつもボロボロで、しかも踵を履はき潰つぶしていた。

　汚れた子こ犬いぬが彷徨さまよっているみたいで、なんとなく、横から撃うちたくなる雰ふん囲い気きがあった。しかしすぐに後ろから女子高生もやって来たので、美鈴はランドセルに伸ばしかけた手を引っこめる。鞄かばんを抱いた女子高生は軽けい快かいに走って、パジャマ姿の女を抜き去さった。

　ソフトクリームの包みを握にぎり潰して丸めてから、美鈴は呆あきれる。

　そして同時に、自分もいつかはあれの仲なか間まとして扱あつかわれるようになることを嘆なげいた。

　大人って、だめなやつばっかりだなぁ。
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　火か災さい報ほう知ち器きが鳴った直後、太た郎ろうは警けい察さつの二人組の動きに感心した。反はん応のうが他のどの客よりも早かった。迅じん速そくに逃げようとしたのだ。通路に半分出て話をしていた太郎も一いつ緒しよにその後に続いたので、少し遅おくれて背後に生まれた大だい混こん雑ざつに巻き込まれることはなかった。

　警けい官かんたちは場所を把は握あくできていない非常階段ではなく、すぐ側にあるエレベーターの方へと走った。飛びつくようにボタンを押した後、暴ぼう徒とのような足音が迫せまることに辟へき易えきした目を向ける。太郎はそちらと正反対、通路の突つき当たりの方に漂ただようものを発見して、「あ」と指差す。

　警官たちが太郎のその声と指に釣つられて振り向く。そして、ギョッとなる。奥の部へ屋やから、白い煙けむりのようなものが溢あふれ出ていた。警官は口の部分を塞ふさぎながら、腰こしを低くしてその部屋の前へ急行する。太郎はその場に留まっていたが、その煙を遠くから見つめることで「あれって」とその正しよう体たいに気づく。と、同時に火事ではないことも悟さとって、脱だつ力りよくして床ゆかに座すわりこんだ。

　いざとなれば窓まどを割って逃げ出すこともできない構こう造ぞうの３Ｆである。火災が下から迫せり上がってきているとしたら、全ぜん滅めつも覚かく悟ごしなければいけない。太郎も人ひと並なみに死ぬことを恐れて、怖いものがある俗ぞく人じんにすぎない。そして超ちよう人じん的てきでない自分を、太郎は好すきだった。

　火災報知器の知らせたものが湯ゆ気げで、シャワー室を開けっ放しにした悪戯いたずらだと判明して、戻ってきた警官たちが「人ひと騒さわがせな」と悪あく態たいを吐つく。太郎も同感だった。まだ混雑の最後列は事態を把は握あくできていないため、怒ど号ごうや悲鳴のようなものが木霊こだまする。無む人じんだったシャワー室の扉とびらを閉じた後、警官たちが誰だれにも負けないようにと声を張り上げて、なにが起きたかを説明し始める。その最さい中ちゆう、警官たちの目は駅えきで発はつ砲ぽうした高校生の姿を探さがしていた。客が強きよう制せい的てきに全員集まったことで、かえって都つ合ごうよかったのかもしれない。太郎も振り向いて顔ぶれを眺ながめるが、首しゆ藤とう祐ゆう貴きの姿はなかった。別の階にいるのか、もしくは、とシャワー室を睨にらむ。

　それから、騒そう動どうの後あと始し末まつの混雑と雑ざつ多たな説明から解放されるまで、三十分近くかかった。店員からも申もうし訳わけ程てい度どの謝しや罪ざいがあってから、気分が削そがれて帰ろうとする者、時間いっぱいまではここにいようとする者と反応が分かれる。太郎は前者で、用事もないのでそのまま店を出ることにした。ごった返すエレベーターに乗りこむと、乗った人間の重量だけでそのままストンと落下していきそうだった。明らかに定員オーバーなまま扉が閉じられて、ロープウェイのように派は手でに揺ゆれながら１Ｆへと下りていく。太郎としては生きた心ここ地ちがしなかった。

　受付にはそのまま行列ができる。精せい算さんのためだけに並ぶのも妙みようにバカバカしい光景だった。店員が一人しかいないので、太郎の番が回ってくるまで、十じゆつ分ぷん近く必ひつ要ようとした。

　精算しながら、首藤祐貴の鞄かばんを隣となりの部屋に置きっぱなしであることを思い出したが、敢あえて取りに帰る必ひつ要ようはないと判断した。客の誰だれかがその部へ屋やに案内されたら、忘れ物としてフロントに届けられて処しよ理りされるだろうから、太た郎ろうにとって好こう都つ合ごうだった。

　そしてようやく支し払はらいを済すませて、飲み物も、本も手に取らないまま太郎が漫まん画が喫きつ茶さを後にした。それとほぼ同時に女性がやってきて、すれ違ちがう。太郎は脇わきに寄って道を譲ゆずった。

　そこで、その金きん髪ぱつの端はしに目を引かれた。

「……れ、れ、れ？」

　その金髪の女性に強い既き視し感かんを覚えて振り向く。すれ違ったその女性は整えられた髪かみが風で乱みだれるのを気にしてか、しきりに頭を触さわっている。太郎にとってはなんの興きよう味みも抱いだかない年ねん齢れいの相あい手てである。だが、どこかで似にた人物に会ったような気がして、振り向いたまま立ち止まる。

　太郎を検けん知ちする自動ドアが開いたり、閉じたりを繰くり返す。その音と太郎の視し線せんを感じてか、女性が振り向く。しかもにやつきながら近寄ってきた。相手をしていた店員の困こん惑わくを無む視しして女性がやってきて、太郎に愛あい想そ良よく微笑ほほえんだ。

「久ひさしぶりだね、見み違ちがえたじゃないか」

「は？」

　親しげに肩を叩たたかれる。太郎の方は似ている誰だれかを感じているが、しかし本人との面めん識しきはないので困こん惑わくしてしまう。それに、まるで年上のように振ふる舞まわれるのも動どう揺ようを誘さそった。

「なんだ、私のことを忘れたの」

「え、えぇ。どちら様？」

「だったら今から覚えておくといいよ。はじめまして」

　女性がぺこりと頭を下げる。それから、種たね明あかしを明るく語った。

「ごめん、きみとは初対面さ。ジロジロ見られるのは気分がよくないからね、仕返しだよ」

「だと思った」

　太郎が相そう好ごうを崩くずす。女性も肩をすくめて、渦うず巻まいていた空気を弛し緩かんさせた。

　だがそう言いながら、女性の方は太郎をジロジロと不ぶ躾しつけに、観察している。太郎はそれを意い識しきして、『そういうところが誰かを思い出させる』と、口の中で感想を呟つぶやいた。

「おっと、店員がこっちを睨にらんでる」

「ですね」

　女性が大げさに振り返って、男性店員に笑いかける。店員は顔を逸そらし、張りつめていたものを途と切ぎれさせる。女性は一いつ般ぱん的てきに捉とらえるなら美人に属して、それを意識して利用したのだ。

「それじゃあね、タロウ君」

「ん？」

　最後に挑ちよう発はつするように、女性がわざとらしく言って店の中に戻っていった。

　太郎は店の外に突つっ立ったまま、一度も名乗っていないことを確かめてから、顎あごを掻かく。

「本当に知り合いだったのかな」

　学生時代の知り合いだとするなら、太た郎ろうと呼ぶはずがない。本ほん名みようを口にするはずだ。つまり探たん偵ていとしての自分を知る相あい手てであるとするなら、過か去この依い頼らい人にんだろうかと推すい理りする。

　年ねん齢れい的てきに興きよう味みがないので顔を忘れがちとはいえ、あんなのはいなかった気もする。しばらく店の前で唸うなった後、太郎が指を鳴らした。合がつ致ちする顔を発見して、しかしその顔は暗い。

「……そうか」

　太郎がようやく、誰だれを思い出したのかはっきりとさせる。その前にエレベーターに乗っていたことも関係したのかもしれない、と分ぶん析せきした。

　太郎が今の女性に想そう起きしたのは、自分の人差し指をへし折おった『青い男』だった。髪かみの色と目もとが瓜うり二つだった。兄妹かなにかだろうか、と思わず店から身みを引く。

　以前に出会ったその男は、明らかに異い質しつだった。太郎はなんの因いん果がか自じ称しよう殺し屋に知り合いがいるのだが、そいつと纏まとう雰ふん囲い気きが似にている。つまり、青い男は殺し屋の類たぐいではないかと予想していた。そんなのと関係している相手とは、十じゆう分ぶんに距きよ離りを取って無関係でいたい。

「……さて」

　道の左右を見み比くらべてから、自分がこの後にどこへ行くかを決める。当初は延えん々えんと駐ちゆう車しや場じようの前に張り込む予定だったが、予定外の事じ件けんがあった。本物の拳けん銃じゆうが出てきて、しかも探さがし物と同じ型と来た。

　こうなってくると、依い頼らい人にんに聞いてはっきりさせないといけないことがある。

　そのために事務所に戻ることを選んで、腕うでを大きく振って歩き出した。
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　車内で緑みどり川かわがそれに気づいたのは偶ぐう然ぜんで、なんの気なくポケットに手を入れたときだった。

　入れた覚えのない紙くずがねじ込まれていて、なんだろうと取り出す。いつ入れられたかも定かでないそれは一いつ見けんするとただの紙くず、ゴミであり、すぐに捨てようかと緑川は考える。

　しかし意い味み深しんな気もしたので、中に物ぶつ騒そうなもの、たとえば刃は物ものなどが入っていないことを触しよつ感かんから確かめた後に開いてみる。開くとワープロソフトで打った字が印いん刷さつされていた。

　内容はいたって簡かん単たんなもので、脅きよう迫はくだった。

『個こ展てんを開かい催さいしないでください。したら殺します』

　目を通した後、緑川は無表情のまま紙を縦たてに潰つぶした。皺しわに沿そって、ぐしゃりと脅迫文が歪ゆがむ。更さらに両手で丸めて、ポケットに突つっこんでしまう。それから、「なんだそりゃ」と呟つぶやいた。

「なにか言いました？」

　運うん転てん中ちゆうで、前を向いたままの新しん城じようが緑川の声に反はん応のうする。

「なんでもない」

　独ひとり言ごとを一々説明するのも気き恥はずかしいので、首を横に振るだけで済すませた。

　個展と指定しているのだから、渡す相あい手てを間ま違ちがえたということはないだろう。つまり緑川に恨うらみでもあるのか、もしくは開かれると都つ合ごうが悪いので中止を求めているやつがいる。

　緑川が新城を一いち瞥べつする。

　弟で子しが妙みように確信を持って心配していることといい、今の自分には取り巻くなにかがあるようだ。俗ぞく事じに疎うとい緑川もそれぐらいは察する。しかし個展を開催するなというのは無む理りな注ちゆう文もんだ、と突つっぱねる。なにしろ生活がかかっているのだ。開かなければどの道いずれ、金が尽つきてお終しまいになる。それぐらいなら陶とう芸げいを続けて死んだ方が面おも白しろい、と緑川は脅迫を無む視しすることを決めた。これがせめて弟子を追い出せとかそれぐらいの要求なら、緑川も呑のむつもりだった。

　軽トラは市し街がい地ちから離はなれて、やがて山道に逸それていく。舗ほ装そうされた道も半なかばまで登れば途と切ぎれて、後は獣けもの道みちに近い。車体ごと飛び跳はねて尻しりが痛くなることを、緑川は今から覚かく悟ごする。

　だが身みを固くする一方で、緑川の心には涼りよう風ふうが吹いていた。

　開催するなということは、個展が滞とどこおりなく開催するということである。

　緑川はそこに安あん堵どの息いきを吐はき、心穏おだやかに目を瞑つむった。
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　祐ゆう貴きは必ひつ死しに逃げ惑まどうが、その行動範はん囲いは狭せまい。駅えきの周しゆう辺へんをぐるぐると彷徨さまよっているだけにすぎなかった。知らない道へ行くことの恐きよう怖ふや、先行きのなさが自然、道を狭せばめる。

　そして誰だれかが追いかけてきていることに気づいてから、祐貴の進路は更さらに単たん純じゆんなものとなる。細い、人ひと目めにつかない道をとにかく選んで、その間を走り抜けようとするだけだ。

　今も走り続けて、偶ぐう然ぜん見つけた路地に入りこむところだった。背はい後ごばかりを気にして、他のものに注ちゆう意いを向けることができない。視し野や狭きよう窄さくとなって心しん臓ぞうの鼓こ動どうばかりが耳につく。

　五ご感かんが偏かたより、満足に働はたらいていない。

　そんな状じよう況きようだったからか、路地の端はしに座すわりこんでいた犬いぬにいきなり吠ほえられて、祐貴が思わず体たい勢せいを崩くずす。横に飛び跳はねて、ビルの壁かべに強く肩を打った。その弾はずみで拳けん銃じゆうが手から抜け落ちてしまう。祐貴が慌あわてて拳銃を拾おうと、立ち止まって振り向くと目の前に靴くつが飛んできているところだった。

「は、ぶぇし！」

　最後まで驚おどろくこともできずに、パカーンと、完かん璧ぺきな音を奏かなでて祐貴の顔がん面めんと靴の裏うらがぶつかり合った。
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　咄とつ嗟さに投げた靴くつが思いの外ほか、綺き麗れいに高校生の顔に当たったことで黒くろ田だのテンションが上がる。踊おどるように飛び跳はねてから、一いつ気きに駆かけて高校生との距きよ離りを詰つめた。高校生が拳けん銃じゆうを落としていたことを幸さいわいに、その前まえ髪がみを掴つかむ。思いっきり引っ張って、高校生が歯を食いしばって苦く悶もんに耐たえている間に、足を引っかける。そして掴んだ髪ごと、頭部を固い地面に叩たたきつけた。

　高校生の目が激げき痛つうに見開く。黒田は構わず、高校生に馬乗りとなった。本当は先に拳銃を回収したかったのだが、日の当たらない場所ということもあって、咄とつ嗟さに見つけることができなかった。よって後回しにして、まず、高校生の鼻を殴なぐり潰つぶすことを試こころみる。二発、三発と渾こん身しんの力を込めて叩き、鼻血を噴ふき出させる。そうすることで真まっ先に抵てい抗こうの意思を削そいだ。他のことはそれから、順良くやっていけばいい。黒田に染みついた基本だった。

「シー、な。シー」

　立てた人差し指を口の前に添そえて、黒田が犬いぬに注意する。あまり吠ほえられて人を呼ばれても困る。当然、犬にそんな言こと葉ばや仕し草ぐさが直接伝わるはずもないが、不ふ思し議ぎと犬は高校生と違ちがい、黒田に吠えようとしない。黒田の雰ふん囲い気きや臭においから、なにかを察したのかもしれない。

「さてと。やっと話ができるな」

　相あい手てが話をできそうもない状じよう況きようであることはまったく無む視しして、黒田が言う。高校生は涙なみだと鼻血に溺おぼれるようだった。黒田がそれを服の袖そでで強引に拭ぬぐってやる。

　形ながらの親切で取り繕つくろおうとする黒田に、高校生の目が怯おびえて歪ゆがんだ。

「けい、さつ？」

「いや、民みん間かん人じんだ。通つう報ほうしたりはしないさ、安心しなよ」

　鼻を潰しておいて、それは難むずかしいだろう。自分で言いながら黒田が苦く笑しようしてしまう。

「駅えきできみを見て、話を聞きたくなったんだ。答えてくれよ」

　悪戯いたずらっぽく、げんこつを掲かかげて黒田が屈くつ託たくのない笑え顔がおを見せる。高校生は言葉を失ったように、口を開けたまま次の鼻血を垂たらし始めた。涙は止まっても、そちらはまだ続くらしい。

「まず聞きたいんだけど。なんできみは銃じゆうなんか持っている？」

　銃の話題に触ふれられると、高校生の鬱うつ々うつとした顔が一いつ層そう、陰かげりを帯びる。

「か、買った、から」

「ふんふん、なるほど。では次の質しつ問もん。誰だれから買った？」

「………………………………………」

　高校生が無む言ごんを三秒びよう維い持じすると、黒田の握にぎりこぶしが動いた。脅おどしの目的で、鼻ではなく横っ面つらを殴なぐり飛ばす。黒くろ田だが胴どう体たいに乗っているせいで身体からだが動かず、頭だけがちぎれそうなほど揺ゆれた。更さらに、高校生がなにか言いそうになっても黒田は二度ほど、頬ほおの骨ほねを殴った。

　その度たびに黒田の手は痛んで胸むねも痛ましい思いを訴うつたえるが、それを無む視しできる程てい度どには人を殴った経験があった。高校生が涙なみだながらに、「もう、殴らない、で」と訴うつたえてくる。

「すぐ言えば殴らなかった」

　そう言うと、今度は高校生が『すぐ』に白はく状じようする。

「ネットで、買った。だから相あい手てなんか、知らない」

「あちゃあ……節せつ操そうないな」

　黒田と同じ購こう入にゆう方法だった。これではこの高校生を警けい察さつに聴ちよう取しゆさせるわけにいかない。それから高校生が黒田の態たい度どからなにか気づきそうな顔をしているので、もう一度、鼻を殴った。

　高校生は呻うめき声を上げようとするが鼻血が流れこんで、派は手でに噎むせる。

　血の混じった唾つばが地面に落ちた雨のように跳はねて、高校生の顔に降る。

「んで、次の質しつ問もんは……スカッとした？」

「……え？」

　質問の意味が分からなくとも、無む言ごんのままだと殴られることに怯おびえて、高校生が短い声をあげる。黒田は自分が最初に人を殺したときの心しん境きようを思い出しながら、敢あえて尋たずねた。

「いや、人を殺してさ」

　そう言われて、高校生の顔色が変わる。他人から指し摘てきされることで一いつ層そう、高校生の意い識しきは歪ゆがんでいく。或あるいは、すぐに逃げたので撃うった相あい手てが死んだ事実を知らなかったのかもしれない。

「相手が憎にくいのか、偶たま々たま見かけたのを撃っただけかは知らないけど、それできみは、」

「ん、なんだなんだー？」

　唐とう突とつに、そんな間ま延のびした声が聞こえてきた。完全に油ゆ断だんしきっていた黒田の背中が、びくりと、派は手でに跳はねる。咄とつ嗟さに振り向いてしまう。それが大きな隙すきを作ることを理解しながら、反はん射しや的てきに身体が動いていた。高校生もそれに気づいて、がむしゃらに身体を動かす。

　相手は高校生で黒田が殺し屋といっても、体格はさほど変わらない。気の緩ゆるんだところを、それこそ命がけで反はん抗こうされれば力尽づくで押さえつけることは難むずかしい。黒田の下から身体を地面で削けずるようにして抜け出た高校生が、黒田をひっくり返すように強く押し飛ばす。黒田はそれに抗あらがいきれず、先さき程ほどの高校生のように壁かべに身体を強く打ちつける。

　そして高校生が拳けん銃じゆうを拾ったところで、黒田を悪お寒かんが襲おそう。しかし高校生は撃つことなど頭にないらしく、服の内側に拳銃を隠かくしながら、人ひと影かげの方向へ走っていってしまった。

　助かったと胸むねを撫なで下ろす反面、逃げられたことに溜ため息いきが漏もれる。話は聞けたが、肝かん心じんの高校生がこのまま警けい察さつに捕つかまっては追いかけた目的は半分も達成できない。

「本当は、始し末まつしておきたかったけど」

　黒田が頭を掻かき、自じ身しんの失敗で取り逃したことに羞しゆう恥ちを覚える。そして未いまだ突つっ立っている人ひと影かげからの視し線せんを感じて、この恥はじが伝つたわらない内うちに去さろうとその場を離はなれる。

　拳けん銃じゆうを事務所に置き去ざりにしてきたことを、今いま更さらながらに後こう悔かいしながら。
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「すいー、すいー」

　駅えきからマンションまで、カナは平ひら泳およぎで世せ間けんを渡った。傍はたから見るとバカ丸出しであり、侮ぶ蔑べつの対象だったが当とうの本人は周しゆう囲いの視線などまったく気に留とめない。そもそも人ひと目めを気にしているなら、よれたパジャマやボロボロの靴くつで出歩けるはずもない。

　暑いとどうにものんびり歩く気がしなくて、本人なりに急ごうとした結果、この動きが生まれた。腕うでの動きに釣つられて身体からだが前に出るので、普ふ段だんのカナよりは早く前に進んでいる。

　途と中ちゆう、様さま々ざまな人に追い抜かされながらもマンションの入り口に辿たどり着く。そこで泳ぐ真ま似ねを止めて腕を下ろし、「つかれた」と外出の感想を締しめくくった。働はたらくこと自体は受け入れても、つきまとう気け怠だるさはごまかしようがない。そうするとつい猫ねこ背ぜで俯うつむきがちとなり、そこでカナは足もとに見み慣なれないものを発見することになった。

　マンションの脇わきに丸っこい犬いぬが座すわっていた。腹はら回まわりがたぷたぷと小こ気き味みよく揺ゆれている。その曲きよく線せんが作り物のようにかわいらしいので最初は置物かと勘かん違ちがいしたが、通りすぎようとしたら吠ほえられて、カナの肩がびくりと反はん応のうする。

「おぁぁ、びっくりした。お前、犬いぬだったの」

　間の抜けた質しつ問もんに、犬が吠える。まるで、『そうだ』と答えているようだった。

　犬が一度、飛び跳はねてから動き出す。カナの前にやってきて、前まえ脚あしでマンションの裏うら側がわを指す。カナが首を捻ひねりながらそちらを覗のぞいてみるが、建物に遮さえぎられてなにも見えない。

　犬は指した方向に移動しながら、カナに何度も振り向く。そして吠える。『ついてきてくれ』と言っているように感じて、カナが噴ふき出す。「いやいやまさか」と、手を横に振った。

　だが『まさかじゃないぞ』とばかりに、犬がばうばうとカナを呼ぶ。普通の人なら薄うす気き味み悪くなるほど、鳴き方が人間の声と噛かみ合っている。カナはそれを敬けい遠えんすることなく、逆ぎやくに面おも白しろがって後についていってみることにした。

「んー。お前、飼かい犬だよね。毛け並なみ綺き麗れいだもん」

　犬がばうばうと返事する。それが是ぜ非ひのどちらか判別つかないが、カナが頬ほおを引っ張る。

「あたしと一いつ緒しよか。でも犬はいいよねぇ、働かなくてもちやほやされるし」

『犬もけっこう大変なんだぜ』

「あーはいはい、悪かった」

　勝手に犬の鳴き声を台詞せりふに置き換えて、カナが会話する。犬も満まん更ざらでもないように吠えた。

　そのまま犬に先せん導どうされて、マンションの裏手まで回る。犬はマンションと、裏側に建つビルの間の路ろ地じを前足で指す。そのビルにはマネキン人形を売っている不ふ思し議ぎな店が１Ｆにあり、表おもてのワゴンには人形の頭部がゴロゴロ転がっていて、夜間に見ると腰こしを抜かす者もいる。

「なに、ここ入れって？」

　犬が腹はらを揺ゆらす。頷うなずいているつもりなのだろうか、とカナが目を細める。

「変なやつ」

　ここまで来たついでなので、路地を覗いてみる。「お？」と、カナの目がすぐになにかを捉とらえる。薄うす暗がりで人にん相そうの判はん別べつはつかないが、二つの人ひと影かげがあるようだった。一人は地面に寝ね転ころんで、もう一人はそいつに馬乗りとなっていた。喧けん嘩かだろうか、と思いつつもカナは一歩近づいてしまう。

「ん、なんだなんだー？」

　カナがなんの気なしに声を出すと、馬乗りになっていた男の背中が派は手でに震ふるえた。その隙すきを見逃さず、下の男が暴あばれる。上の男がひっくり返されて壁かべに身体からだを打ちつけている間に、下の男が中ちゆう腰ごしでなにかを拾う。そして、カナの方へと全力で駆かけてきた。カナが目を白しろ黒くろさせていると、その横を鼻血だらけの高校生が駆け抜けていく。なにかを内側に隠かくすように、前まえ屈かがみの姿勢だった。

「な、なんだよぅ」

　カナが仰のけ反ぞる。路地の先に残っている方の男は立ち上がった後、高校生とは反対の道へと去さっていった。お互たがい、距きよ離りもあって顔ははっきりと見えなかったようだ。

　それが済すんだ後、『今のは気にしない』といった態たい度どで、犬いぬが路ろ地じを進んでいく。物ぶつ騒そうなやつが他にもいた場合を想そう像ぞうして及および腰ごしになりながらも、人ひと影かげが見当たらないことを確かめてカナが犬の後に続いた。今のやつら以外にまだ見せるものがあるのだろうか。

　そして丸い犬が立ち止まって、前足で指した先には壁かべに沿そってへたり込んでいる別の犬がいた。白い毛け並なみが薄うす汚よごれて、外がい傷しようはないが弱っているようだった。その犬を紹しよう介かいでもするように、丸い犬の方が軽く足を上げる。カナは「あー」とその意い図とを読み取り、二匹ひきの前に屈かがむ。

「あのさ。お前とこの犬を助けろとか、ずーずーしーこと要よう求きゆうしてません？」

　犬が『正解である』とばかりに嬉うれしそうに鳴く。短い尻尾しつぽをぺたぺたと振っている。

「……変なやつ。ほんとにこっちの言こと葉ばが分かってそう。こんなお腹なかなのに」

　カナが犬の下したっ腹ぱらを撫なでる。犬はくすぐったそうに身を捩よじるが、抵てい抗こうはしない。

「うち、マンションだからねぇ……内ない緒しよで猫ねこ飼かってる人とかいるけどさ」

　実じつ家かで長年飼っていた犬のことを思い出して、カナが遠い目になる。大学に在ざい学がく中ちゆうに亡なくなったので、死に目に会うことは叶かなわなかった。それを踏ふまえてか、カナの顔に感かん傷しようのようなものが浮かぶ。

「どうせあたしも犬だし、一匹、二匹増えても変わんないか」

　紙袋の中なか身みを出して脇わきに抱かかえた後、空からになった袋の口を目め一いつ杯ぱい開く。

「ここ入り。見られるとうるさいから」

　地面に置いて犬たちを誘さそう。丸い犬の方はすぐに反はん応のうしたが、へたり込んでいる犬の方は警けい戒かいしているのか、動こうとしない。しかしカナが「おいで」と優やさしく促うながすと、犬はその声に反はん応のうするように紙袋に収まる。二に匹ひき分ぶんの犬が袋の中で大人しくしているのを眺ながめて、カナは心を和なごませた。紙袋が破やぶけないようにと下から支えて持ち上げる。

「犬に好すかれるのは、あれだ。仲なか間まと思われていたりして」

　その自じ己こ分ぶん析せきを最初は笑ったが、段々と笑い声は乾かわいて最後は無む言ごんとなった。

　それから幸さいわいなことに、マンションの中で誰だれともすれ違ちがうことなく部へ屋やまで戻ることができた。カナが靴くつを脱ぬぎ散ちらかして、紙袋から犬を出す。犬二匹はゆっくりと部屋の中を歩き回り、幸い、吠ほえ回る様よう子すはない。そもそも、細い方の犬はそんな元気もないようだった。

　カナも部屋に上がる。と、そこで机つくえに置きっぱなしの携けい帯たい電話が赤く点てん滅めつして、着ちやく信しんを通知していることに気づいた。おや珍めずらしいと、買ってもらった服を放って電話を取る。実じつ家かかギャッピーかと予想して確かく認にんすると、そのどちらでもない人物からだった。

　カナの生せい活かつ費ひを援えん助じよしている物もの好ずきこと、『吉よし上がみ順じゆん一いち』から留る守す電でんが入っていた。連絡などまず取ってこない相あい手てなので、萎い縮しゆくしてしまう。吉上順一はいい歳としした中年で、カナとは二回しか顔を合わせたことがない。しかもそれは大学に関連した関係で、カナと深い付き合いがあるわけでもない。それなのに、なにを見出したのかカナをこの地と大学に留めていた。

　見返りになにかを要よう求きゆうされたこともないので、最近は存そん在ざいそのものを忘れかけていた。

「その吉よし上がみさんからー、はいはいなんでしょう」

　繋つながってもいない電話と会話しながら、録ろく音おんを再さい生せいする。そこまではやる気のない鼻はな歌うた交まじりだったが、その短いメッセージを再生した瞬しゆん間かん、カナの頭に鍾しよう乳にゆう石せきでも突つき刺ささるようだった。しかも突き刺さった石の破は片へんが鼻や口から溢あふれるような衝しよう撃げきが、上から下へと貫つらぬく。

　顔も忘れている吉上順じゆん一いちは、押し殺したような声で言った。

『身み内うちに不幸が遭あった。しばらくはそちらを援えん助じよする余よ裕ゆうがない』
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　夕方前に家に帰った後、美み鈴すずはランドセルをひっくり返して中なか身みを床ゆかに散らばらせた。教科書と給きゆう食しよく袋ぶくろ、それとノートの中に拳けん銃じゆうが埋うもれる。その拳銃は放っておいて、ノートを一いつ冊さつ引き抜いた。ついでに筆ふで箱ばこの中からシャープペンも用意する。母親はタカシマヤで働はたらいているので、夜になるまで家の中には美鈴しかいない。拳銃も隠かくす必ひつ要ようがなかった。

　クッションを縦たてに並べてその上に寝ね転ころんだ後、ノートを開く。そのノートの表おもてにはマジックで『８』と書かれている。美鈴のランキングノートは本来、これで七冊目だが三冊目は使いきる前に紛ふん失しつしてしまっていた。自分の名前は書いていないし、中に記しるされている人物も本人でなければ縁えんの分からない繋つながりなので、害がいはないだろうと美鈴は放っておいた。なくしてから二ヶ月近く経たつが、今のところなにも起きていないのですっかり安心していた。

　昨日きのう使ったページの下半分に６月１日と日ひ付づけを書きこんで、ランキングを作成し始めた。一位の名前は昨日から変わらないが、二位に関しては変動がある。『銃持った高校生』と、本ほん名みようを知る術すべもないので暫ざん定てい的てきにそう書きこむ。その横に、特とく徴ちようを忘れない内に書いておいた。

「髪かみはまっすぐ、鼻は低い。あごのところにちょっと傷きずがあって……ぐらい？」

　拳けん銃じゆうの方に注ちゆう目もくしていたので、顔その他があまり思い出せない。写真もないのでどう探さがすか美み鈴すずには思いつかなかったが、二位を狙ねらうのはまだ先なので問題は後回しにした。

　三位、四位と順じゆん調ちように筆ふでが進んでいく。六位にあった小こ泉いずみ明あ日す香かは綺き麗れいさっぱりとランキングから消えて、美鈴自じ身しんの興きよう味みも他に移ってしまっているようだった。極きよく端たんな執しゆう着ちやくはないのだ。

　美鈴が嫌きらう理由など、酷ひどく単たん純じゆんで底が浅あさい。たとえば小泉明日香。どこが嫌いかといえば、『自分より美人だからいや』という、身み勝がつ手て極きわまりないものだった。小泉明日香の人ひと柄がらなど関係なく、同どう級きゆう生せいの姉を偶ぐう然ぜん見かけたときその顔に嫉しつ妬としたという、それだけだ。

　そもそも躊ちゆう躇ちよなく人を殺せるような倫りん理り観かんの持ち主ぬしが、真まっ当とうかつ重い理由で人を嫌うはずもない。時とき本もと美鈴にとって、動機や尊そん厳げんなど風ふう船せんより軽く、そして割れやすい代しろ物ものだった。

　美鈴は道どう徳とくの教育を殊こと更さら、母親から受けたことがない。たとえなくとも自然、周しゆう囲いと触ふれ合う中で育はぐくまれていくはずの常じよう識しきが、美鈴の場合は上う手まく育たなかった。育つための種たねがなかったのか、もしくは未いまだ未み熟じゆく児じなのか。

　書き終えたノートとペンを置いて、俯うつぶせから仰あお向むけに寝ね転ころび直す。

　明日は元もと五位の『姫ひめ路じ灯ともり』を狙おうと、美鈴が鼻はな歌うた交まじりに休日の予定を立て始めた。





→二日目に続く。
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　緑みどり川かわは作業場の脚あしが不ふ揃ぞろいな椅い子すに腰こしかけて、ぼぅっとしていた。なにをするでもなく、椅子ごとかくんかくんと身体からだを揺ゆらしている。六月ともなれば日が長くなり、夕暮れはまだ遠い。

　夕ゆう飯はんはまだかなぁと、口を半開きにして緑川が待まち侘わびていた。食べることと寝ねること以外、緑川の興きよう味みはほとんどない。趣しゆ味みがないのは出しゆつ費ぴが抑おさえられるということで、好こう都つ合ごうだと評ひよう価かしていた。困るのは画が商しようとの商談の際さい、世せ間けん話ばなしを求められる場面もあることで、そうした情じよう報ほうだけはネットから得ることにしている。山奥なため、新しん聞ぶん配はい達たつも範はん囲い外がいだった。

　新しん城じようは靴くつの穴あなあきが修しゆう理りできないかと、作業場の隅すみで背を丸めて格かく闘とうしている。青い上着を脱ぬいで椅子にかけて、腕うでまくりをしながら糸と針はりを踊おどらせる。陶とう芸げいは一いつ向こうに上達しない割わりに手先は器き用ような男で、炊すい事じを任まかせてもそつなくこなす。

「縫ぬってもまたすぐ穴が空くと思うけど」

「そうなんですけど、気に入っているもので」

「そう」

　緑みどり川かわが椅い子すの背もたれに寄りかかり、身体からだを反そる。首を後ろに傾かたむけて背はい後ごを眺ながめると、壁かべ際ぎわには新しん城じようの活いけた花はな菖しよう蒲ぶが、出で来き損そこないの壺つぼと一いつ緒しよに飾かざられていた。

　失敗作を飾られるのは緑川としても気分を大おおいに害するのだが、その花がなければ作業場は本当に殺さつ風ぷう景けいなものである。『それはよくない』と言いきられると、インテリアに関心のない緑川は『まぁそんなもんか』と押し切られて、そのまま認めてしまう。結果、新城の気に入った失敗作の陶とう器きを花が彩いろどることとなってしまった。見る度たびに心の荒すさむインテリアなど意味があるのか、緑川としてはその存そん在ざいに大いに疑問だった。

「明日は休日ですし、駅えきのデパートも人が多いでしょうね」

　縫ぬいながら新城が話を振ってくる。緑川も壺を睨にらみながら答える。胸むねを前に突つき出して喉のども反り返っているので、少し息いき苦ぐるしそうだった。

「そのたくさんの人が個こ展てんに来てくれることを祈いのる」

「ですね」

　新城の同意は淡たん泊ぱくなものだ。それを望んでいないようにすら取れる。新城は靴くつを縫う合あい間まに携けい帯たい電話を弄って、なにか検けん索さくしているようだった。その結果を緑川に報ほう告こくする。

「さっきの駅での事じ件けんが取り上げられましたよ。撃うたれた学生は死し亡ぼうしたそうです」

「そう」

　膝ひざに手を当てて更さらに反り返りながら、緑川がいつも通りの反はん応のうを見せる。死んだといっても赤の他人である。それに緑川は混こん乱らんする中で新城に連れ出されていち早く逃げたため、事件が目の前で起きていたという実じつ感かんが薄うすい。

「若いのに残念ですね」

「年寄りだって死ねば残念だよ」

　両親と死し別べつしたことを踏ふまえて緑川が反論する。新城は針はりを摘つまみ直して、緑川に尋たずねた。

「師し匠しよう、人間は死んだらどうなると思います？」

　緑川が頭を振って、身体を起こす。三み日か月づきを描えがくような姿勢を止めて、椅子の上に膝ひざを立てて座すわり直す。タオルの上から頭を掻かいて、目を泳およがせる。答えを考えているようだった。

「この学生、死んだ後はどうなったんでしょう」

「あんたはどう思うの？」

　答えが見つからなかったのか、緑川が新城に問とう。新城は靴に針を突き刺さしながら言った。遠くで新城の電話が鳴っているが、出るのが面めん倒どうなのか無む視しを決めこむ。

「永えい遠えんに目覚めないというのは感かん覚かくの終わりですからね。想そう像ぞうもつかないし、考えるだけで恐ろしい。だからせめて意い識しきがどこかに続くような、そんな場所があったらいいとは思います。そうでないと、嫌いやじゃないですか。最後にそんなのが待まっていたら、誰だれも幸しあわせになれない」

「ふぅん。……あんたは、死ぬのが怖いわけね」

　なにも恐れていないような笑え顔がおを維い持じし続ける新城を、緑川が意い外がいな目で見る。

　新しん城じようは本ほん心しんを覗のぞかせない笑えみを浮かべたまま、それを強く肯こう定ていした。

「ええ。私は誰だれよりも、死ぬことを恐れているのです」

「……そう」

　膝ひざを撫なでながら、緑みどり川かわが重く顎あごを引く。

　それが本心かは分からない。

　しかし新城雅まさ貴きのその言こと葉ばに、『だから』と続くものを感じたような気がした。





→二日目に続く。
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　引いたのは正解だが、見失ったのは失敗だった。黒くろ田だは先さき程ほどの行動をそう評ひよう価かする。せめて拳けん銃じゆうを持ち合わせていれば話の前に高校生の脚あしを撃うち抜いて、阻そ止しできたと悔くやんだ。

　その黒田は現げん在ざい、駅えき内ないで個こ展てん会場の前にいた。高校生の捜そう索さくは諦あきらめて、本業の方に戻ることにした。これは明日から開かれる『緑みどり川かわ円えん子じ』の個展会場で、駅の２Ｆで行われる。意外と広い場所を使うことに黒田は感心しながら、その周しゆう辺へんを下した見みのつもりで巡めぐっていた。

　まだ会場内に入ることはできないが、外には宣せん伝でんの広こう告こくが貼はられている。中ちゆう央おうに写る花の活いけてある壺つぼを黒田が一いち瞥べつして、「違ちがうやつだな」と呟つぶやく。見てもなにがいいのかまるで分からなかった。

　個展には本人も来るはずなので、狙ねらい時である。それと例の写真の壺が飾かざられていないかを確かめたくもあった。あの壺にもの凄すごい秘ひ密みつ、それこそ財ざい宝ほうの在処ありかでも記しるされているのではと勝かつ手てに期待していた。しかし在処を記す前に緑川円子が手に入れるよなぁと、すぐ考え直す。

「あ」

　少し距きよ離りを置いたところでそんな声が聞こえて、黒くろ田だが振り向く。視し線せんの先にいたのは、デパートの制服を着た店員だった。その女性とはお互たがいに面めん識しきがあり、途と端たん、黒田が笑え顔がおになる。

　意い気き揚よう々ようと近づいてくるのを見て、女性の方は『立ち止まるんじゃなかった』という顔をしている。黒田はそれに気づきながらも構わずに話しかけた。

「やぁやぁどうも。あ、こんにちは。マンション以外で会うのは珍めずらしいですね」

「そうですね。どうも」

　その女性は、黒田の暮くらすマンションで時々顔をあわせる。住んではおらず、よく首くび根ねっこを掴つかまれながら一いつ緒しよにいる女の子に会いに来ているようだった。黒田はその女子の方には興きよう味みがなく、好こう意いがあるのは目の前の女性だけだった。名前もお互いに知らないのだが、今つけている名な札ふだでは『丹に羽わ』となっている。たんばさんかぁと誤ご読どくしながら、黒田が微笑ほほえんだ。

「どうです、仕事が終わったら一緒にラーメンでも。駅えきの１Ｆんとこに俺、あなたのためならどんな行列でも並びますよ」

「あー、その……すいません、今日は友達の家に行くので」

　愛あい想そ笑いを浮かべて断られる。この女性が黒田の誘さそいを受けたことは一度もない。黒田も既すでになにも期待せずに惰だ性せいで、挨あい拶さつ代がわりに誘っていた。

「そういえば、あれ知ってます？　下のとこで人が死んだって」

　黒田が話題を振ると、女性の顔が曇くもる。

「えぇ。銃じゆうと聞いて、まさかとは思ったんだけど。違ちがってよかった」

「へぇ？　まさか？」

　妙みような言い回しに黒田が反はん応のうする。女性にとっては失しつ言げんだったのか、「あ、こっちの話」と露ろ骨こつに口もとを押さえた。銃と、まさか。組み合わせれば、自おのずと興きよう味みが湧わく。

　話を引き伸ばそうと、黒田が広こう告こくに目をやる。

「明日からこれ、壺つぼの展てん示じ会かいってやつですか？」

「壺だけではありませんけど」

「有ゆう名めいな陶とう芸げい家かさんなんですか、この人」

「さぁー。私、担たん当とうじゃないもので」

　それだけ言って、失礼しますと店員が会え釈しやく混まじりに離はなれていった。未み練れんも一いつ切さいなく、さっさと歩いていってしまう。その背中と臀でん部ぶを眺ながめながら、黒田がぼやく。

「あれが照てれ隠かくしならいいのになぁ」

　気になる点はあったが、無理に追いかけることは止めておいた。

　黒田も移動して、駅の２Ｆの手すりに座すわりながら、金時計の周しゆう辺へんを見下ろす。普ふ段だんは待まち合わせの定てい番ばんとして賑にぎわうそこは警けい察さつの手によって封ふう鎖さされて、寂さびしいものとなっていた。黒田はその景色に運動会を思い出す。玉入れの柱はしらを誰だれも支えず、周囲の誰もが投げようとしない。独ひとりぼっちの時計を見ていると、そんな情じよう景けいが浮かんだ。

　当然、死んだ高校生の彼女も時計の側にはいない。今いま頃ごろは泣いているだろうと想そう像ぞうした。

　血管の中にコブができて流れを拒こばむように、人の往おう来らいも左右に偏かたよって窮きゆう屈くつそうだ。金時計を中心として、球きゆう根こんかタマネギの形を描えがいているようにも見える。その流れの中に男女混こん合ごうで談だん笑しようしながら改かい札さつへ向かう高校生集団を見かけて、黒くろ田だが目を細めた。

　あの高校生は堂どう々どうと殺しすぎた。よほど上う手まく立ち回るか、もしくは殺し屋にでも就しゆう職しよくしない限り、一いち時じ凌しのぎの安全すら確かく保ほできないだろう。黒田が初めて人を殺した年ねん齢れいと被かぶっているためか、つい同情的な目線となる。自分の場合は運うんがよかっただけだと、黒田は思っていた。

　だがすぐに、本当に良かったのかと疑問を持つ。高校生が近いうちに捕つかまるとするなら、これ以上は人を殺さないで済すむ。しかし黒田はこれからも、様さま々ざまなものに怯おびえ、疑いながら殺人を重ねて生きていくしかない。終わりが見えない自分の生き様ざまは、幸こう福ふくと言えるのだろうか。

　そうして留とどまっていると、鉄てつ道どう警けい察さつがやってきて、「そこに座すわらないでください」と注ちゆう意いしてくる。そことは手すりであり、黒田は実のところ、以前にも何度か注意されたことがあった。

　黒田は「すいません」と素す直なおに謝あやまって、その場を離はなれる。歩きながら、途と中ちゆうで我が慢まんしきれなくて口もとがひくつく。堪こらえきれない笑いのせいで、腹はらを抱かかえそうになる。

　他にもっと注意することがあるだろう、と普通の殺し屋は思った。





→二日目に続く。
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　ヘソの尾おを切られた気分だった。カナは正まさに切り離された胎たい児じのように丸まり、動かない。連れこんだ二匹ひきの犬いぬはどちらもカナと似にたような姿勢で、幸しあわせそうに寝ね転ころぶ。安全な寝ね床どこを得て一ひと息いきついているようだった。しかし、安あん泰たいの失われたカナはそんな寝ね顔がおになっていられない。

　実じつ家かに続いて、援えん助じよを切られた。そもそもなぜ、大たいして面めん識しきもない中年が自分を援えん助じよしてくれていたかも、カナは知らない。金持ちの気まぐれだろうと解かい釈しやくして、その好こう意いに甘あまえてきた。

　それがあまりに唐とう突とつに終わりを迎えて、カナは揺ゆりかごを失った。もう横になっているだけでは生きていけない。そして同日、ギャッピーによって職しよく場ばがもたらされたのはなにか運うん命めいというのもあるのではと、カナに本気で思わせた。嫌いやな運命だと、壁かべの端はしから端へ転がる。

　だがバイトしたところで、マンションの家や賃ちんと生せい活かつ費ひを賄まかなえるわけがなかった。とても足たりない。カナとしてはお先真まっ暗くらだ。そこで昼間の美び容よう院いんでもらった名めい刺しと、出会った男の存そん在ざいを思い出したが、「お金の相そう談だんしてもなぁ」ともごもご口を動かすだけで、他は動かない。

　こうなってくると、犬の世話などしている場合ではない。自分も路ろ頭とうを迷まよいかねないのだ。

　カナが姿勢を仰あお向むけに変えると、丸っこい方の犬いぬが甘あまえるように、腹はらの上に乗ってくる。体たい毛もうがちくちくと肌はだを刺さすが、その暖あたたかさにカナの気がほんの少し緩ゆるむ。場合ではないが、今日ぐらいはいいかと甘あまい気持ちにさせるには十じゆう分ぶんな効こう果かがあった。

「でも、せめてあっちの細い方が乗れば……まぁ、いいや」

　お先の真まっ暗くらついでに眠ろうと目を閉じると、そのままカナは寝ね入いってしまう。不ふ眠みん不ふ休きゆうも限界だった。意い識しきの途と切ぎれる際さい、様さま々ざまな心配がそれを遮さえぎろうと手を伸ばすが、それに捕つかまえられる前にカナは眠ねむ気けに誘さそわれて、夢ゆめの中へ上じよう手ずに逃げこんだ。





→二日目に続く。
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「というわけで、今日のところは収しゆう穫かくなしです」

　太た郎ろうが上じよう司しへの報ほう告こくのために事務所に戻ると、篠しの崎ざき達たつ郎ろうがまた扉とびらの前で正せい座ざしていた。仕事は早はや引びけしたと語る篠崎達郎が成果について報告してほしいとせがむので、太郎は事務所の応おう接せつ間まに案内した後に開かい口こう一いち番ばん、そう言った。篠崎達郎は目に見えて落らく胆たんを表した。

　そうした大げさな仕し草ぐさは、どこか愛あい嬌きようを感じさせる。太郎は首を伸ばして遮りの向こうに目をやる。派は手でな髪かみの同どう僚りようは見当たらない。お茶を運んでくれる事務員もいないので、太郎は自分で動いて二人分のお茶を用意した。茶ちや菓が子しは所長の私し物ぶつしかなかったが、遠えん慮りよなく勝手に利用することにした。おにぎりせんべいを五、六枚載のせてお茶と共ともに運ぶ。

　太郎が戻ってくると、落ちこんでいた篠崎達郎も顔を上げる。「ああどうも」と頭を下げた。

　その後こう頭とう部ぶを見下ろして、太郎がうんと頷うなずく。

「……ちょうどよかった」

「は？」

　お茶を一口啜すすった後、太た郎ろうは篠しの崎ざき達たつ郎ろうに揺ゆさぶりをかける。

「今日、名な古ご屋や駅えきの中で発はつ砲ぽう事じ件けんがあったのをご存ぞんじですか」

　湯ゆ飲のみに手を伸ばしかけていた篠崎達郎が固まる。『え、え、』と言わんばかりに目が左右に動いている。噓うその苦にが手てな人のようだと、太郎は『やりやすさ』に安心する。

「知らん。なんだそれは」

　篠崎達郎の取った『間ま』から、それが本気であると判断する。推すい理り小しよう説せつのような探たん偵ていを嫌きらう太郎ではあるが、仕事を続ける上で自然、身みについてしまったものはある。それは依い頼らい人にんが体たい面めんや恥はじのために、噓をつくことの多さに他ならない。捜そう索さくの妨さまたげになるとは考こう慮りよせず。

「高校生が他校の生徒を撃うった、という事件です。あ、凶きよう器きは拳けん銃じゆうですよ」

　篠崎達郎の顔かお色いろが変わる。太郎はそこに畳たたみかけた。

「参考にあげますと、こういうやつです」

　ケースに収めていた、篠崎達郎作の紙製モデルガンを取り出して構える。

　銃じゆう口こうがないとはいえ依頼主にこんなものを構えるのは無ぶ作さ法ほうだが、太郎はそのまま続ける。

「これと同じものを高校生は所しよ有ゆうしていました。偶ぐう然ぜんとは考えづらいのですが……篠崎さん。僕に探さがさせている落とし物、本当にモデルガンなのですか？」

　はっきりとさせなければいけないことを、太郎が良い機き会かいだと問とう。

　篠崎達郎はその問いに直接答えず、遠とお回まわりに質しつ問もんで返す。

「疑うのか？　まさか、本物だとでも？」

「違い法ほうなものは取り扱あつかいたくありませんから。うちはそういう事務所じゃないです」

　健けん全ぜん健全、と太郎が朗ほがらかに言う。少なくとも事務所を通して、殺人事件を解決したことはない。そんな依頼は正式に来る前に警けい察さつがなんとかする。太郎の言い分も間ま違ちがいではなかった。

　今度は篠崎達郎も間を置く。指を組み、葛かつ藤とうするように俯うつむく。その態たい度どから、太郎は直接聞くまでもなく答えを知ることになる。最初から疑ってはいたがいざ確かく信しんすると、『まいったな』と苦にが笑いをこぼしてしまう。それは手に余あまる仕事に対しての困こん惑わくと、同時に目の前の依頼主と拳銃の取り合わせが似に合あわないことへの愉ゆ快かいさもあった。

　やがて篠崎達郎が力強く、大おお噓うそを宣のたまう。

「私が落としたのは間違いなく、モデルガンだ。玩具おもちやだよ」

「ほぅ」

「信じないのか？」

「いえ、そこまで言いきるのなら明日あしたからも探します。ただ、見つけるのにある程てい度どの時間がかかることは覚かく悟ごしておいてください。一日、二日ではとても無理でしょう」

　毎日来なくていいよと釘くぎを刺さす。篠崎達郎も早そう急きゆうすぎたと自じ覚かくはあったのか、肩かた身みを狭せばめる。

「とにかく頼たのむ」

「分かっています。こっちも仕事ですからね」

　太た郎ろうが言げん外がいに帰れという態たい度どを醸かもす。それを受けて、篠しの崎ざき達たつ郎ろうはそそくさと立ち上がった。頬ほおに張っている湿しつ布ぷが粘ねん着ちやく力りよくを失い、端はしが剥はがれかけているのを気にしながら入り口へ向かう。

「あ、まったく関係ない質しつ問もんなんですけど、二に条じようオワリって歌手知ってます？」

　太郎がその背中に思い出したように質問する。篠崎達郎は眉み間けんにシワを寄せて、首を振った。

「知らん」

「ですよねぇ。いやいいんです、お疲つかれ様でした」

　首を傾かしげながら、篠崎達郎が事務所を後にした。

　完全に一人になってから、太郎は帽ぼう子しを脱ぬぐ。指でくるくると回しながら、嘆たん息そくする。

「困るんだよなぁ、こういうの」

　違い法ほうなものを探さがすということは、人に頼たよりづらいわけである。聞きこみもロクにできない。そして個人で探し物を行うというのは、いくら探たん偵ていといえども一いつ般ぱん人じんと大たい差さないことを太郎は身みをもって知っていた。明日からどう動くか、今から悩なやんで頭ず痛つうを感じている。

　首しゆ藤とう祐ゆう貴きの所有している拳けん銃じゆうを奪うばって、渡してしまう。そちらの方がまだ足取りを追いやすい分、現げん実じつ的てきだった。しかし拳銃を持っている相あい手てである。近づきたくなどないというのが太郎の本ほん音ねだ。

「やっぱり犬いぬ探しがいい」

　同どう僚りようを羨うらやみ、その席せきに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向ける。

　太郎が篠崎達郎に最後に質問したのは、本当に興きよう味み本ほん位いだった。

　先日、事務所を訪れたその歌手の依い頼らいで同僚は動いている。しかしまったく知ち名めい度どはないらしく、太郎が知り合いに尋たずねても誰だれも知らない。唯ゆい一いつ反応したのは、蜂はちの巣すの画が像ぞうを送ってくるような男だけだった。

　その男からまたメールが届く。太郎は露ろ骨こつに嫌いやそうな態度を取りながらも内容を確かく認にんする。

　メールに送そう附ふされていたのは、花開いたアジサイの画像だった。

『どうかね』

「うるせぇよ」

　どうもこうもない。

　即そく消けしたが、すぐにまた次のメールを受じゆ信しんしてしまう。なんなんだと開く。

『明日ちょっと頼たのみたいことがあってさー、そっち行くから』

「……あのなぁ」

　見なかったことにして携けい帯たい電話を放り出してから、太郎はソファに沈しずむ。

　ケーキを冷れい蔵ぞう庫こで保ほ存ぞんするのも忘れて、帽ぼう子しで顔を覆おおった。





→二日目に続く。









[image: 首藤祐貴]

　奇き妙みような鳴き声がずっと聞こえる。祐ゆう貴きはそれが自分の口から漏もれているのだと、今いま更さらに気づく。乾かわいていた下した唇くちびるを舐なめる舌したも、水分が不足していた。昼からなにも口にしていない。

　同時に解かい体たい工事中の漫まん画が喫きつ茶さと映えい画が館かんの中に潜もぐりこんで、祐貴は座すわりこんだまま動かない。幸こう運うんが作さ用ようして追ってきた男から逃のがれて以来、ずっとここにいた。その間に夕ゆう暮ぐれが訪れて、去さり、そして夜を迎えていた。更さらに夜の到とう来らいとほぼ同じくして、雨音が聞こえ始めていた。

　水すい滴てきに伴ともなう湿しつ気けが顔に張りつくと、殴なぐられた箇か所しよが過か剰じように熱を帯びて、肉を焼くような痛みに襲おそわれる。潰つぶれた鼻の先が真まっ直すぐになっていないことを触ふれて確たしかめて、鳥とり肌はだが立つ。

　今いま頃ごろは家族も自分が帰き宅たくしないことに焦あせり出すだろう。平へい穏おんを信じて帰ってきた両親の期待を裏うら切ぎるのが申もうし訳わけなくて、祐貴が涙なみだする。流れる涙を渇いた喉のどが求めて舐め取る。

　蒸じよう留りゆう水すいのように、味のない涙だった。

　これからどうすればいいのかと、祐貴は己おのれに問とう。持っていた携けい帯たい電話も漫画喫茶に忘れて、財さい布ふも現場に置いてきた鞄かばんの中だ。残っているのは定期入れしかない。だが学校に行けるはずもなく、また外に顔をさらすこと自体、終わりだと祐貴は考えていた。自分の顔が公こう表ひようされているのかも、また、自分はどんな罪つみに問とわれるのかも祐貴は把は握あくできていない。

　作業を終えた工事現場も明日になれば人がやってくる。早朝から別の場所へ移動しなければいけない。しかし、一いち文もん無なしである祐貴には漫画喫茶という選せん択たく肢しも失われていた。

　このまま人ひと目めにつかずに生きていけないかと考える。水は公園か運動場を探さがして飲めばいい。食料は盗ぬすむ。人の家に泥どろ棒ぼうに入る。いっそのこと山の中に逃げて自じ給きゆう自じ足そくすればいいんじゃないか。幻げん想そうの希望に祐貴の目が眩くらみ、顔を上げそうになる。だが浮かれそうになるその頭も、周しゆう囲いの真まっ暗くら闇やみを鼻から吸いこむことで、たちまち冷める。あっという間に祐貴は萎しぼんだ。

　現場にかかっている布ぬのの雨を弾はじく音が強まり、それに応おうじて雨あま粒つぶが入りこんでくる量を増す。鉄てつ骨こつの側に寄りかかっている祐貴も次し第だいに濡ぬれそぼってきた。祐貴は半なかば無む意い識しきに、濡れないようにと拳けん銃じゆうを服の内側に隠かくす。祐貴の持ち物は定期券と、拳銃だけだった。

　何度も恐きよう怖ふし、捨てようという衝しよう動どうに駆かられた。しかしその都つ度ど思い直して、祐貴は拳銃を握にぎり続ける。非ひ日にち常じようたる拳銃を保ってしか、自分はなんとかならない。どうにもならない。救われない。そんな強きよう迫はく観かん念ねんに背中を押されて、今も呻うめいていた。

　祐貴は必ひつ死しに考えているようでいてその実、『自分は必かならず救われる』ということを前ぜん提ていにしてしか頭が働はたらいていない。必ず救われるけど、そのためにどうすればいいのかと悩んでいるにすぎない。そんな人間が救われるはずもなく、また、光こう明みようが見つかるわけもなかった。

　目の前の歩道を人ひと影かげが通る度たび、祐ゆう貴きの顔が歪ゆがむ。自分が見つかるのではという恐きよう怖ふ、そして道を堂どう々どうと歩いていることへの嫉しつ妬とが混ざって、悲ひ壮そうな面つら構がまえとなる。その人影が通りすぎた後、祐貴は手のひらで顔を覆おおう。どうすればいいのかなにも分からなくて、早くも限界だった。

　自分はどこで失敗したのだろうと、祐貴が泣きっ面つらになる。感情の矛ほこ先さきを見失ったまま、何時間も泣き喚わめきたかった。泣いてすべてをなかったことにしたい。だが、それは不ふ可か能のうだった。

　祐貴がいくら後こう悔かいしようとも、時間は進む。

　しかしどこに行けばいいのかも分からないでいる祐貴にとっては、なにもしないで進んでくれることがせめてもの救すくいだった。

　せめて、日の当たる朝がきてほしい。

　祐貴の切せつ実じつな願いは、強まり続ける雨あま音おとに裏うら切ぎられる。





→二日目に続く。
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　　　あとがき




　クロクロクロック……。

　それは群ぐん像ぞう劇げきとけろけろけろっぴをくみあわせた、まったくあたらしい……と言うほど目ま新あたらしさはない小説である。関係ないけどサンリオのキャラではポムポムプリンが好すきです。







　というわけで唐とう突とつに新シリーズが始まりました、こんにちは。トカゲの王もまだ続いてしまうのですが、こっちもがんばって書いていこうと思います。全六巻予定です。

　それと八月あたりに刊かん行こうする予定だった大学の三丁目あたりで（仮）ですが、書いてあまりにつまらないのでボツにしました。すいません。

　もう書くことがありません、どうしよう。




　今回、初めてイラストを担たん当とうしていただいた深み崎さき暮くれ人ひとさんにこの場を借りてお礼申もうし上げます。あと『昔むかしからその体型を維い持じしてられるんですか？』と聞かれると『まぁね』とか得とく意い顔がおで答える、スポーツジムに行って二十キロぐらい痩やせた父親となんだかアレでアレな母親も感かん謝しやするのはお約やく束そくというやつですね。

　今回もお買い上げ頂いただきありがとうございました。








入いる間ま人ひと間ま
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入いる間ま人ひと間ま

よっ、いるクま。入間人間５周年を記念してファンに「アナタなるせカイ？」って聞いて歩くんだって。ボケたかオヤジ。５周年は『アラタなるセカイ』じゃ。最近視力が衰えて……。やーまいる。クまった、クまった。
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深み崎さき暮くれ人ひと

北海道出身、東京都在住のイラストレーター。飼猫を生き甲斐に、肩こりと戦いながら絵を描いてます。
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